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発 刊 に よ せ て
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会 長 渡 邊 諭

中央教育審議会答申、「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して ～全ての子供た

ちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～」には、「２０２０

年代を通じて実現すべき『令和の日本型教育』の姿」として、「一人一人の児童生徒が、

自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値ある存在として尊重し、

多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続

可能な社会の創り手となるとができるよう、その資質・能力を育成することが求められ

ている」と述べられています。これは、道徳科の目標と軌を同じくするものであり、予

測できない近未来社会の担い手を育成していく上で、学校現場においては、道徳教育が

重要性を増してきていることを示すものといえるでしょう。

このような中、今年度、五所川原市立南小学校及び五所川原市立五所川原第一中学校

において、道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業の委託を受け、研究が行われま

した。

五所川原市立南小学校では、「自ら考え、心豊かに学び合う児童の育成～『対話』を通

して、考えを深める道徳科の授業の工夫～」を研究主題とし、低・中・高の児童の発達

の段階に合わせて、道徳的価値を自分の課題として捉えさせるための導入の工夫はもち

ろん、多面的・多角的な視点をもたせた振り返りを取り入れるなどの授業実践に取り組

んできました。道徳教育推進教師を中心とした組織的な取組は、児童の明らかな変容に

つながり、学校ぐるみの充実した研究の成果について深く考えさせるものがありました。

五所川原市立五所川原第一中学校では、「豊かな心を持ち、人とのかかわりを大切にす

る生徒の育成～一人一人が自分自身の問題として捉え、多様な考えを認め合う道徳教育

の実践を通して～」を研究主題に、全体計画に道徳教育に係る重点項目を設け、改善を

加える中、自校の教育課題の解決に向けて取り組んできました。とりわけ、道徳科の授

業では、発問と意見の共有化、主体的に考えを深めることを研究の主眼とすることによ

って、授業の改善が生徒に及ぼす影響について、改めて考えさせるものとなっています。

さらに両校の特色としては、小中連携を生かし、「道徳性調査」と「道徳科アンケート」

を実施し、相互に研究授業を参観し、授業づくりを通して研究を進めてきたことがあげ

られます。これは、組織的な実践研究の一つの指針となるべきものといえます。

各学校におかれましては、両校のすばらしい実践を参考にしつつ、自校の道徳教育の

取組の見直しを図っていただき、活用できる取組については、各学校の実態に即した形

で生かしていくことで、今後「道徳科」が、道徳教育の真の要としての役割を果たせる

よう、真摯な取組を進めていただければ幸いに存じます。

最後に、本事業推進に当たり御支援、御尽力いただきました五所川原市立南小学校、

五所川原市立五所川原第一中学校、五所川原市教育委員会をはじめ、関係の皆様に御礼

を申し上げますととともに、本報告集が道徳教育の指針の一つとして活用されることを

祈念いたします。



挨 拶

青森県教育庁

学校教育課長 高 橋 英 樹

道徳教育については、「特別の教科 道徳」が全面実施となってから、小学校では４

年目、中学校では３年目となります。道徳の教科化に当たっては、「考え、議論する」

道徳教育への質的転換を図り、児童生徒の道徳性をより一層育むこと、全教育活動を通

して行われる道徳教育の要となること等がねらいです。また、高等学校においては、来

年度から年次進行で実施となる新学習指導要領において、道徳教育推進教師を設置する

こと、公民の「公共」「倫理」及び特別活動が、人間としての在り方生き方に関する中

核的な指導の場面であることが明記されており、学校教育における道徳教育の充実がよ

り一層重要となっております。

このため、県教育委員会では、子どもたちが社会の中で自立した人間として成長でき

るよう、道徳教育の充実を学校教育指導の方針と重点の一つに掲げ、地区道徳教育研究

協議会や県総合学校教育センターでの研修など、道徳教育推進のための様々な施策を展

開するとともに、文部科学省委託事業「道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業」

の中で、道徳教育推進協議会の開催、研究指定校による特色ある道徳教育の実践、道徳

教育パワーアップ協議会の開催等に取り組んで参りました。

今年度は、五所川原市教育委員会の御指導の下、五所川原市立南小学校、五所川原市

立五所川原第一中学校が研究指定校として研究実践に当たってくださいました。両校と

も、道徳教育を推進する指導体制の整備・充実、道徳科における多様で効果的な指導方

法の改善・充実、家庭・地域との連携による道徳教育の取組など、新学習指導要領の趣

旨に沿った道徳教育の充実に向けた実践を通した研究が行われました。

両校の実践は、道徳教育パワーアップ協議会において全県から集まった参加者に対し

て発表され、今年度の研究の成果を広く周知することができました。グループ協議では、

意見交換が活発になされるなど、参加者の興味・関心の高さがうかがわれるとともに、

自校の道徳教育の取組への参考になったことと思います。

本報告集は、両校の取組の成果等をまとめたものですが、県内全ての学校において、

児童生徒の豊かな心の育成のため積極的に活用し、教育活動全体を通して自校の道徳教

育の充実に役立てていただきたいと思います。

最後に、本報告集の作成に当たり、日々の教育実践を積み重ね、大きな研究成果を挙

げられた五所川原市立南小学校、五所川原市立五所川原第一中学校、御指導いただいた

五所川原市教育委員会、県道徳教育推進協議会会長である青森市立三内中学校渡邊校長

及び副会長である青森市立沖館小学校田中校長をはじめとする協議会委員の皆様に感謝

申し上げ、御挨拶といたします。
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道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業 

完 了 報 告 書 

（五所川原市立南小学校） 

 

１ 道徳教育に関する改善状況の概要 

本校の令和２年度の道徳教育の重点目標は「基本的生活習慣の確立と規範意識の醸成」「自立心 

や自律心、自他の生命を尊重する心の育成」「自己の生き方についての考えを深める」「情報モラ

ルの育成」の４点であった。令和３年度は、児童の実態や保護者の願い、また社会の情勢に鑑み「思

いやりをもって接することができる子を育てる」「自分の目標に向かって、希望と勇気をもって努

力する子を育てる」の２点とし、より焦点化した道徳教育を推進することとした。また、校内研究

においては、今年度から主題を「自ら考え、心豊かに学び合う児童の育成～対話を通して、考えを

深める道徳科の授業～」とし道徳教育を中心とした研修を進めてきた。 

   具体的には以下のことに重点を置き、道徳教育の抜本的改善・充実を図った。 

 

（１）抜本的改善・充実のための３つの重点 

① 道徳科における学習活動の工夫により、一人一人が自己を見つめ、多面的・多角的に考えるこ

とができる「考え・議論する道徳科」の実現を目指す。 

② 本校の道徳教育の重点目標との関連を明確にした指導計画の見直しとその活用を進め、教育活

動全体としての道徳教育の強化を図る。 

③ 校内掲示物、道徳に関する通信等を用いた家庭との連携など、道徳教育に関する環境を整え、

多方面から児童の道徳性の育成を図る。 

 

（２）重点に関する取組による改善 

① 自己を見つめ、多面的・多角的に考えることができる「対話」を取り入れた学習活動の展開を     

研究内容にしたことにより、指導者が「発問」を十分吟味するきっかけとなった。これによって、

より子供の姿を基にしたより深い教材研究がなされるようになり、意図的な「対話」の場面の設

定や、子供の思考を活性化させる教師のファシリテートにつながった。また、自己を見つめ、多

面的・多角的に考えさせるために、ペアやグループなどの対話場面だけではなく、ワークシート、

心情円盤の活用など多様なアプローチが有効であることも明らかになった。 

② 道徳科の授業における児童の成長を見取る方法の工夫に取り組んだことにより、めざす子供の

姿をより明確にした授業づくりの検討、子供の姿を根拠にした提案授業後の協議会を進めること

ができた。 

③ 全ての学年の年間指導計画別葉を職員室内に掲示し、加筆修正をしながら活用することで、よ

り重点目標を意識した全教育活動での道徳教育を進めることができた。また、重点目標を意識し

た指導を心がけた道徳科の授業の様子を学校便りや学級通信により家庭へ周知し、道徳教育に関

する取組を地域や家庭へ発信することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 心情円盤を使った授業 子供の姿を根拠にした研究協議 年間計画別葉の掲示と活用 
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２ 実施した研究内容 

（１）地域の実態や課題に応じた特色ある道徳教育の取組の概要 

① 道徳教育全体計画・別葉の改善と活用 

令和３年度は、本校の課題に沿った道徳教育を展開し、全職員が重点目標を意識しながら教育

活動を展開していくために、次のことに取り組んだ。 

ア 実態に沿った重点目標の設定 

イ 別葉の掲示と加筆修正、全教育活動における道徳教育の推進 

 

② 特別活動における道徳教育の推進 

特別活動における集団活動は、日常生活における道徳的な実践を行う重要な機会と場である

と考える。そこで、１０月を「南小ハートフル月間」とし、各学級、各委員会、なかよし班（縦

割り班）において、優しさがあふれる学校にしていく取組をした。 

    ア 各学級・・・・・気持ちよく学校生活を送るための呼びかけ（掲示物） 

              「ふわふわの木」に、嬉しかった言葉（ふわふわ言葉）を貼る 

    イ 各委員会・・・・心がポカポカ温まる活動に挑戦 

    ウ なかよし班・・・嬉しかったことをカードに書いて伝える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③ 校内における課題等の共有 

    ６月から提案授業が実施されたが、初めの段階では職員間で道徳科の授業改善の視点などが

明確になっていないと思われたため、道徳通信を発行して課題等を共有し、共通理解を図った。 

   

④ 中学校との連携 

    本研究は、本校児童の進学先である五所川原第一中学校と連携しながら行った。小・中学校

共に、道徳科の授業改善や年間指導計画の改

善と活用を重点に挙げ、次のことについて連

携して研究を進めた。 

    ア 相互の授業公開 

    イ 講演講師を招いての研修会（２回） 

    ウ 児童（生徒）道徳アンケートの実施 

 

⑤ 地域・保護者への情報発信 

    アンケートの結果から、道徳に関して児童が家庭で保護者に話題にすることがほとんどない

という実態が明らかになったため、次のことに取り組んだ。 

ア 参観日における道徳科の授業の実施（全学級） 

イ 学校便りや学級通信に道徳教育に関する内容を掲載し情報を発信 

   ウ 教室内に道徳コーナーを設置 

 

 

 

 

各学級作成の掲示物 ふわふわの木 各委員会での取組 嬉しかったことの掲示

（なかよし班） 

講演会（１月） 研究協議と講演会（７月） 
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（２）道徳科の授業研究 

 

 

 

 

 

 ①提案授業の実施 

  今年度、本校では県教育委員会の指定を受け、１１月に小学校道徳教育研究協議会を開催し、第

１学年、第４学年、第６学年の道徳科の授業を公開することになった。そのために、公開授業に向

け、全ての学年で提案授業を実施することとした。 

 

【第１学年 「かぼちゃのつる」A-（３）節度、節制】 

  登場人物の心情の変化を視覚的に捉えることができるよう、表情マーク（様々な表情をした顔の

カード）を使い、児童がより自分事として考えることができるようにした。ここでは、表情マーク

の一定の効果は見られた。しかし、より深くつるを伸ばすこと自体はよいことであるにもかかわら

ず、それが認識されていないのではないかということが出された。 

【第２学年 「がんばれ ポポ」A-（５）希望と勇気、努力と強い意志】 

  道徳的価値の理解を深めるために、動作化の活動を取り入れた。ここで

は、行為の先にある心情が分かるように教師が問返しをし、「心情の見え

る化」をする必要があるのではないかということが出された。 

【第３学年 「あと、ひと言」 A-（１）善悪の判断、自律、自由と責任】 

  多面的・多角的に考えるために、自分の考えをワークシートに書いた上で、グループで話し合う

活動を取り入れた。グループでの話合いでは、深まりを見取れなかった児童も、全体での話合い後

の振り返りでは深まりが見られた。ここでは、思考を深めるための発問に課題が見られた。 

【第４学年 「泣いた赤おに」 B-（９）友情、信頼】 
  多面的・多角的に考えるために、立場を決めて話し合う場を設定した。教師は、児童の発言をよ

り明確にさせるための問返しをしていたが、さらに、価値へと迫るための問返しとそのタイミング

が重要ではないかということが出された。 
【第５学年 「友のしょう像画」 B-（１０）友情、信頼】 
  自分の考えをより明確にしたり、深めたりするために、自分の立場を

決めた上で話し合う場を設定した。立場を明確にして話すことで、自分

の考えとの違いがより明確になり、話合いが活発に行われた。ただ、も

っと考えを引き出すためには、児童が話し合う必要性を感じるための手

立てが必要ではないかということが出された。 
【第６学年 「ひとみと厚」 Ｂ-（１０）友情、信頼】 
  自分自身に置き換えて考えることができるように、心情メーターを用

いて登場人物の心情を考えさせた。心情メーターによって児童が自分を

見つめたり、考えを整理したりする姿が見られた。さらにそこから論点

を見つけ、議論を深める手立ての在り方について意見が出された。 
【第６学年 「移動教室の夜」 A-（１）善悪の判断、自律、自由と責任】 
  多面的・多角的に考えたり、自分の考えを明確にしたりすることができるよう、「自由に話がし

たい」「早く寝た方がよい」という２つの立場について、自分の立場を決めて話し合わせた。ここ

では、相手の考えを理解し尊重した上で、自分の考えを話す児童の姿が見られ、対話による深まり

が成果として挙げられたが、さらに価値に迫るための教師の問返しについての課題が明らかになっ

た。 
 
 
 

研究目標 

   道徳科において、自ら考え、心豊かに学び合う児童を育てるために、自己を見つめ、思

いを語り合う「対話」を取り入れた学習活動を工夫することが有効であることを、実践を

通して明らかにする。 
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②評価シートの作成と活用 
  以下の視点で評価するためのシートを作成し、道徳性に関する児童の成長の見取りに活用した。 

視 点 見取りのポイント キーワード

一面的な見

方から多面

的・多角的

な見方へと

発展させて

いるか 

・道徳的価値に関わる問題に対する判断の根拠を様々な視点から捉

えている。 
・理由は～ 
・気持ちは～ 

・自分と違う立場で感じ方、考え方を理解しようとしている。 ・○○さんの話を聞いて～ 

・～と考えていたけど～ 
・複数の道徳的価値の対立が生じる場面において、取り得る行動を

多面的・多角的に考えようとしている。 
・迷ってしまうけど～ 
・どちらの考えも～ 

道徳的価値

の理解を自

分自身との

関わりの中

で深めてい

るか 

・登場人物を自分に置き換えて考え、自分なりに具体的にイメージ

して理解しようとしている。 
・自分だったら～ 
 

・現在の自分を振り返り、自らの行動や考えを見直している。 ・今までは～ 
・これからは～ 

・道徳的な問題に対して、自己の取り得る行動を他者と議論する中

で道徳的価値の理解をさらに深めている。 
・～が大切だと思う 
・○○さんの話を聞いて～ 

・道徳的価値の実現することの難しさを自分のこととして捉え、考

えようとしている。 
・～は難しいけど～ 
・なかなかできない 

役割演技等

の表現活動 
・テーマについて自分の考えを演じている。 
・友達の演技を見てさらに理解を深めている。 

表情・態度 ・うなずきながら話を聞いている。 
・考え、悩んでいる表情が見られる。 

思いを表出

させる活動 
・心情円盤等で意思表示をしている。変化している。 

 
 

③道徳に関する環境の整備 

  道徳の時間に、どのようなことを、どのように学んだのか分かる

よう、「かがやきコーナー」を各教室に設定し、学習の足跡を児童

が感じられるようにした。 

 

 

 

３ 実施経過とその体制 

（１）実施経過 

月 取 組 の 内 容 備 考 

６ 

・事業実施計画書の確認及び提出 

・全体計画，年間指導計画，別葉の見直し 

・児童アンケートの実施・分析 

・道徳教育に関わる学習会① 

・提案授業①・研究協議 

  ６年 教材名「ひとみと厚」 授業者：山田智子 

・提案授業②③・研究協議 

  ２年 教材名「がんばれポポ」授業者：中谷真弓 

  ３年 教材名「あと、ひと言」授業者：碇谷一恵 

・道徳に関わる学習会② 

 「対話」「発問から考える子供の姿」 

 

 

 

講師 五所川原市教育委員会 

指導主事 西口虎男 氏 

 
指導助言 

西北教育事務所  

指導主事 尾崎徳哉 氏 

指導助言 

五所川原市教育委員会  

指導主事 西口虎男 氏 

各学級の道徳コーナー 
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７ 

・第１回県道徳教育推進協議会への参加（研修主任・教頭） 

・提案授業④⑤⑥ 研究協議 道徳に関する学習会③ 

  １年 教材名「かぼちゃのつる」 授業者：三浦仁美 

  ４年 教材名「泣いた赤おに」 授業者：古川尚子 

  ６年 教材名「移動教室の夜」 授業者：板谷真貴子 

 講演 「道徳を教えるとは？」 

・道徳参観日（保護者参観） 

 
指導助言 

五所川原市教育委員会  

指導主事 西口虎男 氏 
 

指導助言・講演 

弘前大学 

教育学部長 福島裕敏 氏 

８ 

・ 

９ 

・小・中道徳教育推進協議会①への参加（道徳教育推進教師） 

・公開授業指導案検討会① 

・公開授業指導案検討会② 

 

指導助言 

西北教育事務所  

指導主事 尾崎徳哉 氏 

指導助言 

五所川原市教育委員会  

指導主事 西口虎男 氏 

１０ 
・提案授業⑦ ※市教委計画訪問 

  ５年 教材名「友のしょう像画」授業者：加藤元彦 

指導助言 

五所川原市教育委員会  

指導主事 西口虎男 氏 

１１ 

・小・中学校道徳研究協議会②公開授業【中止のため校内研として実施】

 ６年 教材名「おばあちゃんの指定席」  授業者：板谷真貴子

４年 教材名「へこたれない きせきのりんご」 

授業者：古川尚子

１年 教材名「はしの上のおおかみ」   授業者：三浦仁美

・道徳研究協議アンケートの集計・分析 

指導助言 

西北教育事務所  

指導主事 尾崎徳哉 氏 

指導助言 

五所川原市教育委員会  

主任指導主事 

 佐々木 謙一 氏 

指導主事 西口虎男 氏 

１２ 
・保護者アンケートの実施・分析 

・児童アンケートの実施・分析 
 

１ 

・道徳に関する学習会④ 講演 

 

・第２回青森県道徳教育推進協議会への参加（教頭 研修主任）

・県道徳教育パワーアップ協議会にて実践事例発表 

講師  

弘前大学 

教育学部長 福島裕敏 氏 

２ 
・研究紀要の作成 

・次年度研究に向けての検討 
 

 

（２）研究体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究推進委員会 校長・教頭・教務主任・研修主任・道徳教育推進教師 

全 体 会

低ブロック 

◎１学年担任 

２学年担任 

ポプラ学級担任 

低学年 TT 

中ブロック 

◎３学年担任 

４学年担任 

愛育学級担任 

低学年 TT 

高ブロック 

５学年担任 

６学年１組担任 

◎６学年２組担任 

高学年 TT 
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４ 取組の成果と課題 

(１)「道徳意識調査」の比較(５月と１１月に実施 調査対象：全校児童) 
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〇 次の質問項目で「そう思う」「だいたいそう思う」と 回答（以下：肯定的に回答）した割合

に、増加傾向がうかがえる。 

①自分にはよいところがある。 

③ものごとを最後までやりとげて、うれしかったことがある。 

⑤友達と協力して取り組んでいる。 

⑥学校のきまりを守っている。 

⑦困っている人がいるとき進んで助けている。 

⑨相手の気持ちを考えて生活している。 

 ※⑨に関しては、11 月は肯定的に回答した中でも「そう思う」が１２.８ポイント増えていて、

相手の気持ちを考えながら生活している児童が大きく増加している。 

〇 次の質問項目で肯定的に回答した割合は、若干の減少傾向がうかがえる。 

②将来の夢や目標をもっている。 

⑪地域の行事に参加している。 

⑫自分の地域のために何かしたいと思う。 

⑬外国の人と友達になったり、外国についてもっと知ったりしてみたい。 

⑭日本や自分の住んでいる地域のことについて、外国の人にもっと知ってもらいたい。 

〇 次の質問項目で肯定的に回答した割合は、大きな変化は見られない。 

 ④難しいことでも失敗をおそれずに、挑戦している。 

 ⑧いじめはどんな理由であっても、いけないことだと思う。 

 ⑩人のために役に立ちたいと思う。 
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（２)道徳科アンケートの比較（５月と１１月に実施 調査対象：全校児童） 

 

 

 

 

 

 

「そう思う」「だいたいそう思う」と回答

（以下：肯定的に回答）した割合がどちら

の月も８５％以上で高い傾向がみられる。  
１１月には「そう思う」とより強い肯定

感を示す割合が、８.６ポイント増えてお

り、楽しんで学習に取り組んでいる児童が

増加している。 

肯定的に回答した児童の割合が、どちら

の月も９０％以上で高い傾向がみられる。  
１１月には「そう思う」とより強い肯定

感を示す割合が、５.６ポイント増えてお

り、道徳科の学習について「役に立つ」と

有用性を感じている児童が増加している。

肯定的に回答した児童の割合が、どちら

の月も８５％以上で高い傾向がみられる。  
１１月には「そう思う」とより強い肯定

感を示す割合が、６.４ポイント増えてお

り、道徳科の時間に「自分のことについて

考えている」と感じる児童が増加してい

る。 

肯定的に回答した割合が、５月は８０．

３％で、１１月も７４.７％以上であった。

どちらの月も、他の質問項目ほど高い傾向

になっていない。  
１１月には「そう思う」とより強い肯定

感を示す割合が、僅かに増えているが、肯

定的な回答をする児童の割合は、５.６ポ

イント減少する結果となっている。 
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肯定的に回答した児童の割合が、どちら

の月も９０％以上で高い傾向がみられる。  
１１月には「そう思う」とより強い肯定

感を示す割合が、５.１ポイント増えてお

り、「友達の考えを最後まで聞いている」

児童が増加している。 

肯定的に回答した児童の割合が、どちら

の月も９０％以上で高い傾向がみられる。  
１１月には「そう思う」とより強い肯定

感を示す割合が、５.８ポイント増えてい

るが、肯定的に回答している児童は、僅か

に減少している。 

肯定的に回答した児童の割合が、5 月は

８８.７％、１１月は９２.６％でどちらの

月も高い傾向がみられる。  
１１月には「そう思う」とより強い肯定

感を示す割合が１０.９ポイント増え、「自

分の考えを深めたり、話し合ったりしてい

る」と感じている児童が大きく増加してい

る。 

肯定的に回答した児童の割合が、5 月は

７８％、１１月は８５.１％であった。 
１１月には「よくある」とより強い肯定

感を示す割合が７.３ポイント増え、自分

の生活の中で関連付けて考えている児童

が増加している。 

肯定的に回答した児童の割合が、5 月は

４８.９％、１１月は５９.９％であった。

どちらの月も、他の質問項目ほど高い傾向

は見られなかった。  
１１月には「よくある」とより強い肯定

感を示す割合が８.９ポイント増え、家庭

で道徳科の授業について話題にしている

児童が増加している。 
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（３）研究協議会のまとめ 

 ①第１学年 

   

 

 

 

 

主題名  「しんせつにすると気もちがいい」Ｂ－（６）親切、思いやり  

教材名  「はしの上のおおかみ」（学研 新・みんなのどうとく １年 Ｐ９２～９４） 

ねらい   親切にすると、相手も自分もよい気持ちになることに気付き、誰に対しても思いやり 

     の心をもって接しようとする心情を育てる。 

  

 

【提案事項】  

教師との役割演技を取り入れ台詞に答えさせることで、自分事として捉え、考えることができ

 る。 

 

※ここでの「対話」とは、役割演技を通して考えたことや感じたことを、教師を介してやり取り

することであり、「多面的・多角的」に考える活動である。この活動を通して、優しくされた

側の気持ちだけでなく、優しくした側の気持ちも考え自分のこれからの行動について考える

ようになる。 
 

○成果 ▲課題 

 

○役割演技を通して、おおかみの気持ちを考え、その気持ちの変化に気付くことができ、中心発問

での活発な話合いにつながった。 

○児童の発言から出された登場人物の気持ちを、表情マークや矢印などを使い、効果的に掲示する

ことで、以前のおおかみと比較して考えることにつながった。 

○教師を介して話す（伝え合う）ことで、児童からねらいに沿った発言が出ていた。 

▲めあてが「しんせつにすると、どんなきもちになるだろう」であれば、役割演技と中心発問は、

「うさぎをうしろへそっとおろした時のおおかみの気持ち」を考えるとよい。役割演技は手立

て、手段であることから、役割演技をする目的は何であるかを考えることが大切である。 

▲多面的・多角的に考えさせるために、「何と言ったのか」と発問するより、「どう考えたのか」「ど

う思ったのか」を話させるとよかった。 

▲展開後段で、教材から離れるために導入に戻って具体的な場面を想起させて、「親切にするとど

んな気持ちになるか」を考えさせたい。 

▲自己を見つめ自分にできる親切について考えるために、してあげたい行為だけでなく、「○○し

てあげたいのはどうして？」と問い返すことで、親切をすることの大切さである「自分の心や相

手の心を温かくするすてきなこと」というとらえを意識付けさせることができるのではないか。

 

【その他】 

▲振り返りで、具体的な親切な行動を考えさせるために、何人かに話してもらってから、全体に書

く指示をしてもよかった。 

▲展開後段・終末でより深く考えさせるために、展開前段で時間を使いすぎないように、時間配分

を考えた授業構想をしていく必要がある。 

研究仮説 

道徳科において、自己を見つめ、多面的・多角的に考えることができる「対話」を取り入れた学

習活動を工夫すれば、自ら考え、心豊かに学び合う児童を育成することができるようになる。 
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 ②第４学年 

   

 

 

 

 

主題名  「やりとげる ひたむきな心」A －(５) 希望と勇気、努力と強い意志 

教材名  「へこたれない きせきのりんご」(学研 新・みんなの道徳 ４年 ｐ８２～８５) 

ねらい   続けることの苦しさや難しさについて共感的に気付かせることを通して、それでも

自分の立てた目標に向かって信念をもって粘り強く取り組んでいこうとする実践意欲

を高める。   

 

 

【提案事項】  

木村さんがりんご作りに挑戦し続けた理由をワークシートに書き、友達の考えと比較しなが

ら話し合うことで、多面的・多角的に考えたり、自分の考えをさらに明確にしたりすることが

できる。   

 

※ここでの「対話」とは、ワークシートに書いた自分の考えをもとにグループでの話合いや教師

を介した全体での話合いのことであり、「多面的・多角的」に考える活動である。この活動を

通して、「努力を続ける」ことの意義について、続けることの難しさと大切さの両面から自分

なりに具体的に考え、これからの自分の行動について考えるようになる。 

 

 

○成果 ▲課題 

 

○導入で「目標をもつけど、なかなか続けられない･･･」ということをみんなで共有したことで、

課題につなげていくことができた。 

○「続ける」「続けない」の立場を示すことで、自我関与に向かう活動ができた。 

○ワークシートに書かせたことで、比較したり考えを深めさせたりすることを、教師と児童の間で

やることができた。 

○自分事として振り返りをすることができた。 

▲補助発問があれば、木村さんの強い思いをもっと引き出せたのではないか。 

▲児童から出された言葉に意味付けすることで、多面的・多角的に考えさせることができたのでは

ないか。 

▲全体で(教師を介して)話し合うだけでなく、少人数で「続ける」「続けない」を話し合ってもよ

かった。発表した以外にも、「続けない」理由に、児童から「それも分かるのだけれど…」など

のつぶやきがあった。少人数で話し合うことで、自分の考えをより明確にしたり、友達の考えを

より理解したりすることができ、多面的・多角的に考えられるのではないか。 

▲登場人物に自我関与させるのは、自分がよりどころとすべき道徳的な心の在り方であり、結果と

しての行動ではなく、結果に向かう行為である。人物の生き方の中心となる価値を支えるものは

何であるかを考える発問をしていく必要がある。 

 

 

 

 

研究仮説 

道徳科において、自己を見つめ、多面的・多角的に考えることができる「対話」を取り入れた学

習活動を工夫すれば、自ら考え、心豊かに学び合う児童を育成することができるようになる。 
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③第６学年 

   

 

 

 

 

主題名  「心づかいの尊さ」B－（７）親切、思いやり 

教材名  「おばあちゃんの指定席」(学研新・みんなのどうとく６年 P８０～８３) 

ねらい   相手の状況を想像して行動することの難しさやよさを自分自身の経験と重ねながら

多様に考え、誰に対しても思いやりの心をもち、相手の立場に立って親切にしようとす

る心情を育てる。 

 

 

【提案事項】  

自分だったらどちらに席を譲るかについて、根拠をもとに話し合わせることで、多面的・多 

角的に考えたり、自分の考えを明確にしたりすることができる。 

 

※ここでの「対話」とは、自分ならどうするかの立場を明確にし、その根拠について、グループ

での話合いや教師を介した全体での話合いのことであり、「多面的・多角的」に考える活動で

ある。この活動を通して、誰かに限定しての行動ではなく、誰に対しても、必要としている人

への行動が大切であることに気付き、これからの自分の行動について考えるようになる。 

 

 

○成果 ▲課題 

 

〇アンケートを活用して、「親切」についてのイメージを全体で共有したことで、学習を通して「本

当の親切とは」ということをより深く考えさせることができた。 

○自分ならどうするか自分の立場を明確にし、根拠を示しながらの話合いはとても有効であった。

対話を通して、自分と異なる立場の考えを聞いて自分の考えが変わるなど、自分の考えを深く考

えることができていた。 

〇ゆう子の立場だけでなく、おばあさんや男の人など、様々な立場になって考える発言があった。

「自分だったら…」と自分事として考えることができていた。 

〇「迷っている」の選択肢があることで、難しさに気付くことができた。 

〇登場人物同士の関係性をおさえていたことが、根拠に結び付いていた。 

〇揺さぶりの発問や補助発問から子供たちからの言葉を引き出すことができていた。 

〇自分の立場を目に見える形(紙コップ)で表現されていて、考えが変わったこともすぐ分かった。

〇「読みの視点」「振り返りの視点」をもたせることで、何が問題なのか何について考えればいい

のかの手がかりとなった。 

▲範読後に「どんなことが気になったか」と聞くことで、「ゆう子が…」と自分の課題としてとら

えさせることができるのではないか。 

▲子供の発言から、行為の根拠となっている心情を引き出すためには、問い返しが必要となる。授

業者は、児童のどのような発言からどのような姿が見られるのか、アンテナを張っておく必要が

ある。 

 

【その他】 

〇話合いの仕方が型にはまらず自然な感じがよかった。 

〇グループでの話合い、全体での話合いのバランスがよい。 

研究仮説 

道徳科において、自己を見つめ、多面的・多角的に考えることができる「対話」を取り入れた

学習活動を工夫すれば、自ら考え、心豊かに学び合う児童を育成することができるようになる。
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(４)道徳教育の抜本的改善・充実に係る成果と課題 

ア 道徳意識調査と道徳科アンケートの結果から 

   道徳意識調査で 5 月と１１月共に肯定的に回答した児童の割合が９０％以上、及び１１月から

肯定的に回答した児童の割合が９０％以上になった項目は、以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③④に関しては、より肯定感を示す「そう思う」(よくある)の児童の割合が、７.６ポイント増

えている。 

このことから、ものごとを最後までやりとげてうれしかった児童や難しいことでも失敗をおそ

れずに、挑戦している児童が増加していると考えられる。⑤に関しては、より肯定感を示す児童の

割合が９.３ポイント、⑥に関しては、９.５ポイント増えている。このことから、友達と協力して

取り組んだり、学校のきまりを守って生活したりする児童が増加したと考えられる。⑨に関して

は、より肯定感を示す児童の割合が１２.８ポイント増えている。このことから、相手の気持ちを

考えて生活している児童が大きく増加したと考えられる。⑮に関しては、肯定的な回答は５月が９

３.５％、１１月が９２.６％と大きく変わりがないが、より肯定感を示す割合が、７.３ポイント

増えている。このことから、友達に進んで自分の考えを伝えたり、友達の考えをよく聞いたりして

いる児童が増加している。 

道徳科アンケートで５月と１１月共に肯定的に回答した児童の割合が９０％以上、および、１１

月から肯定的に回答した児童の割合が９０％以上になった項目は、以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①に関して、より肯定感を示す児童の割合が８.６％増えている。このことから、道徳の学習を

楽しいと感じる児童が増加したと考えられる。②に関して、より肯定感を示す児童の割合が５.６

ポイント、③に関しては６.４ポイント、⑤に関しては５.１ポイント、⑥に関して５.８ポイント

増えている。また、⑦に関しては大きく１０.９ポイント増えている。このことから、話し合うこ

とで、友達の考えを理解したり、考えを深めたりしている児童が増えたと考えられる。⑧「道徳の

授業で学習したことを思い出したことがある」⑨「道徳の授業で学んだことを、家の人に話したこ

とがある」に関して、他の質問ほど高い傾向に見られなかった項目ではあるが、肯定的な回答がそ

れぞれ７.１ポイント、１１ポイント増えており、児童が生活の中で道徳の授業について思い出し

たり、道徳の学習について家庭で話題にしたりすることが増えたと考えられる。④「道徳の授業で

自分の考えを友達に聞いてもらうのが好きだ」に関しては、他の質問ほど高い傾向に見られなかっ

た。また、肯定的な回答をする児童の割合は５.６ポイント減少する結果となり、話すことへの苦

手意識が感じられる。 

③ものごとを最後までやりとげて、うれしかったことがある。 

④難しいことでも失敗をおそれずに挑戦している。 

⑤友達と協力して取り組んでいる。 

⑥学校のきまりを守っている。 

⑦困っている人がいるとき進んで助けている。 

⑧いじめはどんな理由があっても、いけないことだと思う。 

⑨相手の気持ちを考えて生活している。 

⑩人のために役に立ちたいと思う。 

⑮授業中は友達に進んで自分の考えを伝えたり、友達の考えをよく聞いたりしている。 

①道徳の時間が楽しい。 

②道徳の学習は役に立つ。 

③道徳の授業で、自分のことについて考えている。 

⑤道徳の授業で友達の考えを最後まで聞いている。 

⑥道徳の授業で、友達の話を聞いて『なるほど』と思ったり、自分の考えが変わったりし

たことがある。 

⑦道徳の授業で自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合ったりしている。 
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これらの結果から、本校の道徳教育に取り組んできた成果があったことが明らかになった。特

に、「相手の気持ちを考えて生活している」や「道徳の学習が好きだ」「道徳の授業で自分の考え

を深めたり、学級やグループで話し合ったりしている」「道徳の授業で学んだことを、家の人に話

したことある」と肯定的に回答した児童が増えたことが、具体的な成果として表れた。保護者アン

ケートの「思いやりの心が育っている」の項目については、他項目（「進んで学ぶ子が育っている」

「体力をつける意識が高まっている」）に比べると高い評価であったが、昨年度と比較するとやや

評価が下がっている。 

今後の課題として、さらに学校全体で家庭や地域と連携しながら道徳教育について理解を深め、

学校と家庭とで児童の道徳性を育んでいく必要があると考える。 

  

 

イ 研究協議会のまとめから 

 

 

 

 

 

 ① 自己を見つめ、多面的・多角的に考えることができる「対話」を取り入れた学習活動の工夫 

  【成果】 

・ 自分事として捉えさせるために、登場人物の気持ちを自分に置き換えて考えさせる発問や手

立てを工夫することで、自分の考えを明確にさせることができた。 

・ 道徳的価値理解を基に、多面的・多角的に捉えることができるように、グループで話合いや

全体での話合いをすることで、様々な考えに触れることができた。「対話」することで、自分

の考えをさらに明確にしたり深めたり、広げたりできるようになってきた。 

・ 補助発問や問い返しをすることで、児童の心情が明らかになったり、児童の考えを深めたり

させていくことが明らかとなった。 

【課題】 

・ 今後の課題として、何について話し合いたいのか、自分の課題として捉えさせる工夫をして

いくことが必要である。 

・ 児童の考えを深めさせるために教師がファシリテーターとなって、適切な補助発問や問い返

しをしたり、児童の発言を意味付けしたりしていくことが必要である。 

 

② 道徳科における児童の成長を見取る評価の工夫 

 【成果】 

・ 学習後の児童の変容を見取る手立てとして、授業導入時のアンケートと比較して考えたり、

振り返りをする際、「今までの自分」「今日の学習での学び」「これからの自分」など、視点

をもたせたりすることが有効であった。 

・ 視点をもたせて振り返ることが、これからよりよい生き方について児童自身が考えられる手

立てとなった。  

研究仮説 

道徳科において、自己を見つめ、多面的・多角的に考えることができる「対話」を取り入れた

学習活動を工夫すれば、自ら考え、心豊かに学び合う児童を育成することができるようになる。
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令和３年度 道 徳 教 育 全 体 計 画 

 
 日本国憲法 

教育基本法 
学校教育法 
学習指導要領 
指導の指針（県・市） 

 教  育  目  標  
児童の実態 
保護者や地域の願い 
教師の願い 
社会の要請、実情 

○力いっぱいがんばろう 
       ・進んで学ぶ子  
       ・思いやりのある子 
       ・元気な子 

 
 

各 教 科  道 徳 教 育 の 目 標 生徒指導との関連
○道徳の内容について、各 

教科の特質に応じて適切
に指導する。 

 一人一人の子どもが、人間尊重の精神と生命に対す
る畏敬の念を具体的な生活の中に生かし得るよう、道
徳性の育成を図る。

・基本的な生活習慣の定 
着や自己指導能力を育
成するために協同指導
体制の整備充実を図る。

・生活目標の具現化に向 
けた積極的な取り組み
を行う。 

・規範意識を育み、社会 
性を身に付けるための

 具体的な活動や指導の
 場を設ける。  

国  
語  

・伝え合う力を高め、言語感

覚を養い、国語を尊重す

る態度を育む。 

 

道 徳 教 育 の 重 点 目 標

社  
会  

・社会生活の理解を深め、

公民的資質の基礎を培

う。  

◇思いやりをもって接することができる子を育てる。
◇自分の目標に向かって、希望と勇気をもって努力す

る子を育てる。 

算  
数  

・算数で学び得た知識や
技能を実生活の場で
活用しようとする態
度を育てる。 

 

指 導 の 方 針  
①他者との豊かなふれあいや多様な体験活動を通し、

道徳科の時間を要としながら、教育活動全体におい
て道徳性を高めるようにする。 

②基本的な生活習慣や善悪の判断、社会生活上のきま
りを身につけ、人間としてよりよく生きていく力を
はぐくむようにする。

理  
科  

・自然の事物、事象に親
しみ、自然を愛する豊
かな心を育てる。 

特別活動との関連
 ○望ましい集団活動を通

して、心身の調和のとれ
た発達と個性の伸長を

 図り、南小の一員として
 よりよい生活や人間関
 係を築こうとする自主
 的、実践的な態度を育て
 るとともに、自己の生き
 方についての考えを深
 め、自己を生かす能力を
 養う。 
・学級活動 
・児童会活動 
・クラブ活動（４年以上）

・学校行事 
・なかよし班活動 

生  
活  

・具体的な活動や体験を
通して、自立への基礎
を養う。  

音  
楽  

・音楽を愛好する心情と
感性を育て、豊かな情
操を養う。 

各 学 年 の 重 点

低  
学  
年  

①  
 
②  

 

自分のやるべき勉強や仕事をしっかり行うこ
と。 
身近にいる人に温かい心で接し、親切にする
こと。 

図  
工  

・造形的な創造活動の基
礎的な能力を培い、豊
かな情操を養う。 

家  
庭  
科  

・家族の一員として家庭
生活をよりよくしよ
うとする心情と実践
的な態度を育てる。 

中  
学  
年  

①  
 
②  

 

自分でやろうと決めた目標に向かって、強い
意思をもち、粘り強くやり抜くこと。 
相手のことを思いやり、進んで親切にするこ
と。 

体  
育  

・健康の保持増進と体力
の向上を図り、楽しく
明るい生活を営む態
度を育てる。 

 

高  
学  
年  

①  
 
 
②
  

 

より高い目標を立て、希望と勇気をもち、困
難があってもくじけずに努力して物事をやり
抜くこと。 
誰に対しても思いやりの心をもち、相手の立
場に立って親切にすること。  

家庭や地域との連携
・共通理解、行動連携 
・道徳的実践の場 
・学校支援ボランティア 
・学校行事への参加協力 
・ふれあいレク  

 

 
 

総合的な学習の時間  道 徳 科 の 指 導 環境の整備・充実
・探究することの楽しさの  
 実感 
・学習素材、教材との吟味  
 と出会いの工夫  
・各教科、領域等との関連 
・自己の生き方を見つめる  
 活動の工夫 

◆各教科や領域、様々な体験等と密接な関連をもたせ、
自らの生き方についての考えを深めるための指導を
工夫し、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度の
育成を図る。 

   ・多様な指導法の工夫 
   ・郷土資料の活用 
   ・日常生活や体験活動との関連づけ    など 

・校舎内外の美化 
・言語環境の醸成 
・あいさつの習慣化 
・きまりの遵守  
・望ましい人間関係の構築 

 

外国語・外国語活動   
・コミュニケーション能力 

の素地を養うための活動 
の工夫 学級経営の

充実  

・生徒指導の機能を生かした授業の展開。  
・共感的な人間関係の構築。  
・児童理解に基づいた教育相談の充実。 
・家庭や地域との連携。 

 
  実生活における 

 道徳的実践の場  

 

資料１ 
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③
 

親
切

に
し

て
も

ら
っ

た
時

、
ど

ん
な

気
持

ち
で

し
た

か
。

 
・

う
れ

し
い

１
２

⼈
・

や
さ

し
い

２
⼈

 
・

あ
り

が
と

う
 

・
⼼

が
ふ

わ
ふ

わ
 

④
 

誰
か

に
親

切
に

し
て

あ
げ

た
こ

と
は

あ
り

ま
す

か
。

 
あ

る
 

 
１

４
⼈

 
な

い
 

９
⼈

 
⑤

 
ど

ん
な

親
切

で
す

か
。

 
・

落
と

し
た

物
を

拾
っ

た
５

⼈
 

・
勉

強
を

教
え

た
２

⼈
 

・
物

を
貸

し
た

・
絵

を
描

い
て

あ
げ

た
 

・
泣

い
て

い
る

と
き

声
を

か
け

て
あ

げ
た

 
＜
考
察
＞
 
 

 
学
級
の
大
半
の
児
童
が
親
切
に
し
て
も
ら
っ
た
り
、
し
た
り
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
親
切
に
し
た
相
手
や
親
切
に
し
て

も
ら
っ
た
相
手
は
友
達
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
友
達
に
親
切
に
さ
れ
て
嬉
し
か
っ
た
経
験
は
あ
る
が
、
自
分
が
親
切
に
す

る
と
自
分
自
身
も
嬉
し
く
な
る
こ
と
に
、
気
付
い
て
い
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
 

 【
道
徳
科
の
授
業
に
関
わ
る
実
態
調
査
】（

７
月
１
５
日
実
施
 
対
象
児
童

2
3
名
）
 

質
 

問
 

項
 

⽬
 

児
童

回
答

（
⼈

）
 

４
 

３
 

２
 

１
 

①
道

徳
の

学
習

が
好

き
だ

。
 

１
３

 
８

 
０

 
２

 
②

道
徳

の
学

習
は

役
に

⽴
つ

と
思

う
。

 
１

５
 

６
 

１
 

１
 

③
道

徳
の

授
業

で
、

⾃
分

の
こ

と
に

つ
い

て
考

え
て

い
る

。
 

１
６

 
６

 
０

 
１

 
④

道
徳

の
授

業
で

、
⾃

分
の

考
え

を
最

後
ま

で
聞

い
て

も
ら

う
の

が
好

き
だ

。
 

１
７

 
５

 
０

 
１

 
⑤

道
徳

の
授

業
で

、
友

達
の

考
え

を
最

後
ま

で
聞

い
て

い
る

。
 

１
６

 
６

 
１

 
０

 
⑥

道
徳

の
授

業
で

、
友

達
の

話
を

聞
い

て
『

な
る

ほ
ど

』
と

思
っ

た
り

、
⾃

分
の

考
え

が
変

わ
っ

た
り

し
た

こ
と

が
あ

る
。

 
１

５
 

６
 

２
 

０
 

⑦
道

徳
の

授
業

で
学

習
し

た
こ

と
を

、
⽣

活
の

中
で

思
い

出
し

た
こ

と
が

あ
る

。 
１

３
 

８
 

２
 

０
 

⑨
道

徳
の

授
業

で
学

習
し

た
こ

と
を

、
家

の
⼈

に
話

し
た

こ
と

が
あ

る
。

 
１

０
 

１
 

２
 

１
０

 
 

 
４
…

そ
う
思

う
（
よ

く
あ
る
）

３
…
だ

い
た
い
そ

う
思
う

（
あ
る
）

２
…
あ

ま
り
そ
う

思
わ
な

い
（
あ
ま

り
な
い

）
１
…
そ

う
思
わ

な
い
（
な

い
）
 

＜
考
察
＞
 

道
徳
の
授
業
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
児
童
が
多
い
。
道
徳
の
時
間
に
は
、
自
分
の
意
見
を
積
極
的
に
発
表
す
る

児
童
も
い
る
半
面
、
苦
手
意
識
を
も
っ
て
い
る
児
童
も
い
る
の
で
、
学
級
全
体
で
思
い
を
受
け
止
め
な
が
ら
聞
く
こ
と
の

で
き
る
雰
囲
気
作
り
を
し
て
い
き
た
い
。
 

 （
３
）
教
材
に
つ
い
て
 

 
  
  
 本

教
材

は
、

大
き

な
く

ま
と

の
関

わ
り

で
変

化
し

た
お

お
か

み
の

気
持

ち
を

考
え

る
こ

と
を

通
し

て
、

ね
ら

 
 

い
に
迫
る
も
の
で
あ
る
。
一
本
橋
で
、
う
さ
ぎ
や
た
ぬ
き
を
追
い
返
し
て
い
た
お
お
か
み
だ
っ
た
が
、
大
き
な
く
ま

に
優
し
く
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
相
手
を
思
い
や
り
、
親
切
に
す
る
こ
と
の
気
持
ち
よ
さ
に
気
付
く
内
容
で
あ
る
。
 

 
 

 
本

教
材

で
は

、
お

お
か

み
が

大
き

な
く

ま
の

優
し

い
態

度
に

接
し

て
、

今
ま

で
の

自
分

の
行

動
を

振
り

返
り
 
 

誰
に
対
し
て
も
思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
て
い
き
た
い
。
 

 ４
 
校
内
研
究
と
の
関
わ
り
 

①
自
己
を
み
つ
め
、
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
「
対
話
」
を
取
り
入
れ
た
学
習
活
動
の
工
夫
 

自
分
自
身
の
事
と
し
て
捉
え
さ
せ
る
た
め
に
、
動
作
化
や
役
割
演
技
を
取
り
入
れ
て
、
登
場
人
物
の
気
持
ち
を
自

第
１
学
年
 

道
徳
科
学
習
指
導
案
 

日
 
時
：
令
和
３
年
１
１
月
１
１
日
（
木
）
５
校
時
 

対
 
象
：
１
年
１
組
 
計
２
３
名
 

授
業
者
：
教
 
諭
 
三
浦
 
仁
美
 

（
支
援
員
 
野
呂
 
由
紀
）
 

１
 
主
題
名
 
 

 
 
「
し
ん
せ
つ
に
す
る
と
気
も
ち
が
い
い
」
Ｂ
－
（
６
）
親
切
、
思
い
や
り
 

 ２
 
教
材
名
 

 
 
「
は
し
の
上
の
お
お
か
み
」
（
学
研
 
新
・
み
ん
な
の
ど
う
と
く
 
１
年
 
Ｐ
９
２
～
９
４
）
 

 ３
 
主
題
 

（
１
）
ね
ら
い
と
す
る
価
値
に
つ
い
て
 

小
学
校
学
習
指
導
要
領
特
別
の
教
科
道
徳
編
の
内
容
項
目
で
は
、
第
１
学
年
及
び
２
学
年
の
Ｂ
－
（
６
）「

親
切
、

思
い
や
り
」
に
は
、「

身
近
に
い
る
人
に
温
か
い
心
で
接
し
、
親
切
に
す
る
こ
と
」
と
指
導
の
観
点
に
示
さ
れ
て
い
る
。

よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
築
く
上
で
求
め
ら
れ
る
基
本
姿
勢
と
し
て
、
相
手
に
対
す
る
思
い
や
り
の
心
を
も
ち
親
切
に

す
る
こ
と
に
関
す
る
内
容
項
目
で
あ
る
。
 

 
 
 
親
切
、
思
い
や
り
は
、
自
分
の
思
い
込
み
や
自
己
満
足
の
た
め
で
は
な
く
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
そ
の
心
情
を

思
い
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
受
け
止
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
学
校
、
学
級
で
の
生
活
が
身
に
つ
い
て
き
た
こ
の

時
期
に
、
相
手
の
こ
と
を
考
え
る
温
か
い
気
持
ち
や
親
切
な
行
為
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
、
本
主
題

を
設
定
し
た
。
 

 （
２
）
児
童
の
実
態
 

 
 

 
こ

の
時

期
の

児
童

は
、

家
族

だ
け

で
な

く
近

所
の

人
々

や
学

校
の

人
々

、
友

達
な

ど
と

の
関

わ
り

が
次

第
に
 
 

増
え

て
く

る
。

そ
し

て
、

様
々

な
人

々
と

の
関

わ
り

の
中

で
、

相
手

の
考

え
や

気
持

ち
に

気
付

け
る

よ
う

に
な

 
 
 
 
 

る
。
 

 
 
 
本
学
級
の
児
童
は
、
ま
だ
自
分
が
中
心
の
考
え
方
を
す
る
こ
と
が
多
く
、
自
分
勝
手
な
行
動
を
し
た
り
、
周
り
の

人
に
迷
惑
を
か
け
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
、
自
分
を
客
観
的
に
見
る
こ
と
が
難
し
い
。
 

 
 

 
そ

こ
で

、
幼

い
人

や
高

齢
者

、
友

達
な

ど
、

児
童

の
身

近
に

い
る

人
に

広
く

目
を

向
け

て
、

温
か

い
心

で
接

し
、

親
切
に
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
き
た
い
。
 

 【
ね
ら
い
と
す
る
価
値
に
関
わ
る
実
態
調
査
】
（
８
月
２
４
日
実
施
 
対
象
児
童

2
3
名
）
 

質
 

問
 

事
 

項
 

児
 

童
 

の
 

回
 

答
 

①
 

誰
か

に
親

切
に

し
て

も
ら

っ
た

こ
と

は
あ

り
ま

す
か

。
 

あ
る

 
 

１
６

⼈
 

な
い

 
 

 
７

⼈
 

②
 

ど
ん

な
親

切
で

す
か

。
 

・
落

と
し

た
物

を
拾

っ
て

も
ら

っ
た

８
⼈

 
・

忘
れ

物
を

届
け

て
く

れ
た

 
２

⼈
 

・
勉

強
を

教
え

て
も

ら
っ

た
・

遊
ん

で
も

ら
っ

た
 

・
あ

い
さ

つ
を

か
え

し
て

く
れ

た
 

・
助

け
て

く
れ

た
・

や
さ

し
く

さ
れ

た
 

資
料

２
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展
 

    開
 

   3
0   分
 

３
「
は
し
の
上
の
お
お
か
み
」
の
話
を
聞
い
て
、
話
し
合
う
。

      ○
う
さ
ぎ
を
通
せ
ん
ぼ
を
し
て
「
え
へ
ん
へ
ん
。
」
と
言
っ
た

時
、
お
お
か
み
は
ど
ん
な
こ
と
を
思
っ
た
で
し
ょ
う
。
 

・
お
れ
は
強
い
ぞ
。
 

・
う
さ
ぎ
を
通
し
た
く
な
い
な
。
 

・
い
ば
っ
て
、
い
い
気
持
ち
。
 

・
楽
し
く
な
っ
て
き
た
ぞ
。
 

・
他
の
人
に
も
や
ろ
う
。
 

 ◇
橋
の
上
の
く
ま
と
お
お
か
み
に
な
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

○
く
ま
が
「
い
や
、
い
い
ん
だ
。
こ
う
す
れ
ば
い
い
の
さ
。
」

 
と
言
っ
た
後
、
お
お
か
み
は
な
ん
と
言
っ
た
で
し
ょ
う
。

・
あ
り
が
と
う
。
 

・
く
ま
さ
ん
は
、
や
さ
し
い
ね
。
 

・
す
ご
い
ね
。
 

・
い
い
考
え
だ
ね
。
 

・
も
ど
ら
な
く
て
い
い
ん
だ
。
 

・
い
い
方
法
だ
ね
。
 

   
 

 

   ◎
く

ま
の

後
ろ

姿
を

い
つ

ま
で

も
見

て
い

た
お

お
か

み
は

、

ど
ん
な
事
を
考
え
て
い
た
で
し
ょ
う
。
 

・
く
ま
は
優
し
い
な
。
 

・
こ
れ
か
ら
は
、
く
ま
さ
ん
み
た
い
に
な
ろ
う
。
 

・
ぼ
く
も
優
し
く
し
た
い
な
 

・
う
さ
ぎ
さ
ん
に
わ
る
い
こ
と
を
し
た
な
あ
 

・
う
さ
ぎ
さ
ん
に
あ
や
ま
り
た
い
な
 

 ○
次
の
日
、
う
さ
ぎ
を
う
し
ろ
へ
そ
っ
と
お
ろ
し
た
時
、
お
お

か
み
は
ど
ん
な
気
持
ち
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
。
 

・
紙

芝
居

を
用

い
て

ゆ
っ

く
り

読

み
、
教
材
の
世
界
に
浸
ら
せ
る
。
 

・
お
お
か
み
の
絵
を
提
示
し
て
、
強
 

 
い
、
こ
わ
い
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
せ
 

 
て
か
ら
話
を
す
る
。
 

・
お

お
か

み
の

気
持

ち
を

考
え

な
が

ら
聞
く
よ
う
に
す
る
。
 

・
自

分
よ

り
も

弱
い

物
に

意
地

悪
を

し
て

お
も

し
ろ

い
と

感
じ

て
い

る

お
お

か
み

の
気

持
ち

を
捉

え
さ

せ

る
。
 

・
表
情
マ
ー
ク
を
貼
り
、
登
場
人
物
の

心
情
を
視
覚
的
に
捉
え
さ
せ
る
。
 

  ・
場

面
把

握
を

し
っ

か
り

し
て

か
ら

役
割
演
技
を
さ
せ
る
。
 

・
児
童
が
お
お
か
み
役
、
教
師
が
く
 

 
ま
役
に
な
り
、
お
お
か
み
が
橋
を
 

 
渡

ら
せ

て
も

ら
っ

た
と

き
の

気
持

ち
を
考
え
さ
せ
る
。
 

・
お

お
か

み
役

と
見

て
い

る
児

童
に

は
、「

い
や
、
い
い
ん
だ
。
こ
う
す

れ
ば
い
い
の
さ
。
」
の
く
ま
の
台
詞

に
答
え
さ
せ
る
。
 

★
教

師
と

の
役

割
演

技
を

取
り

入
れ

台
詞

に
答

え
さ

せ
る

こ
と

で
、

自

分
事

と
し

て
捉

え
考

え
る

こ
と

が

で
き
る
。
 

 ・
く
ま
の
優
し
さ
、
く
ま
へ
の
憧
れ
 

 
今

ま
で

の
反

省
な

ど
多

様
な

考
え

を
出
さ
せ
る
。
 

（
補
助
発
問
）
 

・
く

ま
に

会
う

前
の

お
お

か
み

は
ど

う
だ
っ
た
か
な
。
 

  ・
優

し
く

す
る

こ
と

で
得

ら
れ

る
達

成
感

や
満

足
感

、
充

実
感

に
気

付

分
に
置
き
換
え
て
考
え
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
登
場
人
物
の
気
持
ち
の
表
情
マ
ー
ク
を
使
っ
て
表
し
て
い
る
。
ま

た
、
道
徳
的
価
値
理
解
を
も
と
に
、
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
さ
せ
る
た
め
に
、
ペ
ア
で
交
流
す
る
場
を
設
け
、
様

々

な
考
え
に
触
れ
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
全
体
の
場
で
発
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
友
達
の
発
言
を
聞
き
な
が
ら
少

し
ず
つ
価
値
に
つ
な
が
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
 

本
時
で
は
、
一
本
橋
で
お
お
か
み
が
く
ま
と
出
会
う
場
面
で
、
教
師
と
の
役
割
演
技
を
取
り
入
れ
台
詞
に
答
え
さ

せ
る
こ
と
で
、
自
分
事
と
し
て
捉
え
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
た
い
。
 

②
道
徳
科
に
お
け
る
児
童
の
成
長
を
見
取
る
評
価
の
工
夫
 

児
童
の
学
習
状
況
や
道
徳
性
に
関
わ
る
成
長
の
様
子
を
継
続
的
に
見
取
り
、
児
童
自
身
も
自
分
の
考
え
の
変
容
や

成
長

を
感

じ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
、

学
習

で
使

用
し

た
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
を

道
徳

の
ノ

ー
ト

に
集

積
し

て
い

る
。

長
い
期
間
を
通
じ
て
記
録
を
見
取
っ
て
い
く
こ
と
で
、
児
童
の
考
え
方
や
感
じ
方
の
緩
や
か
な
変
化
や
成
長
も
認
め
、

把
握
し
て
い
き
た
い
。
 

本
時
で
は
、「

親
切
」
に
関
す
る
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
と
終
末
の
振
り
返
り
を
比
較
し
な
が
ら
、
本
時
の
学
習
を
通
し

て
の
一
人
一
人
の
成
長
を
見
取
っ
て
い
き
た
い
。
 

 ５
 
本
時
の
学
習
 

（
１
）
ね
ら
い
 

 
 
 
親
切
に
す
る
と
、
相
手
も
自
分
も
よ
い
気
持
ち
に
な
る
こ
と
に
気
付
き
、
誰
に
対
し
て
も
思
い
や
り
の
心
を
も
っ

て
接
し
よ
う
と
す
る
心
情
を
育
て
る
。
 

 （
２
）
提
案
事
項
 

★
教

師
と

の
役

割
演

技
を

取
り

入
れ

台
詞

に
答

え
さ

せ
る

こ
と

で
、

自
分

事
と

し
て

捉
え

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

 （
３
）
展
開
 

段
階
 

（
時間

） 

学
 
習
 
活
 
動
 

〇
発
問
 
◎
中
心
発
問
 
◇
指
示
 
・

予
想
さ
れ
る
児
童
の
反
応
 

・
指
導
上
の
留
意
点
 
★
提
案
事
項
 

 
□評
評
価
 

導
 

  入
 

  ５
 

  分
 

１
 
価
値
へ
の
方
向
付
け
を
す
る
。
 

◇
み

ん
な

が
今

ま
で

、
親

切
に

し
て

も
ら

っ
た

こ
と

を
紹

介

し
ま
す
。
 

・
落
と
し
た
物
を
拾
っ
て
も
ら
っ
た
。
 

・
忘
れ
物
を
届
け
て
も
ら
っ
た
。
 

・
分
か
ら
な
い
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。
 

〇
親
切
に
し
て
も
ら
っ
た
時
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
し
た
か
。

・
う
れ
し
か
っ
た
。
 

・
優
し
い
と
思
っ
た
。
 

・
あ
り
が
と
う
と
思
っ
た
。
 

 ２
 
課
題
意
識
を
も
た
せ
る
。
 

   

・
事

前
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
を

話
す

こ
と

で
、

親
切

に
さ

れ
た

場
面

を

想
起

し
、

ね
ら

い
と

す
る

価
値

へ

の
方
向
付
け
を
す
る
。
 

 
 

し
ん
せ
つ
に
す
る
と
、
ど
ん
な
き
も
ち
に
な
る
だ

ろ
う
。
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（
４
）
板
書
計
画
 

 

 

は し の う え の お お か み

 

 

    

 

      

と お せ ん ぼ し た

 

お お か み

 

 

                       

        

 

         

う し ろ す が た を み て い た

 

お お か み

 

 

 

 

 

 

        

う さ ぎ を も ち あ げ た

 

お お か み

 

 

し ん せ つ に す る と

  

ど ん な き も ち に な る か な

 

 
 

 

た の し い な

 

も っ と

 

や り た い な

 

お れ は

 

つ よ い ぞ

 

や さ し い な
 

く ま み た い に な ろ う

 

ま ね し た い な

 

す っ き り し た

 

し ん せ つ は き も ち

 

い い

 

う れ し い

 

い い き も ち

 

す っ き り

 

・ じ ぶ ん も く ま さ ん み た い に な れ た か ら

 

・ す っ き り し た か ら

 

・ や さ し く し た ほ う が い い き も ち だ か ら

 

・
う
れ
し
い
な
。
 

・
な
ん
か
い
い
気
持
ち
だ
な
。
 

・
く
ま
さ
ん
み
た
い
に
な
れ
て
よ
か
っ
た
。
 

・
う
さ
ぎ
さ
ん
、
う
れ
し
そ
う
だ
な
。
 

 ○
お

お
か

み
は

、
ど

う
し

て
前

よ
り

ず
っ

と
い

い
気

持
ち

に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
 

・
自
分
も
く
ま
さ
ん
み
た
い
に
な
れ
た
か
ら
。
 

・
す
っ
き
り
し
た
か
ら
。
 

・
い

じ
わ

る
す

る
よ

り
、

優
し

く
す

る
方

が
い

い
気

持
ち

だ

か
ら
。
 

・
う
さ
ぎ
が
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
た
か
ら
。
 

 ４
 
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
考
え
る
。
 

○
親
切
に
す
る
と
、
ど
ん
な
気
持
ち
に
な
る
で
し
ょ
う
。
 

・
う
れ
し
く
な
る
。
 

・
い
い
気
持
ち
に
な
る
。
 

・
す
っ
き
り
す
る
。
 

・
み
ん
な
が
う
れ
し
く
な
る
。
 

・
自
分
も
相
手
も
よ
い
気
も
ち
に
な
る
。
 

 

か
せ
る
。
 

    ・
表
情
マ
ー
ク
を
貼
り
、
登
場
人
物
の

心
情

の
変

化
を

視
覚

的
に

捉
え

さ

せ
る
。
 

・
く
ま
に
親
切
に
さ
れ
た
こ
と
で
、
お

お
か

み
が

そ
の

よ
さ

に
気

付
い

た

こ
と
を
押
さ
え
る
。
 

   ・
親
切
に
す
る
と
、
自
分
も
相
手
も
 

 
よ

い
気

持
ち

に
な

る
こ

と
を

押
さ

え
る
。
 

終
 

 末
 

  1
0  分
 

５
 

自
己

を
み

つ
め

自
分

に
で

き
る

親
切

に
つ

い
て

考
え

る
。
 

◇
こ
れ
か
ら
、
学
校
で
は
ど
ん
な
親
切
が
で
き
そ
う
で
す
か
。

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
か
き
ま
し
ょ
う
。
 

・
困
っ
て
い
る
友
達
が
い
た
ら
、
手
伝
っ
て
あ
げ
た
い
。
 

・
友
達
が
忘
れ
物
を
し
た
ら
届
け
て
あ
げ
た
い
。
 

・
落
と
し
物
を
拾
っ
て
あ
げ
た
い
。
 

 

・
導

入
の

場
面

で
聞

い
た

こ
と

を
想

起
さ
せ
、
道
徳
的
価
値
の
も
と
、
今

な
ら

ど
ん

な
こ

と
が

で
き

る
か

考

え
さ
せ
る
。
 

□評
親

切
に

す
る

と
、

自
分

も
相

手
も

よ
い

気
持

ち
に

な
る

こ
と

に
気

付

き
、

誰
に

対
し

て
も

思
い

や
り

の

心
を

も
っ

て
接

す
る

こ
と

の
大

切

さ
に

つ
い

て
自

己
を

振
り

返
り

、

考
え
て
い
る
。
 

 
 
 
 
 
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
・
発
表
）
 

        

は し の 上 の お お か み （ 十 一 月 十 一 日 ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
             

 

 

こ れ か ら 、 が っ こ う で

 

ど ん な

 

し ん せ つ が で き そ う で 

 

す か 。 

な
ま

え
 

                

① じ ぶ ん の か ん が え を は な す こ と が で き ま し た か 。

    

（

  

）

 
② と も だ ち の か ん が え を し っ か り き く こ と が で き ま し た か 。 (

  

） 

③ こ れ か ら の じ ぶ ん に つ い て か ん が え る こ と が で き ま し た か 。(     ) 

－18－



＜
考

察
＞

①
の

質
問

か
ら

、
自

分
の

目
標

を
も

っ
て

生
活

し
て

い
る

児
童

が
多

く
い

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

。
ま

た
、

ど
の

児
童

も
自

分
が

何
の

た
め

に
そ

の
目

標
に

向
か

っ
て

い
る

の
か

、
理

由
も

は
っ

き
り

し
て

い
る

。

②
の

質
問

で
は

、
目

標
に

向
か

う
良

さ
を

き
い

た
。

多
く

の
児

童
が

達
成

感
や

自
分

自
身

の
成

長
を

感
じ

る
こ

と
が

で
き

る
と

い
う

経
験

を
し

て
い

る
こ

と
が

わ
か

る
。

【
道

徳
科

の
授

業
に

関
わ

る
実

態
調

査
】

(
７

月
２

０
日

実
施

対
象

児
童

３
１

名
未

調
査

１
名

)

児
童

回
答

(
人

)

※
（

）
の

数
は

５
月

の
実

態
調

査

４
３

２
１

①
道

徳
の

学
習

が
好

き
だ

。
16

14
0

0
（
18

）
（
10

）
（
1）

（
1）

②
道

徳
の

学
習

は
役

に
立

つ
と

思
う

。
26

6
0

0
（
25

）
（
5）

（
0）

（
0）

③
道

徳
の

授
業

で
、

自
分

の
こ

と
に

つ
い

て
考

え
て

い
る

。
18

9
2

1
（
21

）
（
5）

（
2）

（
2）

④
道

徳
の

授
業

で
、

自
分

の
考

え
を

友
達

に
聞

い
て

も
ら

う
の

が
好

き
だ

。
9

9
7

5
（
9）

（
16

）
（
4）

（
1）

⑤
道

徳
の

授
業

で
、

友
達

の
考

え
を

最
後

ま
で

聞
い

て
い

る
。

20
8

2
0

（
20

）
（
9）

（
1）

（
0）

⑥
道

徳
の

授
業

で
、

友
達

の
話

を
聞

い
て

『
な

る
ほ

ど
』

と
思

っ
た

り
、

自
分

24
3

3
0

の
考

え
が

変
わ

っ
た

り
し

た
こ

と
が

あ
る

。
（
25

）
（
5）

（
0）

（
0）

⑦
道

徳
の

授
業

で
、

自
分

の
考

え
を

深
め

た
り

、
学

級
や

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

19
9

2
0

っ
た

り
し

て
い

る
。

（
20

）
（
7）

（
3）

（
0）

⑧
道

徳
の

授
業

で
学

習
し

た
こ

と
を

、
生

活
の

中
で

思
い

出
し

た
こ

と
が

あ
る

。
18

9
3

0
（
16

）
（
10

）
（
4）

（
0）

⑨
道

徳
の

授
業

で
学

習
し

た
こ

と
を

、
家

の
人

に
話

し
た

こ
と

が
あ

る
。

5
8

7
10

（
6）

（
9）

（
2）

（
13

）

4
…

そ
う

思
う
(

よ
く

あ
る
)
､
3
…

だ
い

た
い

そ
う

思
う
(

あ
る
)
､
2
…

あ
ま

り
そ

う
思

わ
な

い
(

あ
ま

り
な

い
)
､
1
…

そ
う

思
わ

な
い
(

な
い
)

＜
考

察
＞

ク
ラ

ス
の

全
員

が
、

道
徳

の
授

業
が

好
き

だ
と

答
え

て
い

る
。

し
か

し
、

中
に

は
、

い
ろ

い
ろ

な
話

が
読

め
る

か

ら
と

い
う

理
由

で
好

き
な

児
童

も
い

る
。

そ
う

い
う

児
童

に
と

っ
て

は
、

自
分

の
考

え
を

も
っ

て
話

し
合

う
こ

と
に

必
要

性
を

感
じ

る
こ

と
が

で
き

ず
、

話
合

い
活

動
に

苦
手

意
識

を
抱

い
て

し
ま

っ
て

い
る

よ
う

に
考

え
ら

れ
る

。

２
学

期
か

ら
は

、
終

末
に

自
分

た
ち

の
生

活
の

ど
の

場
面

で
学

習
が

生
か

せ
そ

う
か

、
全

体
で

考
え

る
時

間
を

と

っ
て

い
る

。
そ

う
し

た
こ

と
で

、
子

ど
も

た
ち

が
生

活
の

中
で

道
徳

で
の

話
を

持
ち

出
し

た
り

、
他

の
教

科
で

道
徳

の
掲

示
物

を
指

し
て

話
を

し
た

り
し

て
い

る
姿

が
み

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

少
し

ず
つ

で
は

あ
る

が
、

生
活

の
中

で
学

習
を

思
い

出
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

（
３

）
教

材
に

つ
い

て

本
教

材
は

、
実

際
に

あ
っ

た
話

を
教

材
化

し
た

も
の

で
、

り
ん

ご
農

家
の

木
村

さ
ん

が
自

然
栽

培
で

り
ん

ご
を

育
て

る
こ

と
を

目
指

し
、

た
く

さ
ん

の
困

難
を

乗
り

越
え

て
成

功
さ

せ
る

ま
で

を
描

く
こ

と
を

通
し

て
、

ね
ら

い

質
問

事
項

第
４

学
年

道
徳

科
学

習
指

導
案

日
時

：
令

和
３

年
１

１
月

１
１

日
(
木

)
５

校
時

対
象

：
４

年
１

組
計

３
１

名

授
業

者
：

教
諭

古
川

尚
子

１
主

題
名

「
や

り
と

げ
る

ひ
た

む
き

な
心

」
A
－

(
５

)
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

２
教

材
名

「
へ

こ
た

れ
な

い
き

せ
き

の
り

ん
ご

」
(
学

研
新

・
み

ん
な

の
道

徳
４

年
ｐ

８
２

～
８

５
)

３
主

題

(
１

)
ね

ら
い

と
す

る
価

値
に

つ
い

て

小
学

校
学

習
指

導
要

領
特

別
の

教
科

道
徳

編
の

内
容

項
目

で
は

、
第

３
学

年
及

び
第

４
学

年
の
A

－
(
５

)
に

は
、
「

自
分

で
や

ろ
う

と
決

め
た

目
標

に
向

か
っ

て
、

強
い

意
志

を
も

ち
、

粘
り

強
く

や
り

抜
く

こ
と

。
」

と
指

導
の

観
点

が
示

さ
れ

て
い

る
。

児
童

が
一

人
の

人
間

と
し

て
自

立
し

て
よ

り
よ

く
生

き
て

い
く

た
め

に
は

、
常

に
自

分
自

身
を

高
め

て
い

こ
う

と
す

る
意

欲
を

も
つ

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。
誰

し
も

強
い

意
志

を
も

っ
て

継
続

す
る

こ
と

は
難

し
い

も
の

で
は

あ

る
が

、
多

少
の

困
難

に
め

げ
る

こ
と

な
く

し
っ

か
り

と
努

力
を

続
け

、
や

り
抜

く
忍

耐
力

を
養

う
こ

と
が

肝
要

で

あ
る

と
考

え
、

本
主

題
を

設
定

し
た

。

(
２

)
児

童
の

実
態

４
年

生
の

段
階

は
、

勉
強

や
運

動
だ

け
で

は
な

く
、

様
々

な
こ

と
に

興
味

・
関

心
を

広
げ

、
活

動
的

に
な

る
。

自
分

の
好

き
な

こ
と

に
関

し
て

は
、

自
ら

目
標

を
立

て
、

継
続

し
て

取
り

組
む

よ
う

に
な

り
、

計
画

的
に

努
力

す

る
構

え
も

身
に

付
い

て
く

る
。

だ
が

一
方

で
、

自
分

で
や

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
で

あ
っ

て
も

、
辛

い
こ

と
や

苦
し

い
こ

と
が

あ
る

と
、

途
中

で
あ

き
ら

め
て

し
ま

っ
た

り
、

違
う

こ
と

に
関

心
が

い
っ

て
し

ま
っ

た
り

す
る

こ
と

も
あ

る
。

そ
こ

で
、

あ

き
ら

め
ず

に
粘

り
強

く
や

り
抜

く
強

い
意

志
が

必
要

で
あ

る
こ

と
や

、
あ

き
ら

め
て

し
ま

う
こ

と
の

弱
さ

、
今

よ

り
よ

く
な

り
た

い
と

い
う

願
い

、
努

力
し

よ
う

と
す

る
姿

な
ど

に
つ

い
て

、
考

え
を

深
め

て
い

く
こ

と
が

大
切

に

な
る

。

そ
こ

で
、

あ
き

ら
め

ず
に

が
ん

ば
る

た
め

に
は

ど
ん

な
気

持
ち

や
考

え
方

が
大

事
に

な
る

の
か

を
考

え
、

こ
れ

か
ら

の
生

活
で

希
望

を
も

っ
て

取
り

組
ん

で
い

こ
う

と
す

る
実

践
意

欲
を

育
み

た
い

。

【
ね

ら
い

と
す

る
価

値
に

関
わ

る
実

態
調

査
】
（

１
０

月
８

日
実

施
対

象
児

童
３

１
名

未
調

査
２

名
）

質
問

事
項

児
童

の
回

答

１
．

今
の

目
標

は
何

で
す

か
。

・
逆

上
が

り
が

で
き

る
よ

う
に

な
り

た
い

。
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
が

増
え

る
か

ら
。

・
全

教
科

。
将

来
の

夢
に

「
勉

強
」

が
大

事
だ

か
ら

。

・
足

を
速

く
す

る
。
マ

ラ
ソ

ン
で

１
位

を
と

っ
て

み
た

い
か

ら
。
マ

ラ
ソ

ン
が

楽
し

く
な

る
か

ら
。

・
ス

イ
ミ

ン
グ

。
で

き
る

と
達

成
感

が
あ

る
か

ら
。

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

に
出

た
い

か
ら

。

・
野

球
。

試
合

で
活

躍
し

た
い

か
ら

。

・
い

ろ
い

ろ
な

人
に

あ
い

さ
つ

す
る

。
今

、
は

ず
か

し
く

て
で

き
な

い
か

ら
。

・
忘

れ
物

を
な

く
す

。
勉

強
で

困
る

か
ら

。

・
お

手
伝

い
を

た
く

さ
ん

す
る

。
家

族
に

少
し

で
も

休
む

時
間

を
つ

く
り

た
い

。

・
ピ

ア
ノ

。
ひ

け
た

ら
か

っ
こ

い
い

か
ら

。

・
な

い
。

今
の

自
分

の
ま

ま
で

い
い

か
ら

。

２
．

目
標

に
向

か
っ

て
が

ん
ば

っ
て

よ
か

っ
た

あ
る

２
５

人
な

い
４

人

な
と

思
う

こ
と

は
あ

り
ま

し
た

か
。

・
前

よ
り

楽
し

く
な

っ
た

。
・

前
よ

り
上

手
に

な
っ

た
。

・
家

の
人

が
応

援
し

て
く

れ
た

。
・

胸
を

は
っ

て
学

校
に

行
け

る
。

・
ほ

め
て

も
ら

っ
て

う
れ

し
く

な
っ

た
。
・

前
よ

り
も

っ
と

好
き

に
な

っ
た

。

・
自

分
で

成
長

し
た

と
思

え
た

。
・

た
よ

っ
て

も
ら

え
て

う
れ

し
い

。

・
達

成
す

る
と

ス
ッ

キ
リ

し
て

気
持

ち
が

晴
れ

る
。

－19－



・
木

村
さ

ん
の

目
標

を
確

認
す

る
。

〇
無

農
薬

の
り

ん
ご

を
つ

く
る

ま
で

に
、

ど
ん

な
こ

と
・

気
持

ち
だ

け
が

出
て

き
た

場
合

に
は

、
な

ぜ

が
あ

っ
た

で
し

ょ
う

か
。

そ
の

よ
う

な
思

い
を

し
た

の
か

と
聞

き
、

出

・
り

ん
ご

が
と

れ
な

い
来

事
や

結
果

と
つ

な
が

る
よ

う
に

す
る

。

・
収

入
が

な
い

（
生

活
が

苦
し

い
）

・
順

調
に

物
事

が
上

手
く

い
か

な
か

っ
た

こ
と

展
・

木
が

か
れ

て
き

た
を

確
認

す
る

。

・
子

供
に

つ
ら

い
思

い
を

さ
せ

て
い

る
・

り
ん

ご
が

で
き

な
い

と
い

う
こ

と
は

、
収

入

・
に

ん
に

く
や

わ
さ

び
を

ま
い

た
が

な
い

こ
と

な
ど

も
提

示
し

て
い

く
。

〇
自

分
な

ら
続

け
ま

す
か

。

続
け

る
・

続
け

る
か

続
け

な
い

か
、

そ
れ

ぞ
れ

の
理

由

開
・

頑
張

っ
て

き
た

こ
と

を
無

駄
に

し
た

く
な

い
か

ら
も

聞
く

こ
と

で
続

け
る

こ
と

の
難

し
さ

や
大

・
家

族
に

食
べ

さ
せ

た
い

か
ら

切
さ

を
考

え
て

い
く

。

続
け

な
い

・
ず

っ
と

家
族

に
苦

し
い

思
い

を
さ

せ
る

か
ら

・
何

年
も

頑
張

る
こ

と
は

で
き

そ
う

に
な

い
か

ら

30
◎

木
村

さ
ん

が
、

何
年

間
も

り
ん

ご
づ

く
り

に
挑

戦
し

★
木

村
さ

ん
が

り
ん

ご
作

り
に

挑
戦

し
続

け
た

た
の

は
な

ぜ
だ

ろ
う

。
理

由
を

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
書

き
、

友
達

の
考

・
生

活
が

大
変

だ
け

ど
、

自
分

で
決

め
た

こ
と

だ
し

、
え

と
比

較
し

な
が

ら
話

し
合

う
こ

と
で

、
多

お
く

さ
ん

の
た

め
だ

か
ら

。
面

的
・

多
角

的
に

考
え

た
り

自
分

の
考

え
を

分
・

無
農

薬
の

り
ん

ご
は

だ
れ

も
作

っ
て

い
な

い
か

ら
、

さ
ら

に
明

確
に

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

自
分

が
作

ら
な

い
と

お
く

さ
ん

が
安

心
し

て
り

ん
ご

が
食

べ
ら

れ
な

い
か

ら
。

（
補

助
発

問
）

・
５

年
も

や
っ

て
き

て
、

こ
こ

ま
で

上
手

く
い

っ
て

な
・

お
く

さ
ん

が
も

う
止

め
よ

う
と

言
っ

た
と

し

い
け

ど
、

こ
こ

で
や

め
て

し
ま

っ
た

ら
こ

れ
ま

で
の

た
ら

ど
う

で
し

ょ
う

か
。

努
力

が
む

だ
に

な
る

か
ら

。
・

最
初

か
ら

困
難

が
あ

る
と

分
か

っ
て

い
た

・
い

ま
は

、
苦

し
い

け
ど

成
功

し
た

ら
お

く
さ

ん
や

子
ら

、
や

ら
な

か
っ

た
で

し
ょ

う
か

。

ど
も

も
喜

ぶ
し

、
周

り
の

人
も

あ
き

れ
た

顔
で

み
な

く
な

る
か

ら
。

４
道

徳
的

価
値

に
つ

い
て

考
え

る
。

〇
目

標
に

向
か

っ
て

が
ん

ば
る

た
め

に
大

切
な

こ
と

は
・

困
難

を
ど

ん
な

気
持

ち
で

乗
り

越
え

て
い

け

な
ん

で
し

ょ
う

か
。

ば
よ

い
か

「
た

と
え

～
で

も
」

と
い

う
考

え

・
ど

ん
な

に
困

難
が

続
い

て
も

、
何

度
も

何
度

も
挑

戦
を

取
り

上
げ

て
い

く
。

し
続

け
る

こ
と

。
・

事
前

ア
ン

ケ
ー

ト
を

活
用

し
、

自
分

事
と

し

・
そ

の
時

は
苦

し
く

て
も

、
は

じ
め

の
気

持
ち

を
思

い
て

考
え

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

。

出
し

て
が

ん
ば

る
こ

と
。

・
木

村
さ

ん
の

最
後

の
気

持
ち

や
こ

れ
ま

で
の

・
だ

れ
か

に
あ

き
れ

た
顔

を
さ

れ
て

も
、

自
分

が
決

め
経

験
を

も
と

に
、

苦
労

や
困

難
に

く
じ

け
ず

た
こ

と
は

や
り

ぬ
こ

う
と

す
る

強
い

気
持

ち
。

に
乗

り
越

え
よ

う
と

す
る

こ
と

で
、

未
来

や

・
最

初
か

ら
上

手
く

い
か

な
く

て
も

、
い

つ
か

は
上

手
気

持
ち

は
少

し
で

も
良

い
方

向
に

向
か

う
こ

く
い

く
と

信
じ

る
こ

と
。

と
に

気
付

か
せ

る
。

・
自

分
が

や
っ

て
い

る
こ

と
は

、
だ

れ
か

の
役

に
立

つ

ん
だ

と
い

う
気

持
ち

。

５
道

徳
的

価
値

を
も

と
に

、
自

己
を

見
つ

め
る

。

終
〇

今
日

の
道

徳
は

、
こ

れ
か

ら
の

自
分

の
生

活
の

ど
ん

・
道

徳
的

価
値

に
つ

い
て

、
自

分
の

考
え

を
具

な
時

に
生

か
し

て
い

き
た

い
で

す
か

。
体

的
に

ま
と

め
て

い
る

児
童

を
数

名
、

意
図

末
・

今
ま

で
は

難
し

い
と

思
う

と
す

ぐ
に

あ
き

ら
め

て
し

的
に

指
名

す
る

。

ま
う

こ
と

が
あ

っ
た

け
れ

ど
、

あ
き

ら
め

な
け

れ
ば

評
続

け
る

こ
と

は
難

し
い

こ
と

だ
が

、
自

分
の

10
で

き
る

よ
う

に
な

る
と

思
い

ま
し

た
。

気
持

ち
を

変
え

ず
に

、
最

後
ま

で
や

り
遂

げ

・
こ

れ
か

ら
な

か
な

か
目

標
が

達
成

で
き

な
く

て
も

、
よ

う
と

い
う

意
欲

を
高

め
て

い
る

。

分
は

じ
め

た
と

き
の

気
持

ち
を

思
い

出
し

て
、

自
分

を
（

ノ
ー

ト
）

信
じ

て
頑

張
ろ

う
と

思
い

ま
す

。

に
せ

ま
る

も
の

で
あ

る
。

７
年

間
り

ん
ご

が
採

れ
な

く
て

も
、

農
薬

に
弱

い
妻

の
た

め
に

「
農

薬
を

使
わ

な
い

で
り

ん
ご

を
育

て
る

」
と

い
う

初
心

を
貫

き
強

い
意

志
を

も
ち

続
け

る
姿

か
ら

、
粘

り
強

く
や

り
抜

く
強

い
意

志
に

つ
い

て
学

ぶ
こ

と
が

で

き
る

教
材

で
あ

る

４
校

内
研

究
と

の
関

わ
り

①
自

己
を

見
つ

め
、

多
面

的
・

多
角

的
に

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
「

対
話

」
を

取
り

入
れ

た
学

習
活

動
の

工
夫

自
分

自
身

の
事

と
し

て
と

ら
え

さ
せ

る
た

め
に

、
「

自
分

だ
っ

た
ら

」
と

そ
の

時
の

気
持

ち
や

行
動

の
理

由
を

考
え

た
り

、
立

場
を

決
め

て
自

分
の

意
見

を
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

書
き

表
し

た
り

す
る

こ
と

で
、

自
分

の
考

え
を

明

確
に

も
つ

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

担
任

と
の

や
り

と
り

、
友

達
と

の
や

り
と

り
、

グ
ル

ー
プ

で
の

や

り
と

り
な

ど
学

習
形

態
を

工
夫

し
て

す
る

こ
と

で
、

物
事

や
事

象
を

多
面

的
・

多
角

的
に

考
え

よ
う

と
す

る
姿

勢

が
育

っ
て

き
た

。

本
時

で
は

、
木

村
さ

ん
の

よ
う

に
、

自
分

の
や

り
遂

げ
よ

う
と

し
て

い
る

こ
と

が
う

ま
く

い
か

な
い

と
き

に
、

自
分

だ
っ

た
ら

ど
う

す
る

か
を

考
え

た
上

で
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
木

村
さ

ん
が

最
後

ま
で

や
り

遂
げ

た
わ

け
を

書

き
、

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

う
こ

と
で

、
困

難
が

多
い

時
や

気
持

ち
が

強
く

も
て

な
い

と
き

の
気

持
ち

の
も

ち
方

を

多
面

的
・

多
角

的
に

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
き

た
い

。

②
道

徳
科

に
お

け
る

児
童

の
成

長
を

見
取

る
評

価
の

工
夫

自
身

の
成

長
や

考
え

方
の

変
容

や
深

ま
り

が
担

任
だ

け
で

な
く

自
分

自
身

で
も

見
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
、

ノ
ー

ト
の

右
側

に
は

、
事

前
ア

ン
ケ

ー
ト

や
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
を

貼
っ

た
り

、
授

業
中

の
話

合
い

や
友

達
と

の
交

流

の
メ

モ
な

ど
を

残
し

た
り

し
て

い
る

。
左

の
ペ

ー
ジ

に
は

、
ふ

り
か

え
り

を
書

い
て

い
る

。
今

日
の

道
徳

は
何

に

つ
い

て
考

え
る

授
業

だ
っ

た
か

、
学

習
中

に
自

分
は

ど
ん

な
こ

と
を

考
え

た
の

か
、

そ
し

て
学

習
の

最
後

に
は

ど

ん
な

こ
と

を
考

え
、

そ
の

こ
と

を
こ

れ
か

ら
の

生
活

に
ど

の
よ

う
に

生
か

し
て

い
く

か
を

書
い

て
い

る
。

本
時

で
は

、
今

日
の

学
習

が
こ

れ
か

ら
の

自
分

の
生

活
の

ど
ん

な
時

に
生

か
せ

る
か

考
え

さ
せ

る
こ

と
で

、
困

難
が

あ
っ

た
と

き
で

も
あ

き
ら

め
ず

に
自

分
な

り
に

前
向

き
に

取
り

組
も

う
と

す
る

児
童

の
成

長
を

見
取

っ
て

い

き
た

い
。

５
本

時
の

学
習

（
１

）
ね

ら
い

続
け

る
こ

と
の

苦
し

さ
や

難
し

さ
に

つ
い

て
共

感
的

に
気

付
か

せ
る

こ
と

を
通

し
て

、
そ

れ
で

も
自

分
の

立

て
た

目
標

に
向

か
っ

て
信

念
を

も
っ

て
粘

り
強

く
取

り
組

ん
で

い
こ

う
と

す
る

実
践

意
欲

を
高

め
る

。

（
２

）
提

案
事

項

★
木

村
さ

ん
が

り
ん

ご
作

り
に

挑
戦

し
続

け
た

理
由

を
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

書
き

、
友

達
の

考
え

と
比

較
し

な
が

ら
話

し
合

う
こ

と
で

、
多

面
的

・
多

角
的

に
考

え
た

り
自

分
の

考
え

を
さ

ら
に

明
確

に
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
３

）
展

開

段
階

学
習

活
動

・
指

導
上

の
留

意
点

★
提

案
事

項
評

評
価

（
時

間
）

○
発

問
◎

中
心

発
問

◇
指

示
・

予
想

さ
れ

る
児

童
の

反
応

１
主

題
に

つ
い

て
意

識
を

高
め

る
。

〇
「

へ
こ

た
れ

な
い

」
っ

て
ど

う
い

う
こ

と
で

す
か

。
・

教
材

名
を

板
書

す
る

。

・
あ

き
ら

め
な

い

導
・

強
い

・
負

け
な

い

〇
み

ん
な

が
、

今
頑

張
っ

て
い

る
目

標
は

何
で

す
か

。

入
・

習
い

事

・
お

手
伝

い
・

ア
ン

ケ
ー

ト
を

も
と

に
、

今
よ

り
も

よ
り

よ

５
・

わ
す

れ
も

の
を

な
く

す
い

方
向

へ
と

目
指

し
て

い
く

た
め

に
、

自
分

で
目

標
を

決
め

て
い

る
と

い
う

こ
と

に
気

付

分
２

課
題

意
識

を
も

つ
か

せ
る

。

自
分

で
決

め
た

目
標

に
向

か
っ

て
が

ん
ば

る
た

め

に
大

切
な

こ
と

は
何

だ
ろ

う
。

３
範

読
を

聞
い

て
課

題
に

つ
い

て
話

し
合

う

◇
教

師
の

範
読

を
聞

く
。

・
教

科
書

を
範

読
す

る
。

－20－



（
４

）
板

書
計

画

月

日

名
前

へ
こ
た
れ
な
い

き
せ
き
の
り
ん
ご

め
あ
て

木
村
さ
ん
が
り
ん
ご
づ
く
り
に

ち
ょ
う
戦
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。

続
け
な
い

続
け
る

自分なら

－21－



す
か

。
・

友
達

が
転

ん
だ

時
に

「
大

丈
夫

」
と

言
っ

た
ら

、
友

達
は

、
ち

ょ
っ

と
う

れ
し

そ
う

な
顔

を
し

た
。

・
１

年
生

が
掃

除
場

所
が

分
か

ら
な

く
な

っ
た

時
に

、
教

室
ま

で
連

れ
て

行

っ
た

。
１

年
生

は
、
「

あ
り

が
と

う
」

と
言

っ
て

う
れ

し
そ

う
だ

っ
た

。

・
け

が
を

し
た

時
に

、
近

所
の

人
に

助
け

て
も

ら
っ

た
。

と
て

も
う

れ
し

か

っ
た

。

・
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
が

重
い

荷
物

を
持

っ
て

い
た

の
で

、
友

達
と

一
緒

に
手

伝

っ
た

。
と

て
も

喜
ん

で
い

た
。

・
ス

ー
パ

ー
で

知
ら

な
い

お
ば

あ
ち

ゃ
ん

が
、

カ
ー

ト
に

カ
ゴ

を
置

け
な

か

っ
た

時
に

、
カ

ー
ト

を
押

さ
え

て
あ

げ
た

。
「

あ
り

が
と

う
」

と
言

っ
て

く
れ

た
。

・
道

に
迷

っ
て

い
た

人
に

道
を

教
え

た
ら

「
あ

り
が

と
う

」
と

言
わ

れ
た

。

・
お

年
寄

り
の

人
に

荷
物

を
持

っ
て

あ
げ

た
ら

、
自

分
の

気
持

ち
が

す
っ

き

り
し

た
。

・
親

切
に

し
た

ら
、

自
分

の
気

持
ち

が
あ

っ
た

か
く

な
っ

た
。

②
こ

れ
ま

で
に

、
親

切
に

し
よ

う
と

・
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
が

重
い

荷
物

を
持

っ
て

い
た

け
ど

、
急

い
で

い
た

の
で

助

思
っ

て
も

で
き

な
か

っ
た

こ
と

は
け

て
あ

げ
ら

れ
な

か
っ

た
。

あ
り

ま
す

か
。

・
下

級
生

が
、

教
室

で
泣

い
て

い
た

け
ど

、
自

分
の

教
室

で
は

な
い

の
で

声

を
か

け
ら

れ
な

か
っ

た
。

・
自

分
よ

り
年

上
の

人
だ

っ
た

ら
、

怖
く

て
声

を
か

け
ら

れ
な

か
っ

た
。

・
友

達
の

お
母

さ
ん

が
ハ

ン
カ

チ
を

落
と

し
た

が
、

他
の

人
と

話
を

し
て

い

た
の

で
恥

ず
か

し
く

て
声

を
か

け
ら

れ
な

か
っ

た
。

・
目

が
不

自
由

そ
う

な
人

に
声

を
か

け
ら

れ
な

か
っ

た
。

迷
惑

か
と

思
っ

た

か
ら

。

・
迷

惑
に

な
っ

た
ら

嫌
だ

か
ら

、
で

き
な

い
こ

と
が

あ
っ

た
。

③
あ

な
た

が
考

え
る

親
切

と
は

何
で

・
人

に
優

し
く

す
る

こ
と

。

す
か

。
・

困
っ

て
い

る
人

を
助

け
る

こ
と

。

・
人

に
優

し
く

す
る

た
め

の
行

動
。

・
誰

に
で

も
優

し
く

す
る

こ
と

。

・
困

っ
て

い
る

人
を

自
分

か
ら

助
け

る
こ

と
。

・
人

に
し

て
う

れ
し

い
こ

と
、

自
分

が
さ

れ
て

う
れ

し
い

こ
と

。

・
自

分
が

何
か

を
し

て
あ

げ
る

こ
と

で
、

相
手

が
う

れ
し

い
気

持
ち

に
な

る

こ
と

。

＜
考

察
＞

帰
り

の
会

で
行

っ
て

い
る

「
か

が
や

き
コ

ー
ナ

ー
」

の
中

で
、

毎
日

の
よ

う
に

友
達

に
親

切
に

し
て

も
ら

っ
た

こ
と

を
話

し
て

い
る

様
子

か
ら

、
学

級
の

中
で

は
親

切
な

行
動

を
し

た
り

、
親

切
に

さ
れ

た
こ

と
に

つ
い

て
う

れ
し

さ
や

感

謝
の

気
持

ち
を

表
現

し
た

り
し

て
い

る
。

ア
ン

ケ
ー

ト
か

ら
、

友
達

以
外

で
も

親
切

な
行

動
を

す
る

児
童

が
い

る
一

方

で
、

知
ら

な
い

人
に

は
恥

ず
か

し
さ

や
「

迷
惑

に
思

わ
れ

る
の

で
は

な
い

か
」

と
い

う
気

持
ち

が
あ

り
、

親
切

な
行

動

を
押

さ
え

て
し

ま
う

児
童

も
い

る
こ

と
が

分
か

る
。

ま
た

、
「

親
切

」
の

意
味

に
つ

い
て

は
、

困
っ

て
い

る
人

に
優

し
く

す
る

、
困

っ
て

い
る

人
を

助
け

る
と

い
う

考
え

を
も

っ
て

い
る

児
童

が
多

い
。

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
を

生
か

し
、

本
時

で
は

、
話

合
い

を
通

し
て

「
誰

に
対

し
て

も
」
「

状
況

を
考

え
て

」
親

切
に

す

第
６

学
年

１
組

道
徳

科
学

習
指

導
案

日
時

：
令

和
３

年
１

１
月

１
１

日
（

木
)

５
校

時

対
象

：
６

年
１

組
、

愛
育

学
級

計
２

１
名

授
業

者
：

教
諭

板
谷

真
貴

子

１
主

題
名

「
心

づ
か

い
の

尊
さ

」
B
－

（
７

）
親

切
、

思
い

や
り

２
教

材
名

「
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
の

指
定

席
」

(
学

研
新

・
み

ん
な

の
ど

う
と

く
６

年
P
８

０
～

８
３

)

３
主

題

（
１

）
ね

ら
い

と
す

る
価

値
に

つ
い

て

小
学

校
学

習
指

導
要

領
特

別
の

教
科

道
徳

編
の

内
容

項
目

で
は

、
第

５
学

年
及

び
６

学
年

の
B

－
（

７
）
「

親

切
、
思

い
や

り
」
に

は
、「

誰
に

対
し

て
も

思
い

や
り

の
心

を
も

ち
、
相

手
の

立
場

に
立

っ
て

親
切

に
す

る
こ

と
」

を
指

導
の

観
点

と
し

て
い

る
。

こ
の

「
親

切
、

思
い

や
り

」
は

、
社

会
生

活
の

中
で

よ
り

よ
い

人
関

関
係

を
構

築

す
る

上
で

必
要

な
こ

と
で

あ
る

。

思
い

や
り

と
は

、
相

手
の

気
持

ち
や

立
場

を
自

分
の

こ
と

に
置

き
換

え
て

推
し

量
り

、
相

手
に

対
し

て
よ

か
れ

と
思

う
気

持
ち

を
向

け
る

こ
と

で
あ

る
。

相
手

の
こ

と
を

思
い

や
り

、
相

手
に

と
っ

て
本

当
に

必
要

な
こ

と
を

見

い
だ

せ
る

豊
か

な
心

を
養

っ
て

い
き

た
い

と
考

え
る

。
そ

の
た

め
に

は
、

相
手

の
立

場
に

立
つ

こ
と

を
強

調
す

る

必
要

が
あ

り
、

自
分

自
身

が
相

手
に

対
し

て
ど

の
よ

う
に

接
し

、
心

を
配

る
こ

と
が

相
手

の
た

め
に

な
る

の
か

を

よ
く

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

が
大

切
で

あ
る

と
考

え
、

本
主

題
を

設
定

し
た

。

（
２

）
児

童
の

実
態

６
年

生
の

段
階

の
児

童
は

、
自

他
を

客
観

的
に

捉
え

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
く

る
。

そ
の

た
め

、
相

手
の

置
か

れ
て

い
る

状
況

を
自

分
自

身
に

置
き

換
え

て
想

像
し

、
相

手
の

気
持

ち
や

立
場

を
よ

り
深

く
理

解
で

き

る
よ

う
に

な
る

。
ま

た
、

家
の

周
囲

や
学

校
と

い
っ

た
狭

い
範

囲
だ

け
で

な
く

、
地

域
社

会
に

お
け

る
公

共
の

場

所
や

交
通

機
関

な
ど

の
広

い
範

囲
で

、
困

っ
て

い
る

人
に

出
会

っ
た

と
き

、
自

分
に

で
き

る
こ

と
は

な
い

か
と

考

え
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

時
期

で
あ

る
。

本
学

級
の

児
童

は
、

授
業

中
作

業
が

遅
れ

て
い

る
友

達
に

手
伝

っ
た

り
、

困
っ

て
い

る
友

達
に

声
を

か
け

た
り

助
け

た
り

す
る

姿
が

多
く

見
ら

れ
る

。
し

か
し

、
休

み
時

間
な

ど
他

学
年

と
の

関
わ

り
に

お
い

て
、

思
い

や
り

の

気
持

ち
は

あ
る

も
の

の
、

な
か

な
か

行
動

に
移

せ
な

い
児

童
も

い
る

。
ま

た
、

同
学

年
で

あ
っ

て
も

、
友

人
関

係

の
深

さ
に

よ
っ

て
親

切
な

行
動

に
違

い
が

見
ら

れ
る

こ
と

も
し

ば
し

ば
あ

る
。

そ
こ

で
、

人
間

関
係

の
深

さ
の

違
い

や
意

見
の

相
違

な
ど

を
乗

り
越

え
、

思
い

や
り

の
心

と
そ

れ
が

伴
っ

た
親

切
な

行
為

や
心

づ
か

い
を

、
児

童
が

接
す

る
全

て
の

人
に

広
げ

て
い

こ
う

と
す

る
気

持
ち

を
も

た
せ

た
い

と
考

え

て
い

る
。

そ
の

た
め

に
、

児
童

が
多

様
な

人
々

と
触

れ
合

い
、

助
け

合
っ

て
何

か
を

す
る

よ
う

な
機

会
を

増
や

す

と
と

も
に

、
そ

れ
ら

の
体

験
を

生
か

し
、

思
い

や
り

の
心

を
も

つ
こ

と
の

大
切

さ
に

つ
い

て
深

く
考

え
ら

れ
る

よ

う
工

夫
し

て
指

導
し

て
い

き
た

い
。

【
ね

ら
い

と
す

る
価

値
に

関
わ

る
実

態
調

査
】

(
８

月
２

７
日

実
施

対
象

児
童

２
１

名
)

質
問

事
項

児
童

の
回

答

①
こ

れ
ま

で
に

、
人

に
親

切
に

し
て

・
レ

ジ
で

お
金

を
落

と
し

て
気

付
い

て
い

な
か

っ
た

時
、

拾
っ

て
届

け
て

あ

喜
ん

で
も

ら
っ

た
こ

と
が

あ
り

ま
げ

た
。

相
手

に
喜

ん
で

も
ら

え
て

う
れ

し
か

っ
た

。

－22－



（
３

）
教

材
に

つ
い

て

本
教

材
は

、
け

が
を

し
た

男
の

人
に

席
を

譲
っ

た
こ

と
で

、
仲

良
く

な
っ

た
お

ば
あ

さ
ん

に
席

を
譲

れ
な

か
っ

た
登

場
人

物
（

ゆ
う

子
）

の
姿

を
考

え
る

こ
と

を
通

し
て

、
ね

ら
い

に
迫

る
も

の
で

あ
る

。

ゆ
う

子
は

、
電

車
内

で
、

途
中

で
乗

っ
て

く
る

お
ば

あ
さ

ん
に

席
を

譲
る

約
束

を
し

て
い

た
が

、
前

の
駅

で
足

を
け

が
し

て
い

る
男

性
に

対
し

て
、

迷
い

な
が

ら
も

席
を

譲
る

。
席

が
な

い
こ

と
を

お
ば

あ
さ

ん
に

謝
っ

た
と

こ

ろ
、

お
ば

あ
さ

ん
が

笑
顔

で
大

き
く

う
な

ず
い

た
と

い
う

内
容

で
あ

る
。

男
性

に
席

を
譲

る
ゆ

う
子

の
心

情
や

行
為

に
自

分
を

重
ね

て
考

え
る

こ
と

を
通

し
て

、
相

手
の

立
場

に
立

っ
た

思
い

や
り

の
心

と
親

切
な

行
為

、
心

づ
か

い
の

素
晴

ら
し

さ
や

難
し

さ
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

し
た

い
。

４
校

内
研

究
と

の
関

わ
り

①
自

己
を

見
つ

め
、

多
面

的
・

多
角

的
に

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
「

対
話

」
を

取
り

入
れ

た
学

習
活

動
の

工
夫

自
分

自
身

の
事

と
し

て
と

ら
え

さ
せ

る
た

め
に

、
登

場
人

物
の

気
持

ち
を

自
分

に
置

き
換

え
て

考
え

さ
せ

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
書

く
こ

と
で

、
自

分
の

考
え

を
明

確
に

さ
せ

て
い

る
。

ま
た

、
道

徳
的

価
値

理
解

を
も

と
に

、
多

面
的

・
多

角
的

に
と

ら
え

る
事

が
で

き
る

よ
う

に
、

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

い
様

々
な

考
え

に
触

れ
る

こ
と

に
よ

り
、

自
分

の
考

え
を

さ
ら

に
明

確
に

し
た

り
深

め
た

り
、

広
げ

た
り

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

本
時

に
お

い
て

は
、

登
場

人
物

が
置

か
れ

て
い

る
立

場
を

も
と

に
、

自
分

だ
っ

た
ら

ど
ち

ら
に

席
を

譲
る

か
と

い
う

こ
と

に
つ

い
て

「
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
に

譲
る

」
「

け
が

を
し

た
男

の
人

に
譲

る
」
「

ど
ち

ら
か

悩
ん

で
い

る
」

と
い

う
立

場
か

ら
自

分
の

立
場

を
決

め
、

根
拠

を
も

と
に

話
し

合
わ

せ
る

こ
と

で
、

ゆ
う

子
が

し
た

親
切

の
意

味

に
つ

い
て

多
面

的
・

多
角

的
に

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
き

た
い

。

ま
た

、
終

末
で

の
振

り
返

り
を

す
る

際
、「

今
ま

で
の

自
分

」「
今

日
の

学
習

で
の

学
び

」「
こ

れ
か

ら
の

自
分

」

に
つ

い
て

振
り

返
ら

せ
る

こ
と

で
、

こ
れ

か
ら

の
自

分
の

生
き

方
と

結
び

つ
け

て
考

え
さ

せ
て

い
き

た
い

。

②
道

徳
科

に
お

け
る

児
童

の
成

長
を

見
取

る
評

価
の

工
夫

児
童

の
学

習
状

況
や

道
徳

性
に

関
わ

る
成

長
の

様
子

を
継

続
的

に
見

取
り

、
児

童
自

身
も

自
分

の
考

え
の

変
遷

や
成

長
を

感
じ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

、
学

習
で

使
用

し
た

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

を
道

徳
ノ

ー
ト

に
集

積
し

て
い

る
。

ま
た

、
事

前
ア

ン
ケ

ー
ト

と
終

末
の

振
り

返
り

を
児

童
自

身
が

比
較

す
る

こ
と

で
、

自
己

の
考

え
の

深
ま

り
を

実

感
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

１
時

間
の

授
業

に
お

け
る

児
童

の
学

習
状

況
に

つ
い

て
、

児
童

の
発

言
や

話
合

い
の

様
子

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
へ

の
記

述
だ

け
で

な
く

、
役

割
演

技
や

動
作

化
と

い
っ

た
体

験
的

な
学

習
や

態
度

面
、

ネ
ー

ム
プ

レ
ー

ト
や

心
情

円

盤
な

ど
児

童
の

思
い

を
表

出
さ

せ
る

活
動

を
も

と
に

、
評

価
の

着
眼

点
に

沿
っ

て
記

録
す

る
こ

と
で

、
児

童
の

よ

さ
や

成
長

を
見

取
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

長
い

期
間

を
通

じ
て

記
録

を
蓄

積
し

て
い

く
こ

と
で

､

児
童

の
考

え
方

や
感

じ
方

の
緩

や
か

な
変

化
や

成
長

も
認

め
、

把
握

で
き

る
よ

う
に

継
続

し
て

見
取

っ
て

い
き

た

い
。

５
本

時
の

学
習

（
１

）
ね

ら
い

相
手

の
状

況
を

想
像

し
て

行
動

す
る

こ
と

の
難

し
さ

や
よ

さ
を

自
分

自
身

の
経

験
と

重
ね

な
が

ら
多

様
に

考

え
、
誰

に
対

し
て

も
思

い
や

り
の

心
を

も
ち

、
相

手
の

立
場

に
立

っ
て

親
切

に
し

よ
う

と
す

る
心

情
を

育
て

る
。

（
２

）
提

案
事

項

★
自

分
だ

っ
た

ら
ど

ち
ら

に
席

を
譲

る
か

に
つ

い
て

、
根

拠
を

も
と

に
話

し
合

わ
せ

る
こ

と
で

、
多

面
的

・
多

角
的

に
考

え
た

り
自

分
の

考
え

を
明

確
に

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

る
こ

と
の

大
切

さ
に

気
付

か
せ

て
い

き
た

い
。

【
道

徳
科

の
授

業
に

関
わ

る
実

態
調

査
】

(
７

月
２

１
日

実
施

、
対

象
児

童
２

０
名

＊
１

名
欠

席
)

児
童

回
答

(
人

)

※
(

)
の

数
は

５
月

の
実

態
調

査

４
３

２
１

①
道

徳
の

学
習

が
楽

し
い

。
９

９
１

１

（
７

）
（

７
）

（
４

）
（

３
）

②
道

徳
の

学
習

は
役

に
立

つ
と

思
う

。
１

１
８

１
０

（
１

１
）

（
７

）
（

３
）

（
０

）

③
道

徳
の

授
業

で
、

自
分

の
こ

と
に

つ
い

て
考

え
て

い
る

。
１

２
８

０
０

（
１

３
）

（
７

）
（

３
）

（
０

）

④
道

徳
の

授
業

で
、

自
分

の
考

え
を

友
達

に
聞

い
て

も
ら

う
の

が
好

き
だ

。
９

５
５

０

（
５

）
（

１
１

）
（

４
）

（
１

）

⑤
道

徳
の

授
業

で
、

友
達

の
考

え
を

最
後

ま
で

聞
い

て
い

る
。

１
６

４
０

０

（
１

８
）

（
３

）
（

０
）

（
０

）

⑥
道

徳
の

授
業

で
、

友
達

の
話

を
聞

い
て

『
な

る
ほ

ど
』

と
思

っ
た

り
、

自
分

１
８

２
０

０

の
考

え
が

変
わ

っ
た

り
し

た
こ

と
が

あ
る

。
（

１
４

）
（

５
）

（
１

）
（

１
）

⑦
道

徳
の

授
業

で
、

自
分

の
考

え
を

深
め

た
り

、
学

級
や

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

１
６

４
０

０

っ
た

り
し

て
い

る
。

（
１

４
）

（
７

）
（

０
）

（
０

）

⑧
道

徳
の

授
業

で
学

習
し

た
こ

と
を

、
生

活
の

中
で

思
い

出
し

た
こ

と
が

あ
る

。
１

１
６

３
０

（
７

）
（

５
）

（
６

）
（

３
）

⑨
道

徳
の

授
業

で
学

習
し

た
こ

と
を

、
家

の
人

に
話

し
た

こ
と

が
あ

る
。

３
６

８
３

（
１

）
（

１
）

（
９

）
（

１
０

）

4
…

そ
う

思
う
(

よ
く

あ
る
)
､
3
…

だ
い

た
い

そ
う

思
う
(

あ
る
)
､
2
…

あ
ま

り
そ

う
思

わ
な

い
(

あ
ま

り
な

い
)
､
1
…

そ
う

思
わ

な
い
(

な
い
)

＜
考

察
＞

学
年

当
初

に
比

べ
、

道
徳

科
の

授
業

に
意

欲
的

に
取

り
組

む
児

童
が

増
え

て
き

た
。

登
場

人
物

の
気

持
ち

を
文

脈
に

沿
っ

て
読

み
取

る
の

で
は

な
く

、
「

自
分

だ
っ

た
ら

」
と

自
分

に
置

き
換

え
た

り
生

活
と

結
び

つ
け

て
考

え
た

り
す

る

こ
と

で
、

道
徳

科
の

授
業

に
対

す
る

抵
抗

感
が

少
な

く
な

っ
て

き
た

。
ま

た
、

話
合

い
の

中
で

自
分

の
考

え
を

話
す

こ

と
に

苦
手

意
識

を
も

っ
て

い
る

児
童

も
い

る
。

３
～

４
人

の
グ

ル
ー

プ
の

中
で

、
フ

リ
ー

ト
ー

ク
を

す
る

こ
と

で
友

達

の
考

え
を

聞
い

た
り

友
達

の
考

え
を

受
け

て
話

し
た

り
す

る
機

会
を

、
授

業
の

中
に

位
置

付
け

る
こ

と
に

よ
り

、
気

軽

に
話

し
合

え
る

雰
囲

気
を

大
切

に
し

て
い

き
た

い
。

質
問

事
項
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ら
。

・
話

合
い

の
中

で
考

え
が

変
わ

っ
た

児
童

に

・
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
の

指
定

席
だ

か
ら

。
は

、
そ

の
理

由
を

話
し

て
も

ら
う
.

・
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
は

お
年

寄
り

だ
か

ら
。

（
補

助
発

問
）

・
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
と

仲
良

く
な

っ
た

か
ら

。
・

男
の

人
が

困
っ

て
い

る
の

に
、

知
り

合
い

の

・
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
の

喜
ぶ

顔
が

見
た

い
か

ら
。

お
ば

あ
さ

ん
に

席
を

優
先

す
る

な
ん

て
あ

ん

ま
り

で
は

な
い

か
な

。

・
な

ぜ
、

お
ば

あ
ち

ゃ
ん

と
約

束
す

る
よ

う
に

な
っ

た
の

で
す

か
。

32
け

が
を

し
た

男
の

人

・
立

っ
て

い
る

の
が

辛
そ

う
だ

か
ら

。
（

補
助

発
問

）

・
ま

た
転

ん
で

け
が

を
す

る
方

が
危

険
だ

か
ら

。
・

知
り

合
い

の
お

ば
あ

さ
ん

を
優

先
的

に
考

え

・
今

す
ぐ

譲
っ

た
方

が
よ

い
と

思
う

か
ら

。
る

こ
と

は
い

け
な

い
こ

と
な

の
か

な
あ

。

分
・

近
く

に
困

っ
て

い
る

人
が

い
る

か
ら

、
そ

っ
ち

を
・

お
ば

あ
ち

ゃ
ん

、
が

っ
か

り
し

な
い

か
な

あ
。

優
先

さ
せ

る
か

ら
。

迷
っ

て
い

る

・
男

の
人

に
譲

っ
て

あ
げ

た
い

け
ど

、
お

ば
あ

ち
ゃ

・
ど

ち
ら

を
選

ん
だ

と
し

て
も

、
深

く
考

え
さ

ん
と

仲
良

く
な

っ
た

か
ら

。
せ

る
た

め
に

、
補

助
発

問
で

考
え

を
深

め
さ

・
知

ら
な

い
人

に
声

を
か

け
ら

れ
な

い
。

せ
て

い
く

。

★
自

分
だ

っ
た

ら
ど

ち
ら

に
席

を
譲

る
か

に
つ

い
て

、
根

拠
を

も
と

に
話

し
合

わ
せ

る
こ

と

で
、

多
面

的
・

多
角

的
に

考
え

た
り

自
分

の

考
え

を
明

確
に

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

〇
で

は
、

主
人

公
の

ゆ
う

子
さ

ん
は

最
終

的
に

ど
う

し
・

残
り

の
部

分
を

範
読

す
る

。

た
の

で
し

ょ
う

か
。

◎
ゆ

う
子

さ
ん

が
大

切
に

し
た

か
っ

た
も

の
は

、
何

だ
・

グ
ル

ー
プ

で
考

え
を

交
流

さ
せ

、
全

体
で

数

ろ
う

。
名

発
表

さ
せ

る
。

・
そ

の
状

況
で

助
け

を
必

要
と

し
た

人
を

優
先

す
る

（
補

助
発

問
）

こ
と

。
・

ゆ
う

子
さ

ん
の

心
を

動
か

し
た

こ
と

は
何

か

・
知

り
合

い
だ

け
で

な
く

、
助

け
を

必
要

と
す

る
人

な
。

を
助

け
る

こ
と

。

・
今

そ
の

場
で

困
っ

て
い

る
人

を
優

先
さ

せ
る

こ

と
。

４
道

徳
的

価
値

に
つ

い
て

考
え

る
。

・
事

前
ア

ン
ケ

ー
ト

で
回

答
し

た
「

親
切

」
の

〇
本

当
の

親
切

と
は

何
で

す
か

。
意

味
と

対
比

さ
せ

て
考

え
さ

せ
る

。

・
仲

の
よ

い
人

だ
け

で
な

く
、

誰
に

で
も

そ
の

場
の

（
補

助
発

問
）

状
況

で
判

断
し

て
助

け
る

こ
と

。
・

親
切

に
つ

い
て

、
学

習
す

る
前

と
比

べ
て

、

・
状

況
を

考
え

て
優

し
く

す
る

こ
と

。
新

た
に

気
付

い
た

大
切

な
こ

と
は

ど
ん

な
こ

と
で

す
か

。

（
３

）
展

開

段
階

学
習

活
動

・
指

導
上

の
留

意
点

★
提

案
事

項
評

評
価

（
時

間
）

○
発

問
◎

中
心

発
問

◇
指

示
・

予
想

さ
れ

る
児

童
の

反
応

１
価

値
へ

の
方

向
付

け
を

す
る

。
・

事
前

ア
ン

ケ
ー

ト
を

提
示

し
、

親
切

に
で

き

○
こ

れ
ま

で
、

親
切

に
し

た
り

で
き

な
か

っ
た

り
し

た
た

時
、
で

き
な

か
っ

た
時

の
気

持
ち

に
触

れ
、

こ
と

は
あ

り
ま

す
か

。
本

時
の

価
値

へ
と

方
向

付
け

る
。

・
友

達
が

困
っ

て
い

た
時

に
、

消
し

ゴ
ム

を
貸

し
て

あ
げ

た
。

導
・

知
ら

な
い

人
に

は
あ

ま
り

親
切

に
で

き
な

い
。

〇
あ

な
た

に
と

っ
て

の
親

切
と

は
、

何
で

す
か

。

入
・

困
っ

て
い

る
人

に
優

し
く

し
て

あ
げ

る
こ

と
。

・
自

分
が

何
か

を
し

て
あ

げ
る

こ
と

で
、

相
手

が
う

れ
し

い
気

持
ち

に
な

る
こ

と
。

８
２

「
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
の

指
定

席
」

を
読

ん
で

、
課

題
・

範
読

す
る

前
に

、
挿

絵
を

示
し

な
が

ら
簡

単

意
識

を
も

た
せ

る
。

に
話

の
流

れ
を

伝
え

る
。

〇
ゆ

う
子

さ
ん

の
中

で
問

題
に

な
っ

て
い

た
こ

と
は

、
・

読
み

の
視

点
を

与
え

る
。

分
ど

ん
な

こ
と

で
す

か
。

＊
読

み
の

視
点

：
ゆ

う
子

さ
ん

が
困

っ
て

い

・
お

ば
あ

さ
ん

に
席

を
譲

る
か

、
け

が
を

し
て

い
る

る
こ

と
は

ど
ん

な
こ

と
な

の
か

。

男
の

人
に

席
を

譲
る

か
迷

っ
て

い
る

こ
と

。
・

Ｐ
８

０
～

８
２
L
１

５
ま

で
範

読
す

る
。

・
ど

ち
ら

の
行

動
も

親
切

だ
け

ど
、

ゆ
う

子
は

悩
ん

（
補

助
発

問
）

で
い

る
こ

と
。

・
ど

ん
な

こ
と

で
困

っ
て

い
ま

し
た

か
。

〇
今

日
の

学
習

で
考

え
て

い
く

こ
と

は
ど

ん
な

こ
と

で

す
か

。
・

児
童

の
中

で
の

気
付

き
を

も
と

に
、

課
題

を

親
切

に
す

る
と

は
、

ど
う

い
う

こ
と

だ
ろ

う
か

。
設

定
し

て
い

く
。

３
課

題
に

つ
い

て
話

し
合

う
。

〇
は

じ
め

は
お

ば
あ

さ
ん

に
対

し
て

席
を

譲
ろ

う
か

迷

っ
て

い
た

ゆ
う

子
さ

ん
で

す
が

、
な

ぜ
お

ば
あ

さ
ん

の
た

め
に

席
を

と
ろ

う
と

思
っ

た
の

で
す

か
。

・
お

ば
あ

さ
ん

が
喜

ん
で

く
れ

た
か

ら
。

・
児

童
の

発
言

の
中

か
ら

、「
仲

良
く

な
っ

た
」

・
お

ば
あ

さ
ん

の
笑

顔
が

見
た

い
か

ら
。

と
い

う
言

葉
を

引
き

出
す

よ
う

に
す

る
。

・
お

ば
あ

さ
ん

が
喜

ん
で

く
れ

て
う

れ
し

い
か

ら
。

展
・

お
ば

あ
さ

ん
と

仲
良

く
な

っ
た

か
ら

。

〇
み

な
さ

ん
が

ゆ
う

子
さ

ん
だ

っ
た

ら
、

ど
ち

ら
に

席
・

ゆ
う

子
さ

ん
と

２
人

の
関

係
を

確
認

し
、

板

を
譲

り
ま

す
か

。
ま

た
、

そ
れ

は
な

ぜ
で

す
か

。
書

す
る

。

開
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
・

立
場

を
決

め
て

、
根

拠
を

も
と

に
話

し
合

わ

・
約

束
し

て
い

た
し

、
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
が

が
っ

か
り

せ
る

。
（

グ
ル

ー
プ

→
全

体
）

す
る

と
い

け
な

い
か

ら
。

・
自

分
の

立
場

は
、

紙
コ

ッ
プ

の
色

で
表

現
さ

・
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
は

、
重

い
荷

物
を

持
っ

て
い

る
か

せ
る

。
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５
道

徳
的

価
値

を
も

と
に

、
自

己
を

振
り

返
る

。
・

振
り

返
り

を
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

◇
今

日
の

学
習

で
学

ん
だ

こ
と

を
も

と
に

、
自

分
自

身
る

。

に
つ

い
て

振
り

返
り

ま
し

ょ
う

。
（

補
助

発
問

）

終
・

わ
た

し
は

今
ま

で
、

友
達

が
困

っ
て

い
た

ら
親

切
・

み
な

さ
ん

も
ゆ

う
子

さ
ん

の
よ

う
な

親
切

を

に
し

た
こ

と
は

あ
り

ま
し

た
が

、
今

日
の

学
習

で
し

た
こ

と
は

あ
り

ま
す

か
。

末
知

ら
な

い
人

で
も

そ
の

場
の

状
況

で
判

断
し

助
け

る
こ

と
が

大
切

だ
と

分
か

り
ま

し
た

。
こ

れ
か

ら
・
「

今
ま

で
の

自
分

」
「

今
日

の
学

習
で

の
学

５
は

、
困

っ
て

い
る

人
を

見
つ

け
た

ら
進

ん
で

声
を

び
」
「

こ
れ

か
ら

の
自

分
」

に
つ

い
て

振
り

か
け

て
い

き
た

い
で

す
。

返
ら

せ
る

こ
と

で
、

こ
れ

か
ら

の
自

分
の

生

分
・

今
日

の
学

習
で

少
し

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

し
た

親
切

が
き

方
と

結
び

つ
け

て
考

え
さ

せ
る

。

あ
る

こ
と

が
分

か
り

ま
し

た
。

こ
れ

か
ら

は
、

友

達
に

関
わ

ら
ず

誰
に

で
も

親
切

に
で

き
る

人
に

な
評

相
手

の
立

場
に

立
っ

て
行

動
す

る
よ

さ
に

り
た

い
で

す
。

つ
い

て
自

分
の

こ
れ

ま
で

の
経

験
を

思
い

出

し
な

が
ら

考
え

て
い

る
。（

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

）

（
４

）
板

書
計

画

あ
な

た
が

ゆ
う

子
の

立
場

だ
っ

た
ら

本
挿

絵
１

当 の
男

の
人

迷
っ

て
い

る
お

ば
あ

ち
ゃ

ん

親 切

転
ん

で
さ

ら
に

け
が

を
す

る
・

約
束

・
が

っ
か

り

今
す

ぐ
ゆ

ず
っ

た
方

が
い

い
・

お
年

寄
り

・
仲

良
し

挿
絵

２

声
を

か
け

ら
れ

な
い

＊
迷

惑
か

も

挿
絵

３

お ば あ ち ゃ ん の 指 定 席

親 切 と は

○め 親 切 に す る と は 、 ど う い う こ と だ ろ う か 。

問 題席 を と る

知
ら

な
い

知
っ

て
い

る

困
っ

て
い

る

つ
ら

そ
う

約
束

を
し

て

い
る

目
の

前
で

困
っ

て
い

る

困
っ

て
い

な
い

け

ど
仲

良
く

な
っ

た

→ →

大 切 に し た か っ た も の ・ 目 の 前 で 困 っ て い る

・ 知 り 合 い で は な く

・ 状 況 を 考 え て

↓

○めあ
な
た
が
ゆ
う
子
だ
っ
た
ら

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

男
の
人
に

席
を
ゆ
ず
る
。

ど
ち
ら
か
迷
っ
て
い
る

ふ
り
返
り
◎
〇
△

①
自
分
の
考
え
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
。・
・
・
・
・
・
・（

）

②
相
手
の
考
え
を
し
っ
か
り
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
。・
・
・
・（

）

③
こ
れ
か
ら
の
自
分
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
。・
・（

）

六
年

組

番

名
前

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
指
定
席

18
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道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業 

完 了 報 告 書 

（五所川原市立五所川原第一中学校） 

 

１ 道徳教育に関する改善状況の概要 

     本校では、道徳の教科化、新学習指導要領の全面実施に向けて、道徳の時間の「量的確保」と「質

的転換」を図るために、道徳科の授業の在り方や評価の仕方について校内研修を行ってきた。 

今年度は、道徳教育の抜本的改善・充実を図るために、生徒の実態と教育目標の「夢を持ち、共

に学ぶ心豊かな生徒」を受けて、校内研究において「豊かな心を持ち、人とのかかわりを大切にす

る生徒の育成～一人一人が自分自身の問題として捉え、多様な考えを認め合う道徳教育の実践を通

して～」を研究主題に掲げ、道徳教育の重点目標である「思いやり・感謝」と「遵法精神・公徳心」

を身に付けた生徒の育成を目指すに当たり、次の３点を改善項目として挙げた。 

（１）「考え、議論する道徳」の実践を通し、生徒が多面的・多角的に考えることができる指導方 

法の工夫 

（２）各教科、学校行事を踏まえたカリキュラム・マネジメントと道徳教育の全体計画及び年間指 

  導計画の改善と活用 

（３）生徒の変容や記録を活用した評価の工夫 

 

そして、以下のことを目標とし、方法について検討した。 

研究目標  道徳科において豊かな心を育てるためには問題解決的な手法で生徒の多様な考えを

引き出すことが有効であることを、実践を通して明らかにする。 

研究方法 ・生徒に対して実態調査を行い、考えを深める場面と多様な考え方を認め合う表現活

動の場面を設定することで生徒の変容を見取る。 

・生徒自身が身近な問題として捉えることができる問題解決的な道徳の授業を実践す

るために内容・発問の工夫をする。 

・道徳教育及び道徳の授業と各教科及び学校行事等を関連させ、深い学びに結び付け

る。 

 

   その結果、次のような改善が見られた。 

（１）「新学習指導要領」完全実施に伴い、道徳の年間指導計画に則った授業時数の確保のために、

職員室に「道徳実施状況」を掲示し、学級担任以外も道徳の授業を実践することによって、学

年全体で道徳科の授業づくりをする体制ができるようになった。また、「『考え、議論する道

徳』とは」「問題解決的な手法で生徒の多様な考えを引き出す道徳科の授業づくりとは」など、

研修会及び授業研究協議会で講師の先生方から指導・助言をいただいたことで、道徳教育にお

ける校内の共通理解が深まり、道徳科の授業づくりを見直すことや教員全員が道徳教育を推進

することができた。 

（２）本校生徒は、行事ではよりよい集団を作り上げようとする積極的な姿勢が見られるものの、

毎日の授業に対しては受け身で、自分や自分に親しい人の「今が楽しければいい」という考え

をもつ生徒も見受けられる。また、友人に対して配慮のない言動によるトラブルも多く、適切

な人間関係を構築することができず、不登校になってしまうケースも見受けられる。さらに、

深く物事を考えないままにきまりを破ってしまうということが課題であったが、「相手の気持
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ちを考えて生活する」ことや「困っている人がいるとき、進んで助けている」ことなど、相手

の立場を尊重して助け合う、他者への思いやりをもって生活するという意識の高まりが見られ

るようになってきた。 

 

２ 実施した研究内容 

（１）研究体制づくり 

全教員を問題解決的な授業方法の研究を中心に行う「授業研究チーム」とアンケートの集計及

び分析、資料作りを行う「資料分析チーム」の２つに分けた。各学年の道徳リーダーは年間指導

計画の作成・見直しを行い、学級担任以外の授業実践の計画を立案するなどして、学年全体で足

並みをそろえて授業を行うようにした。 

 

 

（２）全体計画・年間計画・別葉の作成・見直し 

   教科化２年目に当たり、昨年度の反省を踏まえ、全体計画と各

学年の指導内容の配置の見直し、別葉の作成と見直しを行い、職

員室内に掲示し、常に目に触れるようにした。 

また、学級担任以外も道徳の授業を実践するため、年間指導計

画に則った「道徳実施状況」を掲示し、学年全体で進捗状況を確

認した。 

（３）研究の共通理解を図るための校内研修 

① 五所川原市教育委員会 学校教育課指導係 指導主事 西口虎男氏による講話 

「問題解決的な授業のあり方」と「考え、議論する表現活動の実践例」についてお話しいただ

き、道徳的な問題を生徒が主体的に考え議論する授業づくりのための「考え、議論する」や「問

題解決的な学習」等の用語の共通理解を図った。また、発問の工夫の仕方、生徒の反応への切り

返しの発問や補助発問の準備の必要性、書く活動における、ワークシートや道徳ノートの使い方

や生徒の意見を取り入れた板書の工夫についての理解を深めることができた。 

② 弘前大学教育学部長 福島裕敏氏による講話 

（帯同：弘前大学教育学部附属中学校 佐々木篤史氏） 

「道徳を教えるとは」、「道徳的諸価値を理解するとは」、「『考えて・議論する』道徳の必

要性」についてお話しいただいた。道徳は、学校生活の中で子供たちが普段思っていることを伝

えたり、話し合ったりして、また、自分が周りの人とどう関わって生きていくかを考える大切な

時間である。人と人との間でどう生きていくか、自分はどうあるべきか、よりよく生きるための 

３学年
道徳リーダー

授業研究
チーム

資料分析
チーム

道徳研究組織図

研修主任

道徳推進教師

教務

１学年
道徳リーダー

授業研究
チーム

資料分析
チーム

校⻑ 教頭 ２学年
道徳リーダー

授業研究
チーム

資料分析
チーム

《道徳実施状況》 
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道徳的な価値について生徒たちに考えて理解してもらうことが

第一目標で、言葉だけではなく、自分の心の中を振り返り、思考、

大事にしている価値と結び付けて内省することや考えたことを

共有する時間としても大切であることを確認した。何となく分

かっているようであっても、まだよく理解できていない道徳的

価値について、授業でその価値の大切さに触れ、新たな道徳的概

念を理解できるようになることが望ましいと言える。自分の考

えを深めるためには、人に伝えることが大切であり、人に伝える 

ためにはよく考えなければならない。そのために問いを生徒たちに投げかけて、周囲と話し合わ

せることによって、様々な意見を共有したり、考えたりするような「考えて・議論する」場面の

積み重ねが重要であることなど、多くの示唆をいただいた。 

また、佐々木篤史先生の「二通の手紙」による模擬授業では、導入で「きまりを守るとは？」

と道徳的課題を提示し、主人公の行動を「悪い、どちらかといえば悪い、悪くない、むしろいい」

の４段階で判定し、その理由を交流させることによって心を揺さぶることや「きまりがよくな

い」という意見を取り上げて、「どんなきまりになったらいいのか？」「どんな思いをのせたき

まりがいいのか？」と新しいきまりを創り上げることを考えさせるなど、授業での工夫すべきこ

とを伺った。 

  ③ 青森県総合学校教育センター 義務教育課 指導主事 松尾和明氏による講話 

「考え、議論する」道徳の授業づくりでは、思考ツールを使って考えたり、互いの考えを共有 

したりすることが有効であるが、思考ツール使って書くこと自体が目的ではなく、授業を通して

自分の考えがどのように変容したのかを確認するために用いることが大切であることを学んだ。

授業では、主発問を中心に展開すると授業を組み立てやすくなり、補助発問においては、生徒の

言葉を取り上げて「揺さぶり」、「解釈」し、「再構成」することが効果的であること、また、

「問い返し」発問や「切り返し」発問もあらかじめ想定しながら授業を進めることによって、生

徒たちの思考を深めたり、広げたりすることができることを学んだ。さらに、ＩＣＴ機器を活用

することで、発言しにくかった生徒も意見を発信しやすくなり、特別支援学級の生徒も理解しや

すくなるので効果的であることも確認できた。「ねらい」と「評価」の違いを明確にするために

は、内容項目が「ねらい」となってはいけない。生徒たちの現状を踏まえて、どのような変容を

期待して授業の展開を考えるなど、授業の「質的改善」についての理解を深めることができた。 

（４）小中連携の取組 

本校では、これまで学区内の小学校と道徳科の授業づくりでの小中連携を行ってこなかった。 

今年度は、学区内の五所川原市立南小学校の高学年の児童と共通の道徳性調査と道徳科アンケ

ートを実施した。また、相互に研究授業を参観し、授業づくりにおける交流を行ってきた。 

（５） 研究授業及び研究協議会の実施 

本校では、授業改善に当たり、「生徒自身が身近な問題として捉え、多様な考えを引き出せる発

問であったか」「互いの考えを認め合う表現活動の場面と、考えを深める場面が設定され、効果的

に行われたか」を授業づくりの中心にして、３回検証授業を行った。 

① 学年主任による研究授業（６月） 

１学年「自分との付き合い方を考えよう」（Ａ－（３)向上心、個性の伸長）を主題とし、教

材「自分の性格が大嫌い！」（東京書籍）、２学年「誠意をもって」（Ａ－(1)自主、自律、自

由と責任）を主題とし、教材「金語楼さんのこと」（東京書籍）、３学年「より高い目標を目指

して」（Ａ」－(４)希望と勇気、克己と強い意志）を主題とし、教材「高く遠い夢」（東京書籍）

を用いて実施した。 

《校内研修の様子》 
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１学年          ２学年           ３学年 

研究協議会において、 

・ねらいに迫るための中心発問の表現のあり方（資料分析的なものから、共感的なもの、投影

的なもの、発展的な発問などのバリエーション）についてさらに工夫しなければならないこ

と。 

・意見の共有を図るために思考の深め方や議論の方法によってツール等は変え、考えを認め合

う実感を持たせられる場面を設定すること。 

・生徒個々が主体的に考えるための手立てとして、意図的に指名したり対話場面を設定したり

すること。 

以上が本校の課題であることが確認できた。 

② 学級担任による検証授業（７月） 

１学年「安全な生活のために」（Ａ－（２)節度、節制）を主題とし、教材「山に来る資格が

ない」（東京書籍）、２学年「いのちを考える」（Ｄ－(1９)生命の尊さ）を主題とし、教材「奇

跡の一週間」（東京書籍）、３学年「将来の自分を見つめて」（Ｃ－(１３)勤労）を主題とし、

教材「好きな仕事か安定かなやんでいる」（東京書籍）を用いて実施した。 

研究協議会では、 

・１学年では、役割演技後にどんな気持ちかを確認することが大事であること。 

・２学年では心情円での意思表示は、互いの意見を深化させ、指名する教師にも有効である

が、書かせる場面に加えて対話や話合いの時間設定が必要であること。 

・３学年では発問にバリエーションや提案性もあって生徒たちが多面的・多角的に考えるこ

と、効果的な資料提示やモニターでのデータ表示、自分事として考える発問、多角的な視点

で価値を考えられるなどの工夫が見られたこと 

などの指導・助言をいただいた。 

課題として、発問については、中心発問から構造的に授業を組み立てていくこと、意見の共有

を図るための方法については、思考ツール等の手立てを用いて考えの可視化を図ること、個々が

主体的に考えるための手立てとして、ファシリテーターとしての発言への切り返しや、意図的指

名など、考えを深めさせるための仕掛けと考えを伝える表現活動の時間を確保することが挙げ

られた。 

③ 道徳教育研究協議会における公開授業（１０月２８日実施） 

１０月２８日小・中学校道徳教育研究協議会を開催した。本協議会では、参加した西北管内の

中学校教員に対し、本校の道徳教育の取組を説明するとともに、新型コロナウィルス感染防止対

策のため、参加者が本校生徒と接することがないよう、授業はあらかじめ撮影しておいた動画を

視聴していただき、授業の検証を行った。 

１学年「その人が本当に望んでいること」（Ｂ－（９)相互理解、寛容）を主題とし、教材「そ

の人が本当に望んでいること」（東京書籍）、２学年「よりよい社会のために」（Ｃ－(1０)遵

法精神、公徳心）を主題とし、教材「宝塚方面行き－西宮北口駅」（東京書籍）、３学年「規則

の意義とは」（Ｃ－(1０)遵法精神、公徳心）を主題とし、教材「二通の手紙」（東京書籍）を

用いて実施した。 

   

 

 

 

 

 

《公開授業の様子》 
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各学年の研究協議会において、次のような意見や指導・助言をいただいた。 

○１学年 

・導入の３つのシチュエーションと役割演技は身近な問題として捉えることができた。 

・タブレットを使った心情円など、ＩＣＴ機器を活用した授業でとても参考になった。 

・心の数値が視覚化されていたし、役割演技をさせると生徒は動くので活発化したように思う

が、深い学びなど目標達成に近づくためには、話し合う場面も必要だと感じた。 

役割演技で大事なことは、特定の場面状況における役割を与えて登場人物になりきり、即興的

に演じることで、その子なりの価値観が表れてくることにある。役割演技をしてみて気付いたこ

とをグループの中で話合いをすること、その役割演技を見ていた人がどう見えたか、観衆者がど

う見たかの感想を伝え合うことである。その感想をシェアする場面がなかったことは課題であ

るとの指導・助言をいただいた。 

○２学年 

・登場人物だけでなく、周りの人というさまざまな視点で考え

させていた。 

・投影的、批判的な発問を取り入れるともっと多面的・多角的

な考えを引き出せたのではないか。 

・ワークシートを活用し、意図的に指名して発表させていた。 

発問を引き締めるための補助発問が準備されていたところが

よかった。公共の場でマナーを守ることは分かっているのに守れないのはなぜか。自分の弱い心

にも共感させて、公徳心を守っていくには何が大切か考えさせることで、考えを深めさせること

ができたのではないか。そのために、次の発問につながる、問題意識をもって学習に入るための

導入を工夫、ＩＣＴを活用して、生徒の発言を引き出し、見極め、生徒同士の対話の時間確保、

多様な意見の中にある共通部分に普遍的価値があること、そこにたどり着くための発問の構成

の重要性などについての指導・助言をいただいた。 

○３学年 

・観点を二つに分けて考えさせたところが効果的であった。 

・妥当な処分について考える活動は体験的でよかったが、生徒たちにとっては難しかったので

はないか。 

・登場人物の心情に迫る発問も用意されていれば、違うアプローチができたのではないか。 

生徒の意見に対して、理由や気持ちなどを教師が聞き返したり、対話することで自分の考えを

整理したり深めたりすることができるので、ペアやグループで話し合わせるとき意見を出しや

すくする雰囲気作りも大切であることなど、今後の研究の方向性について指導・助言をいただい

た。 

 

３ 実施経過とその体制 

月 取  組 の  内  容 備 考 

  ６月 ・全体計画及び年間指導計画の見直し 

・校内研修（講師招聘） 

・研究授業①（指導略案検討・協議会含む） 

・生徒アンケートの実施・分析① 

・検証授業①のための指導案検討会の実施 

 

・指導主事要請 

・学年主任３名による

授業 

  ７月 

 

・県道徳教育推進協議会①（7/6） 

 研究計画の説明 

・道徳教育推進教師 

 

《研究協議会の様子》
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７月 ・校内研修（講師招聘による理論研修）の実施（7/7） 

 （講話：弘前大学教育学部長 福島裕敏氏） 

・検証授業①の実施 

１年３組「山に登る資格がない」 

２年１組「奇跡の一週間」 

３年２組「好きな仕事か安定かなやんでいる」 

（指導助言：西北教育事務所・五所川原市教育委員会） 

・道徳性検査の実施① 

・講師招聘 

 

・学級担任３名による

授業 

・指導主事要請 

 

  ８月 ・小・中学校道徳研究協議会への参加（8/3） 

・校内研修（講師招聘）の実施（８/２４) 

（講話：県総合学校教育センター 松尾和明指導主事） 

 

・リモートによる研修

  ９月 ・公開授業指導案検討会の実施  

・校内研修（公開授業に関して 9/15） 

 

１０月 ・中学校道徳教育研究協議会公開授業動画撮影（10/25) 

１年２組「その人が本当に望んでいること」 

２年３組「宝塚方面行き－西宮北口駅」 

３年１組「二通の手紙」 

・中学校道徳教育研究協議会  

公開授業（動画）及び研究協議会（10/28） 

（指導助言：弘前大学教育学部長 福島裕敏氏） 

（指導助言：西北教育事務所・五所川原市教育委員会） 

・道徳研究協議アンケートの集計・分析 

・学級担任３名による

授業 

・助言者３名参加 

 

・講師招聘 

・指導主事要請 

１１月 ・校内研修（取組状況の中間報告と確認） 

・生徒アンケートの実施・分析② 

 

１２月 ・学校評価（保護者アンケート）の実施 

・道徳性検査の実施② 

 

 １月 ・県道徳教育推進協議会②（1/18） 

結果報告 

・道徳教育パワーアップ協議会（1/28） 

実践事例発表 

・道徳教育推進教師 

  ２月 ・研究の報告 

・研究紀要の作成 
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４ 取組の成果と課題 

（１）調査から見られる成果と課題 

① 道徳の重点目標に関する項目についての道徳性検査にみる生徒の傾向 

【検査名】教研式 道徳性アセスメント ＨＵＭＡＮ（図書文化社） 

各学年ともに、１０月２８日小・中学校道徳教育研究協議会に授業公開した１学級を抽出し

検査を行った。 

１学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ３学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視

点 

内容 

項目 

回

答 
児童・生徒の行動や道徳的価値観の傾向 

回答の割合（％） 

全国 ７月 11 月

視

点 

Ｂ 

思
い
や
り
・
感
謝 

Ⅰ 
思いやりの心をもち、多くの人の善意によって現在の生活があるこ

とに感謝し、それにこたえている。 
５６ ５２ ５２

Ⅱ 相手の立場を十分には考えられないが、親切にすることが多い。 ３２ ４１ ４５

Ⅲ 思いやりの心が不十分である。 ８ ３ ２

Ⅳ 思いやりの心が不十分で、相手の立場を考えず、親切さに欠ける。 ４ ３ ２

視

点 

内容 

項目 

回 

答 
児童・生徒の行動や道徳的価値観の傾向 

回答の割合（％） 

全国 ７月 11 月

視

点 

Ｂ 

思
い
や
り
・
感
謝

Ⅰ 思いやりの心をもち、多くの人の善意によって現在の生活があるこ

とに感謝し、それにこたえている。 
５１ ５９ ５５

Ⅱ 相手の立場を十分には考えられないが、親切にすることが多い。 ３６ ３８ ３８

Ⅲ 思いやりの心が不十分である。 ９ ３ ３

Ⅳ 思いやりの心が不十分で、相手の立場を考えず、親切さに欠ける。 ４ ０ ５

視

点 

内容 

項目 

回 

答 
児童・生徒の行動や道徳的価値観の傾向 

回答の割合（％） 

全国 ７月 11 月

視

点 

Ｂ 

思
い
や
り
・
感
謝

Ⅰ 
思いやりの心をもち、多くの人の善意によって現在の生活があるこ

とに感謝し、それにこたえている。 
５１ ５１ ３６

Ⅱ 相手の立場を十分には考えられないが、親切にすることが多い。 ３７ ３７ ４６

Ⅲ 思いやりの心が不十分である。  ９  ８ １４

Ⅳ 思いやりの心が不十分で、相手の立場を考えず、親切さに欠ける。  ３  ４  ４
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    １学年 

 

 

 

 

 

 

 

    ２学年 

 

 

 

 

 

 

 

    ３学年 

 

 

 

 

 

 

  

〔概況〕 

「思いやり・感謝」について、７月と１１月の回答の割合を比較すると、１・２学年では全

国平均とほぼ同じであるが、３学年はⅠの割合が減り、ⅡとⅢの割合が増えている。 

「遵法精神・公徳心」について、７月と１１月の回答の割合を比較すると、いずれの学年も

Ⅰの割合が減っており、１・２学年はⅡとⅢ、３学年はⅢ・Ⅳの割合が増えており、全国平均

よりも望ましくない傾向が強まるという結果になった。 

このことから、「思いやり・感謝」と「遵法精神・公徳心」を身に付けた生徒の育成は十分

とはいえないという結果となった。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視

点 

内容 

項目 

回 

答 
児童・生徒の行動や道徳的価値観の傾向 

回答の割合（％） 

全国 ７月 11 月

視

点 

Ｃ 

遵
法
精
神
・
公
徳
心 

Ⅰ きまりや規則の意義を十分理解し、進んでこれを守る。 ３９ ４７ ３０

Ⅱ きまりや規則の意義を理解し、守ることが多い。 ３９ ２８ ３８

Ⅲ きまりや規則を守っているが、その意義までは理解できていない。 １６ １４ ２１

Ⅳ きまりや規則を守る気持ちにかけ、規則を破ることが多い。  ６ １２ １１

視

点 

内容 

項目 

回 

答 
児童・生徒の行動や道徳的価値観の傾向 

回答の割合（％） 

全国 ７月 11 月

視

点 

Ｃ 

遵
法
精
神
・
公
徳
心

Ⅰ きまりや規則の意義を十分理解し、進んでこれを守る。 ３４ ４１ ２３

Ⅱ きまりや規則の意義を理解し、守ることが多い。 ３４ ２３ ３６

Ⅲ きまりや規則を守っているが、その意義までは理解できていない。 ２２ ２３ ３６

Ⅳ きまりや規則を守る気持ちにかけ、規則を破ることが多い。 １０ １１  ５

視

点 

内容 

項目 

回 

答 
児童・生徒の行動や道徳的価値観の傾向 

回答の割合（％） 

全国 ７月 11 月

視

点 

Ｃ 

遵
法
精
神
・
公
徳
心

Ⅰ きまりや規則の意義を十分理解し、進んでこれを守る。 ３１ ２１ １７

Ⅱ きまりや規則の意義を理解し、守ることが多い。 ３５ ３６ ２８

Ⅲ きまりや規則を守っているが、その意義までは理解できていない。 ２５ ３７ ４２

Ⅳ きまりや規則を守る気持ちにかけ、規則を破ることが多い。  ９  ７ １４
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② 道徳の授業に対する生徒の傾向（１１月実施） 

【検査名】教研式 道徳性アセスメント ＢＥＩＮＧ（図書文化社） 

各学年１学級抽出（① ＨＵＭＡＮと同一学級） 

項目 学年 ％ よくある ときどきある あまりない 

素
直
に
発
言
し
て
い
る 

１年 

全国 ３５ ４１ ２４ 

本校 
７月 ４１ ４５ １４ 

11 月 ３９ ５０ １１ 

２年 

全国 ３４ ４２ ２４ 

本校 
７月 ５０ ３８ １３ 

11 月 ３８ ４７ １６ 

３年 

全国 ３８ ４０ ２２ 

本校 
７月 ３７ ３７ ２６ 

11 月 ４７ ４２ １１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   〔概況〕 

     いずれの項目も、「よくある・ときどきある」の割合を合わせると７月、１１月ともに全て

の学年で全国平均を上回っており、道徳の時間では、自分の素直な考えを述べたり、自分のこ

とを振り返って考えたりすることができていると思われる。しかし、「よくある」と答えた生

徒の割合だけを比較すると、１１月に大きく下回っており、道徳の授業において、素直に発言

できなくなったり、自分のことを振り返り深く考えようとしなくなるなど、本校の課題が見て

取れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 学年 ％ よくある ときどきある あまりない 

自
分
の
こ
と
を
振
り
返
り 

深
く
考
え
る 

１年 

全国 ３８ ４４ １８ 

本校 
７月 ５９ ３８ ３ 

11 月 ３６ ５０ １４ 

２年 

全国 ３５ ４２ ２２ 

本校 
７月 ６６ １６ １９ 

11 月 ５０ ３８ １３ 

３年 

全国 ３６ ４３ ２１ 

本校 
７月 ５５ ３２ １３ 

11 月 ４７ ４２ １１ 
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③ 道徳意識調査と道徳性アンケートに見る全校生徒の傾向（６月と１１月の比較） 

ア 【調査名】道徳意識調査（本校独自） 

※ Ａ そう思う Ｂ だいたいそう思う Ｃ あまりそう思わない Ｄ そう思わない 

※「小数第２位四捨五入のため 100％にならない」 

○「思いやり・感謝」に関連する項目 

          相手の気持ちを考えて生活している     困っている人がいるとき、進んで助ける 

                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

○「遵法精神・公徳心」に関連する項目 

学校の決まりを守っている    

 

 

 

 

 

 

 

イ 【調査名】道徳性アンケート（本校独自） 

※ Ａ そう思う Ｂ だいたいそう思う Ｃ あまりそう思わない Ｄ そう思わない 

※「小数第２位四捨五入のため 100％にならない」 

道徳の授業が好きだ    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳の授業で、友達の話を聞いて「なるほど」
と思ったり、自分の考えが変わったりしたこ

とがある 

〔概況〕 

少数であるが、Ａの値が増えており、

他者への「思いやり・感謝」「遵法精

神・公徳心」の意識の高まりが見られ

る。 

〔概況〕 

道徳の授業については、１１月のＡとＢの値を合わせると「好きだ」と感じている生徒が

８割を超え、６月よりも７％増えている。また、「道徳の授業で、友達の話を聞いて『なる

ほど』と思ったり、自分の考えが変わったりしたことがある」生徒については、ＡとＢの値

を合わせると、６月１１月とも約９割であり、発問が多様な考えを引き出し、意見交流によ

り深い学びにつながっているものと思われる。 

50.3%

47.2%

43.8%

46.2%

5.5%

5.7%
0.2%

1.0%

0% 50% 100%

11月

6月

Ａ そう思う Ｂ だいたいそう思う

C あまりそう思わない D そう思わない

40.9%

37.2%

44.8%

47.8%

12.5%

13.6% 1.8%

1.4%

0% 50% 100%

11月

6月

51.1%

50.8%

43.4%

44.5%

4.9%

3.6%

0.6%

1.0%

0% 50% 100%

11月

6月

25%

24%

57%

51%

14%

21%

3%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11月

6月

Ａ そう思う Ｂ だいたいそう思う

Ｃ あまりそう思わない Ｄ そう思わない

58%

54%

33%

35%

8%

9%

1%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11月

6月
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（２）授業研究を通しての成果と課題 

道徳教育の抜本的改善・充実を図るために、校内研究において「豊かな心を持ち、人とのかか

わりを大切にする生徒の育成～一人一人が自分自身の問題として捉え、多様な考えを認め合う道

徳教育の実践を通して～」を研究主題に掲げ、研究目標を「道徳科において豊かな心を育てるた

めには問題解決的な手法で生徒の多様な考えを引き出すことが有効であることを、実践を通して

明らかにする」として授業研究を行ってきた。 

その成果として挙げられるのは、問題解決的な道徳の授業において、道徳的価値に迫るための

発問の大切さを全教員が理解できたということである。本校では発問について研究・整理し、実

践してきた。発問する目的は、教材から道徳的価値について深く考えられるようにしたり、道徳

的価値が人として生きる上で大切だということを意味付けしたりすることであり、複数の道徳的

価値のどの価値を優先するのか、生徒にとって考える必然性のある発問とは何か、多様な考えを

引き出すにはどのような補助発問を準備すればよいかなど、発問を吟味した授業づくりを推進す

ることができた。 

また、互いの考えを伝え、聞き合う場面を設定し、対話を重視し、自分の考えを深める「考え

議論する道徳」を意識した授業づくりを実践できたという成果があった。例えば、教材の提示の

仕方や書く活動、動作化や役割演技など表現活動の工夫、思考ツールやＩＣＴを活用するなど、

授業展開で新しい試みを取り入れていこうとする意欲が高まった。 

しかし、これら教師の取組が生徒の望ましい姿へと変容させるまでには至っていないことから、

道徳性を高めるための各教科及び学校行事等を踏まえたカリキュラム・マネジメントの運用が十

分でないことが課題であると考える。この課題を克服するために、次年度も授業研究を継続し、

道徳の授業と各教科及び学校行事等を関連させ、全教育活動を通じて深い学びに結び付けるきめ

細かな道徳教育の実践に努めていきたい。 

 

（３）取組の振り返り 

道徳の授業、道徳教育を担うのは全教員であるという認識のもとに、体制づくりと各種計画の

作成・見直しから取組をスタートした。 

教員が抱えている道徳科の授業づくりの悩みを解消する取組を進める上で、「考え、議論する

道徳」の授業づくりには発問が重要であることが挙げられた。そこで、研修会と授業実践の積み

重ねを経て、身近で多様な考えを導き出すため発問のバリエーションを増やし、ねらいに迫るた

めの切り返しや補助発問の在り方について多くを学ぶことができた。また、学級担任以外の授業

実践や学年教員の授業のローテーションなどの体制作りが定着し、教師の道徳教育への意識は高

まったといえる。 

しかし、各種検査やアンケートから見られるように、生徒の結果は思わしくなく、新型コロナ

ウイルス感染症の影響もあったため、生徒が議論するための表現活動や授業公開などにも制約が

あった。 

本事業への取組により、本校の道徳教育はようやくスタート地点に立ったと感じている。これ

からも引き続き研修と授業実践を積み重ねて道徳教育の改善・充実を継続していきたい。 

－39－



力
」
「
振
り
返
る
力
」
「
前
向
き
に
と
ら
え
る
力
」
の
う
ち
、
「
前
向
き
に
と
ら
え
る
力
」
が
、
全
国
平
均
よ
り
も

や
や
低
い
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
相
手
と
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
や
、
よ
り
よ
く
な
る
た
め
に
い

か
に
生
き
る
か
を
考
え
、
自
分
を
見
つ
め
直
す
な
ど
の
自
己
理
解
を
促
せ
る
と
よ
い
」
と
の
結
果
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
道
徳
の
授
業
に
ど
の
程
度
生
徒
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
項

目
で
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
た
が
、
「
役
割
演
技
な
ど
を
通
し
て
気
持
ち
を
考
え
る
」
生
徒
は
６
９
％
（
全
国

平
均
７
０
％
）
と
全
国
平
均
を
や
や
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
学
級
の
風
土
に
つ
い
て
、
全
国
平
均

に
比
べ
「
協
力
的
な
側
面
」
が
低
い
状
態
で
あ
る
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
 

次
に
、
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
内
容
項
目
に
お
い
て
全
国
平
均
並
み
、
も
し
く
は

上
回
っ
て
い
る
が
、
「
Ｂ
〔
相
互
理
解
、
寛
容
〕
」
の
項
目
が
全
国
平
均
を
下
回
る
結
果
に
な
っ
た
。
 

本
学
級
の
生
徒
は
、
こ
れ
ま
で
の
授
業
や
学
校
生
活
に
お
い
て
、
自
分
の
考
え
や
意
見
を
相
手
に
伝
え
る
こ
と

の
大
切
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
そ
の
考
え
や
意
見
を
聴
く
こ
と
で
、
真
の
相
互
理
解
が

可
能

に
な

る
と

い
う

こ
と
を

重
点

的
に
学

ん
で

き
た

。「
お

互
い

の
考

え
を

認
め
合

う
こ

と
や
、

寛
容

な
心
を

も

っ
て
他
者
を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
い
う
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
は
理
解
し
て
い
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
 

し
か
し
、
上
記
の
調
査
結
果
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
分
の
考
え
に
固
執
し
、
他
者
の
立
場
や
考
え
に
十
分
考

え
を
巡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
す
れ
違
い
が
生
じ
る
こ
と
も
多
い
。
ま
た
、
深
く
考
え
ず
に
他
者
に
対
し
て
肯

定
的
な
態
度
を
と
っ
た
り
、
悪
い
行
為
に
対
し
て
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
本
当
の
意
味
で
の
寛

容
や
相
互
理
解
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
ま
で
考
え
が
及
ば
な
い
生
徒
も
い
る
。
 

そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
に
つ
い
て
、
他
者
が
置
か
れ
た
状
況
や
立
場
を
理
解
し
て
、
相
互
理
解
を
図
る

た
め
に
大
切
に
す
べ
き
こ
と
を
考
え
、
寛
容
の
心
を
も
っ
て
他
者
と
接
し
よ
う
と
す
る
意
欲
と
態
度
を
育
て
た
い
。 

 

（
３
）

教
材

に
つ

い
て

 

本
教
材
は
、
学
校
生
活
の
具
体
的
な
場
面
を
想
定
し
役
割
演
技
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
当
の
や
さ
し
さ
の

あ
る
言
動
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
相
互
理
解
だ
け
で
は
な
く
、「

他
の
人
々
に
対
し
思
い
や
り

の
心
を
も
つ
」
と
い
う
思
い
や
り
の
道
徳
的
価
値
も
含
ん
で
い
る
。
本
教
材
を
通
し
て
、
本
当
の
や
さ
し
さ
や
思

い
や

り
と

は
相

互
理

解
と

寛
容

さ
の

上
に

成
り

立
つ

こ
と

を
気

付
か

せ
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
捉

え
て

い
る

。
 

 ４
 

校
内

研
究

と
の

関
わ

り
 

本
校

の
研

究
目

標
は

「
道

徳
科

の
授

業
に

お
い

て
、

問
題

解
決

的
な

手
法

で
生

徒
の

多
様

な
考

え
を

引
き

出

す
こ

と
が

、
心

豊
か

な
人

間
性

や
社

会
性

を
養

う
こ

と
に

有
効

で
あ

る
こ

と
を

、
実

践
を

通
し

て
明

ら
か

に
す

る
」
で

あ
る

。
ま

た
、
研

究
仮

説
は
「

問
題

解
決

的
な

手
法

で
、『

一
人

一
人

が
自

分
自

身
の

問
題

と
捉

え
議

論

す
る

』
道

徳
の

授
業

を
行

う
こ

と
で

心
豊

か
な

人
間

性
や

社
会

性
を

持
つ

生
徒

が
育

成
で

き
る

」
と

し
て

い
る

。

そ
こ

で
本

時
で

は
、

以
下

の
２

点
に

つ
い

て
工

夫
し

、
提

案
し

た
い

と
考

え
る

。
 

 

①
 

本
時

に
お

け
る

問
題

解
決

的
な

手
法

に
つ

い
て

 

「
ど
の
よ
う
な
会
話
を
す
れ
ば
、
自
分
の
や
さ
し
さ
を
相
手
に
理
解
し
も
ら
え
る
の
か
」「

会
話
の
中
で
、
相
手

の
や
さ
し
さ
を
感
じ
た
時
、
そ
れ
を
ど
う
受
け
止
め
、
ど
う
伝
え
れ
ば
い
い
の
か
」
と
い
う
発
問
を
設
定
し
、「

問

題
解
決
的
な
学
習
」
を
踏
ま
え
た
学
習
過
程
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「

道
徳
的
価
値
の
理
解
」
に
留
ま
ら

ず
、
実
生
活
に
も
生
か
せ
る
よ
う
な
道
徳
的
実
践
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
さ
ら

に
、「

体
験
的
な
学
習
」
の
手
法
で
は
あ
る
が
「
役
割
演
技
」
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
本
時
の
ね
ら
い
が
達
成
で
 
 
 
 
 
 
 
 

第
１

学
年

 
道

徳
科

学
習

指
導

案
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
日
 
時
：
令
和
３
年
１
０
月
２
５
日
（
月
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
対
 
象
：
１
年
２
組
 
計
２
９
名
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指
導
者
：
教
諭
 
福
士
 
智
也
 

 １
 

主
題

名
 
本
当
の
や
さ
し
さ
 
学
習
指
導
要
領
 
特
別
の
教
科
 
道
徳
 
内
容
項
目
 
Ｂ
〔
相
互
理
解
、
寛
容
〕
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
関
連
項
目
 
Ｂ
〔
思
い
や
り
、
感
謝
）
 

教
材
名

 
「
そ
の
人
が
本
当
に
望
ん
で
い
る
こ
と
」
 
（
東
京
書
籍
 
新
し
い
道
徳
１
 
ｐ
８
６
～
ｐ
８
７
）
 

 ２
 

ね
ら

い
 
教
材
の
場
面
を
役
割
演
技
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
他
者
が
置
か
れ
た
状
況
や
立
場
を
理
解
し
、
相
互
理
解

を
図
る
た
め
に
大
切
に
す
べ
き
こ
と
を
考
え
、
寛
容
の
心
を
も
っ
て
他
者
と
接
し
よ
う
と
す
る
意
欲
と
態

度
を
育
て
る
。
 

 ３
 

主
題

設
定

の
理

由
 

（
１
）
ね
ら
い
や
指
導
内
容
に
つ
い
て
 

本
主
題
は
、
中
学
校
学
習
指
導
要
領
特
別
の
教
科
道
徳
の
内
容
「
Ｂ
主
と
し
て
人
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ

と
」
に
お
け
る
項
目
〔
相
互
理
解
、
寛
容
〕
を
基
に
設
定
し
た
。
「
相
互
理
解
、
寛
容
」
に
つ
い
て
は
、
「
自
分

の
考
え
や
意
見
を
相
手
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
立
場
を
尊
重
し
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
の
見

方
や
考
え
方
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
寛
容
の
心
を
も
っ
て
謙
虚
に
他
に
学
び
、
自
ら
を
高
め
て
い
く
こ
と
」

と
示
さ
れ
て
い
る
。
中
学
生
の
時
期
は
、
も
の
の
見
方
や
考
え
方
が
確
立
し
て
く
る
と
と
も
に
、
自
分
の
考
え

や
立
場
に
固
執
す
る
傾
向
が
強
く
な
る
が
ゆ
え
に
、
友
人
間
で
の
意
見
の
対
立
や
摩
擦
が
生
じ
る
こ
と
も
少
な

く
な
い
。
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
が
あ
り
、
個
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
互
い
が
相
手

の
存
在
の
独
自
性
を
認
め
、
相
手
の
考
え
や
立
場
を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
寛
容
の
心
を
も

つ
こ
と
で
、
人
を
許
し
受
け
入
れ
と
が
め
だ
て
し
な
い
で
、
他
者
の
よ
い
面
を
積
極
的
に
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
 

さ
ら
に
本
主
題
は
、
「
Ｂ
〔
思
い
や
り
、
感
謝
〕
」
と
い
う
項
目
と
も
関
連
し
て
い
る
。
「
思
い
や
り
」
と
は
、

他
者
と
接
す
る
と
き
に
必
要
な
心
の
在
り
方
で
あ
る
。
そ
れ
は
時
に
は
黙
っ
て
温
か
く
見
守
る
と
い
っ
た
表
に

現
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。
他
者
の
立
場
を
尊
重
し
、
支
え
る
生
き
方
で
あ
る
。
そ
の
心
の
根
底
に
は
、
人
間
尊

重
の
精
神
に
基
づ
く
人
間
に
対
す
る
深
い
理
解
と
共
感
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

し
か
し
、
中
学
生
の
時
期
は
、
思
い
や
り
や
感
謝
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
理
解
は
し
て
い
る

が
、
時
に
自
己
中
心
的
に
な
り
や
す
く
、
他
を
省
み
な
い
行
動
に
走
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
時
で
は

「
思
い
や
り
」
に
は
、
人
間
尊
重
の
精
神
と
深
い
人
間
理
解
や
他
者
へ
の
共
感
が
根
底
に
あ
る
こ
と
を
気
付
か

せ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
に
進
ん
で
応
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
強
い
自
他
の
絆
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
理
解

さ
せ
た
い
と
思
い
、
本
主
題
を
設
定
し
た
。
 

 （
２
）
生
徒
の
実
態
に
つ
い
て
 

本
学
級
で
は
、
７
月
に
教
研
式
道
徳
教
育
ア
セ
ス
メ
ン
ト
「
Ｂ
Ｅ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」
と
、「

Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ
」
を
実
施
し

た
。
 

ま
ず
、
Ｂ
Ｅ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
本
学
級
で
は
、
道
徳
性
を
支
え
る
３
つ
の
力
（
「
共
感
す
る
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 ３
 
価
値
を
ゆ
さ
ぶ
る
 

（
５
分
）
 

       

 ◇
人
そ
れ
ぞ
れ
が
感
じ
る
「
や
さ
し
さ
」
の
定
義
が
異

 

な
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
理
由
を
周
囲
と
意
見
交

流
さ
せ
る
。

 

・
周
囲
の
生
徒
と
意
見
交
流
す
る
。

 

・
一
人
一
人
考
え
が
違
う
か
ら
当
た
り
前
。
 

・
相
手
の
た
め
に
な
る
か
を
考
え
て
い
る
か
。
 

・
自
分
が
今
ま
で
受
け
た
や
さ
し
さ
の
感
じ
る
基

 

準
が
違
う
か
ら
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
ど

 評
①

【
発
言
】
 

・
各

シ
チ

ュ
エ

ー
シ

ョ
ン

ご
と

に
簡

単
に

交
流

す

る
。
（
５
分
程
度
）
 

    

展
開
 

(
35

分
) 

４
 
価
値
に
迫
る
 

（
２
５
分
）
 

                           

◇
教
科
書
ｐ
８
６
を
開
き
、
範
読
す
る
。
 

     ◇
道
徳
ノ
ー
ト
に
表
を
作
ら
せ
、
そ
こ
に
自
分
な
り

の
行
動
を
書
か
せ
る
。
 

・
大
丈
夫
と
声
を
か
け
る
。
 

・
あ
え
て
何
も
し
な
い
。
 

・
関
係
の
な
い
話
を
し
て
み
る
。
 

・
一
緒
に
遊
ぶ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
ど

 ◇
グ
ル
ー
プ
内
で
お
互
い
の
考
え
る
「
本
当
の
や
さ

し
さ
」
を
確
認
し
合
っ
た
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
、
役

割
演
技
を
さ
せ
る
。
 

・
あ
い
さ
つ
を
し
、
役
割
を
確
認
す
る
。
 

     ◇
受
け
止
め
た
や
さ
し
さ
、
伝
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
や

さ
し
さ
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
心
の
数
直
線
に
表
す
。
 

・
○
○
さ
ん
の
や
さ
し
さ
を
十
分
に
感
じ
取
れ
た
か

ら
８
０
％
に
し
よ
う
。
 

・
自
分
の
や
さ
し
さ
が
ど
う
も
う
ま
く
伝
わ
っ
て
い

な
い
よ
う
だ
か
ら
３
０
％
く
ら
い
か
な
。
 
 
な
ど

◇
グ
ル
ー
プ
内
で
「
○
○
さ
ん
に
な
っ
て
感
じ
た
こ

・
（
３
分
）
 

     評
②

【
記
述
】
 

・
（
５
分
）
 

     評
②

【
演
技
・
表
情
】
 

★
①
 

・
自

分
の

考
え

た
や

さ
し

さ
が

伝
わ

っ
て

い
る

か
、

ま
た

、
相

手
の

や
さ

し
さ

を
ど

の
く

ら
い

受
け

止
め

ら
れ

た
か

を
感

じ
さ

せ

る
。
 

 評
③

【
心
情
円
】
 

     評
③

【
発
言
】
 

発
問
２
 

あ
な
た
が
、「

香
さ
ん
」
や
「
ク
ラ
ス
の
他
の

友
人
」
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て

あ
げ
ま
す
か
。
 

き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
 

 

②
 

本
時

に
お

け
る

「
一

人
一

人
が

自
分

自
身

の
問

題
と

捉
え

議
論

す
る

」
場

面
の

設
定

に
つ

い
て

 

 
 

導
入

か
ら

具
体

的
な

場
面

を
３

例
提

示
す

る
こ

と
で

、
「

他
者

理
解

」
に

重
き

を
置

く
こ

と
を

意
識

さ
せ

る

と
と

も
に

、
自

分
の

経
験

を
想

起
さ

せ
な

が
ら

学
習

を
展

開
し

て
い

く
。
ま

た
、
G
o
o
g
l
e
 f
o
r
m
の

集
計

結
果

や
、

心
の

数
直

線
を

用
い

る
こ

と
で

、
相

手
の

考
え

を
視

覚
的

に
捉

え
さ

せ
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
自

分
自

身

の
考

え
を

再
考

さ
せ

な
が

ら
議

論
さ

せ
た

い
。

 

 

５
 

学
習

指
導

課
程

 

段
階

 

（
時
間
）
 

学
習
活
動
 

主
な
発
問
と
予
想
さ
れ
る
生
徒
の
反
応
 

◇
指
示
 
・
予
想
さ
れ
る
生
徒
の
反
応
 

留
意
点
 

評
 評

価
 
★
提
案
事
項

導
入
 

(
10

分
) 

１
 
課
題
意
識
を
も
た
 

せ
る
 
 
 
 
（
２
分
）
 

  ２
 
価
値
を
見
通
す
 

（
３
分
）
 

                      

今
日
は
、「

本
当
の
や
さ
し
さ
」
と
は
何
か
、
み
ん
な

 

で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

・
道
徳
ノ
ー
ト
に
主
題
を
記
入
す
る
。

 

 ◇
３
つ
の
場
面
か
ら
「
本
当
の
や
さ
し
さ
」
と
は
何
か

 

を
考
え
さ
せ
る
。

 

           ◇
あ
ら
か
じ
め
入
力
し
た

G
o
o
g
l
e
 
f
o
r
m
の
集
計
結

 

果
を
共
有
す
る
。
（
他
ク
ラ
ス
と
の
比
較
も
含
む
）

 

・
②
③
は
や
さ
し
さ
で
は
な
い
と
思
う
。

 

・
全
部
や
さ
し
さ
だ
と
思
う
。

 

・
や
さ
し
さ
だ
と
は
思
う
が
、
③
は
相
手
の
た
め
に
な

 

ら
な
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
ど

 ◇
大
型
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
さ
れ
る

G
o
o
g
l
e
 
f
o
r
m

の
集
計
結
果
を
確
認
す
る
。

 

・
ど
う
し
て
み
ん
な
こ
ん
な
に
違
う
ん
だ
ろ
う
。

 

・
自
分
と
同
じ
人
が
多
い
。
 
 
 
 
 
 
 
な
ど

    ★
③
 

            ・
時
間
を
か
け
な
い
。
 

（
３
分
程
度
）
 

・
他

者
と

の
考

え
の

違
い

を
自
覚
さ
せ
る
。
 

       

発
問
１
 

次
の
３
つ
の
場
面
で
の
Ａ
さ
ん
の
行
動
は
、
「
本
当
の
や
さ
し
さ
」
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
 

 シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
①
 

 
Ｂ
さ
ん
と
Ｃ

さ
ん
が
Ｄ
さ

ん
の
愚
痴
や

悪
口
を
言
っ

て
い
ま
す
。

そ
れ
を
目
撃

し
た
Ａ
さ
ん

は
Ｄ

さ
ん
に
そ
っ
と
教
え
て
あ
げ
ま
し
た
。
 

 シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
②
 

 
あ
る
日
の
イ

ベ
ン
ト
で
、

会
場
の
ト
イ

レ
が
混
ん
で

お
り
、
５
～

６
人
の
行
列

が
で
き
て
い

ま
し

た
。
そ
こ
に
顔

面
蒼
白
で
今

に
も
泣
き
そ

う
な
Ｂ
さ
ん

が
走
っ
て
き

ま
し
た
。
行

列
の
先
頭
に

い
た

Ａ
さ
ん
は
自
分
の
前
に
Ｂ
さ
ん
を
入
れ
て
あ
げ
ま
し
た
。
 

 シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
③
 

 
教
室
の
ロ
ッ

カ
ー
の
中
が

い
つ
も
汚
い

Ｂ
さ
ん
。
い

つ
も
先
生
に

叱
ら
れ
、
金

曜
日
に
片
付

け
て

い
ま
す
。
ロ
ッ

カ
ー
が
隣
の

Ａ
さ
ん
は
先

生
に
お
願
い

さ
れ
、
い
つ

も
Ｂ
さ
ん
の

ロ
ッ
カ
ー
の

片
付

け
を
手
伝
い
ま

す
。
あ
る
木

曜
日
、
Ｂ
さ

ん
の
ロ
ッ
カ

ー
は
相
変
わ

ら
ず
ぐ
ち
ゃ

ぐ
ち
ゃ
で
す

。
Ａ

さ
ん
は
ど
う
せ
明
日
手
伝
う
な
ら
と
思
い
、
Ｂ
さ
ん
の
ロ
ッ
カ
ー
を
片
付
け
て
あ
げ
ま
し
た
。
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７
 

板
書

計
画

 

モ
ニ

タ
ー

②
 

発
問

表
示

 

 課
題

「
本

当
の

や
さ

し
さ

」
に

つ
い

て
考

え
る

 
 〇

自
分

な
ら

ど
う

す
る

か
。

 

香
さ

ん
 

ク
ラ

ス
の

ほ
か

の
友

達

   

 

 〇
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
の

メ
モ

・
印

象
的

な
ワ

ー
ド

 

    
  

 〇
私

の
考

え
る

「
本

当
の

や
さ

し
さ

」
 

     

 〇
振

り
返

り
 

    
 

モ
ニ

タ
ー

①

主
題

表
示

 

指
示

表
示

 

 〈
使
用
資
料
〉

 

熊
本
市
教
育
セ
ン
タ
ー
 
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ジ
タ
ル
教
材
「
心
の
数
直
線
」

 

 
ht

tp
://

w
w

w.
ku

m
am

ot
o-

km
m

.e
d.

jp
/k

yo
uz

ai
/w

eb
/H

ea
rt-

m
et

er
3/

in
de

x.
ht

m
l 

  

       ５
 
価
値
の
深
ま
り
を
 

自
覚
す
る
 
（
１
０
分
）
 

                

と
、
考
え
た
こ
と
」
を
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
さ
せ
る
。
 

・
自
分
の
感
じ
た
こ
と
を
話
す
。
 

 ◇
上
記
の
流
れ
で
、
役
割
を
変
え
て
再
度
行
う
。
 

       ◇
道
徳
ノ
ー
ト
に
記
入
さ
せ
る
。
 

・
自
分
の
考
え
る
や
さ
し
さ
だ
け
で
な
く
、
相
手
の

や
さ
し
さ
も
し
っ
か
り
受
け
止
め
る
こ
と
。
 

・
相
手
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
。
 

・
相
手
に
伝
わ
る
よ
う
な
や
さ
し
さ
の
こ
と
。
 

 ◇
記
入
し
た
こ
と
や
、
そ
の
変
化
に
つ
い
て
発
表
さ

せ
る
。
 

・
自
分
の
考
え
る
や
さ
し
さ
だ
け
で
は
な
く
、
相
手
の

考
え

る
や

さ
し

さ
も

考
え

る
こ

と
が

大
切

で
あ

る
こ

と
に
気
付
い
た
。
 

・
や
さ
し
さ
を
受
け
取
る
方
も
、
相
手
の
や
さ
し
さ
を

受
け
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。
 
 
 
な
ど

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
グ

ル
ー

プ
内

で
タ

ブ
レ

ッ
ト

を
見

せ
合

い
な

が
ら

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
さ
せ
る
。

・
１
２
分
で
、
慌
て
ず
に
可

能
な

分
だ

け
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン
す
る
。
 

     評
①

【
記
述
】
 

・
役

割
演

技
や

シ
ェ

ア
リ

ン
グ

を
想

起
さ

せ
、

十
分

な
時
間
を
と
る
。（

５
分
程

度
）
 

 評
①

【
発
言
】
 

・
挙
手
で
行
い
、
出
な
か
っ

た
ら

指
名

で
発

表
し

て
も

ら
う
。
 

    

終
末
 

(
５
分

) 

６
 
価
値
を
振
り
返
る
 

（
５
分
）
 

 

◇
導
入
か
ら
の
自
己
の
考
え
の
変
遷
を
確
認
し
な
が

ら
、
道
徳
ノ
ー
ト
に
本
時
の
振
り
返
り
を
記
入
す
る

よ
う
伝
え
る
。
 

・
道
徳
ノ
ー
ト
に
振
り
返
り
を
記
入
す
る
。
 

評
④

【
記
述
】
 

   

 ６
 

評
価

の
視

点
 

 
 

評
①

で
は

、「
道

徳
的

諸
価

値
に

つ
い

て
考

え
る

」
と

い
う

視
点

で
、
自

分
自

身
の

道
徳

的
価

値
の

理
解

を
深

め
た

り
広

げ
た

り
し

て
い

る
か

を
評

価
す

る
。
評

②
で

は
、「

物
事

を
広

い
視

野
か

ら
多

面
的
・
多

角
的

に
考

え

る
」
と

い
う

視
点

で
、
道

徳
的

問
題

を
、
他

者
と

協
働

し
、
広

い
視

野
か

ら
多

面
的
・
多

角
的

に
考

え
て

い
る

か

を
評

価
す

る
。

評
③

で
は

、「
自

己
を

見
つ

め
る

」
と

い
う

視
点

で
、
価

値
理

解
を

基
に

、
こ

れ
ま

で
の

自
分

を

振
り

返
っ

て
い

る
か

を
評

価
す

る
。
評

④
で

は
、「

人
間

と
し

て
の

生
き

方
に

つ
い

て
の

考
え

を
深

め
る

」
と

い

う
視

点
で

、
学

ん
だ

こ
と

を
自

己
の

こ
れ

か
ら

の
生

活
に

生
か

そ
う

と
し

て
い

る
か

を
評

価
す

る
。

 

   

発
問

３
（
中
心

発
問

）
 

「
本

当
の

や
さ

し
さ

」
と

は
一

体
何

だ
と

思
い

ま
す
か
。
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傾
向
に

あ
っ
た
。
ま
た
、
道
徳

の
授

業
に
関

し
て

は
、
ほ

と
ん

ど
す
べ

て
の

項
目
で

全
国

平
均
を

上
回

っ
て
い

た

が
、
「

問
題
を
解

決
す

る
」
の

項
目

が
８
４

％
（

全
国
平

均
８

７
％
）
と
全

国
平
均

を
や

や
下
回

る
結

果
と
な

っ

た
。
し
か

し
、
全

体
的

に
問
題

場
面

に
お
け

る
気

持
ち
と

行
動

の
バ
ラ

ン
ス

が
取
れ

て
お

り
、
望

ま
し

い
と
い

う

結
果
が

得
ら
れ

た
。

 

次
に

、
Ｈ

Ｕ
Ｍ

Ａ
Ｎ

の
調

査
結

果
に

よ
る

と
、

ほ
と

ん
ど

の
内

容
項

目
に

お
い

て
全

国
平

均
並

み
、

も
し

く

は
上

回
っ

て
い

る
が

、
「

Ａ
（

１
）

自
主

,
自

律
,
自

由
と

責
任

」
と

「
Ⅾ

（
２

２
）

よ
り

よ
く

生
き

る
喜

び
」

の
２
つ

の
内
容

項
目

が
全
国

平
均

を
や
や

下
回

る
結
果

に
な

っ
た
。

 

 
 
 

 
以
上

の
結

果
を
踏

ま
え

、
こ
れ

ま
で

の
授
業

や
学

校
生
活

の
様

々
な
場

面
に

お
い
て

、
相

手
と
心

を
通

わ
せ

る
こ
と

や
、
よ

り
よ

く
な
る

た
め

に
自
分

を
見

つ
め
直

す
こ

と
の
大

切
さ

に
つ
い

て
指

導
し
て

き
た

。
 

 
 

  
  
本
学

級
の

生
徒
は

、
道

徳
意
識

調
査

の
結
果

で
は

「
学
校

の
き

ま
り
を

守
っ

て
い
る

か
」

と
い
う

質
問

に
対

し
て
、
ほ
と
ん
ど

の
生

徒
が
守

ろ
う

と
す
る

と
回

答
し
て

お
り

、
規
範
意

識
の

高
さ
が

う
か

が
え
た

。
し

か
し

、

日
常
生

活
の
言

動
か

ら
は
、

法
や

き
ま
り

に
つ

い
て
の

意
義

を
十
分

に
理

解
し
て

い
る

と
は
言

え
ず

、
き
ま

り

を
守
れ

て
い
な

い
級

友
に
対

し
て

、
注
意

を
促

す
こ
と

も
な

か
な
か

で
き

な
い
。

 

 
 
 

 
本
時

の
授

業
に
お

い
て

は
、
「
私
」
を
大

切
に

す
る

心
と
「
公
」
を
大

切
に

す
る

心
の
関

係
に

つ
い
て

考
え

、 

 
  
 

公
共
の

場
で

の
適
切

な
行

動
に
つ

い
て

考
え
を

深
め

、
公
の
中

で
の

自
分
の

在
り

方
に
つ

い
て

気
付
か

せ
た

い
。
 

 
  
 

法
や
き

ま
り

の
意
義

を
他

律
的
で

は
な

く
自
律

的
に

理
解
さ

せ
、

自
他
の

生
活

や
権
利

を
守

り
、
遵

守
す

る
こ

 

 
 
 

と
の
大

切
さ

に
つ
い

て
自

覚
を
も

ち
、

公
徳
心

を
も

っ
て
生

活
す

る
こ
と

で
、

よ
り
よ

い
社

会
生
活

に
つ

な
が

 

 
 
 

る
こ
と

に
つ

い
て
理

解
を

深
め
、

一
人

一
人
が

日
常

の
生
活

に
お

い
て
実

践
で

き
る
よ

う
意

識
さ
せ

た
い

。
 

 （
３
）

教
材

に
つ

い
て

 
 

 
 
 

 
ミ
サ

は
マ

ユ
ミ
と

い
っ

し
ょ
に

電
車

通
学
を

し
て

い
る
。

行
き

は
座
れ

な
い

こ
と
が

多
い

が
、
帰

り
は

ど
ち

ら
か
が

清
掃
当

番
以

外
の
と

き
は

二
人
で

座
れ

る
こ
と

が
あ

る
。
そ

こ
で

、
い
つ

も
い

っ
し
ょ

に
座

れ
る
よ

う

に
考
え

た
の
が

、
清
掃
当

番
で

は
な

い
ほ
う

が
先

に
駅
に

行
き

、
鞄

を
置

い
て

席
を
取

っ
て

お
く
こ

と
で

あ
る

。

あ
る
日

ミ
サ
が

先
に

行
っ
て

席
を

取
っ
て

い
る

と
、
目

の
前

に
立
っ

た
お

じ
い
さ

ん
に

い
き
な

り
大

き
な
声

で

怒
鳴
ら

れ
る
。

周
囲

の
人
は

、
白

い
目
で

見
て

い
る
。

そ
こ

へ
マ
ユ

ミ
が

や
っ
て

き
た

の
で
、

あ
わ

て
て
席

を

立
ち
、

逃
げ
る

よ
う

に
電
車

を
飛

び
降
り

た
と

い
う
内

容
に

な
っ
て

い
る

。
本
教

材
は

、
電
車

内
の

座
席
に

つ

い
て
の

ミ
サ
と

お
じ

い
さ
ん

の
や

り
と
り

を
通

し
て
、

公
共

の
場
で

の
適

切
な
言

動
を

考
え
、

公
徳

心
を
も

っ

て
行
動

し
よ
う

と
す

る
態
度

を
養

う
こ
と

が
で

き
る
も

の
で

あ
る
と

捉
え

て
い
る

。
 

 
 
 

 
清
掃

当
番

を
し
て

い
る

友
だ
ち

の
た

め
に
、

電
車

の
座
席

を
鞄

で
と
っ

て
い

た
ミ
サ

と
、

厳
し
い

態
度

で
叱

責
す
る

お
じ
い

さ
ん

と
の
二

人
の

や
り
と

り
に

お
け
る

、
相

互
の
心

境
を

推
察
し

な
が

ら
、
行

動
の

在
り
方

を

考
え
て

い
く
こ

と
が

で
き
る

教
材

で
あ
る

。
ま

た
、
ミ

サ
自

身
の
価

値
観

と
周
囲

の
価

値
観
の

違
い

に
気
付

か

せ
る
こ

と
で
、

公
共

の
場
で

の
行

動
や
マ

ナ
ー

に
つ
い

て
振

り
返
り

な
が

ら
考
え

る
こ

と
が
で

き
る

も
の
と

考

え
る
。

 

 
 
 

 
指
導

に
当

た
っ
て

は
、

双
方
の

主
張

を
多
面

的
・

多
角
的

に
捉

え
な
が

ら
、

公
共
の

場
で

の
適
切

な
言

動
に

つ
い
て

考
え
を

深
め

さ
せ
て

い
き

た
い
。

そ
の

た
め
に

、
個

人
で
の

考
え

を
明
確

に
し

た
中
で

、
グ

ル
ー
プ

活

動
を
活

発
化
さ

せ
な

が
ら

、
個

人
の

考
え
を

揺
さ

ぶ
っ
て

い
く

。
生

徒
同

士
の

対
話
を

実
践

し
て
い

く
こ

と
で

、

相
手
に

自
己
の

考
え

の
理
由

を
伝

え
る
と

と
も

に
、
質

問
を

受
け
る

こ
と

に
よ
っ

て
、

よ
り
考

え
を

深
め
さ

せ

た
い
。

 

  

第
２

学
年

 
道

徳
科

学
習

指
導

案
 

 
 
 
 
  
 
  
 
  
 
 
 
  
 
  
 
  
 
 
 
  
 
  
 
  
 
 
 
  
 
 
 

 
 
  
 
 日

 
時

：
令

和
３

年
１

０
月

２
５

日
（
月
）

 

 
 
 
 
  
 
  
 
  
 
 
 
  
 
  
 
  
 
 
 
  
 
  
 
  
 
 
 
  
 
  
 
 
 
 
 
  
 対

 
象

：
２

年
３

組
 
計

３
４

名
 

 
 
 
 
  
 
  
 
  
 
 
 
  
 
  
 
  
 
 
 
  
 
  
 
  
 
 
 
  
 
  
 
  
 
 
 
  
 指

導
者

：
教

諭
 
中

澤
 

亮
 

 １
 

主
題

名
 

よ
り

よ
い
社

会
の

た
め
に

 
 

学
習
指

導
要
領

 
特

別
の
教

科
 

道
徳
 

内
容

項
目
Ｃ

〔
遵

法
精
神

、
公

徳
心
〕

 

 
 

教
材

名
 

「
宝

塚
方
面

行
き

－
西
宮

北
口

駅
」
 

（
東

京
書
籍

 
新

し
い
道

徳
２

 
ｐ
７

６
～

ｐ
７
８

）
 

 ２
 

ね
ら

い
 

電
車

内
の
ミ

サ
と

お
じ
い

さ
ん

と
の
や

り
と

り
を
通

し
て

、
公
共

の
場

で
の
適

切
な

言
動
を

考
え

、
公
 

 
 
 

 
 
 
徳

心
を

も
っ
て

行
動

し
よ
う

と
す

る
態
度

を
育

て
る
。

 
 ３

 
主

題
設
定

の
理

由
 

（
１
）

ね
ら
い

や
指

導
内
容

に
つ

い
て

 

学
習
指

導
要
領

で
は

「
Ｃ
主

と
し

て
集
団

や
社

会
と
の

関
わ

り
に
関

す
る

こ
と
」

の
内

容
項
目

「
遵

法
精
神

 

・
公
徳

心
」
に

つ
い

て
、
「

法
や

き
ま
り

の
意

義
を
理

解
し

、
そ
れ

ら
を

進
ん
で

守
る

と
と
も

に
、

そ
の
よ

り

よ
い
在

り
方
に

つ
い

て
考
え

、
自

他
の
権

利
を

大
切
に

し
、

義
務
を

果
た

し
て
、

規
律

あ
る
安

定
し

た
社
会

の

実
現
に

努
め
る

こ
と

」
と
し

て
い

る
。

 

  
  

  
 
私
た

ち
は

多
く
の

人
間

が
集
ま

る
社

会
の
中

で
生

活
し
て

お
り

、
時
に

利
益

が
ぶ
つ

か
り

合
い
集

団
の

ま
と

ま
り
が

な
く
な

る
こ

と
が
あ

る
。

そ
の
際

に
、

集
団
に

秩
序

や
規
律

を
与

え
、
そ

れ
を

守
る
こ

と
で

自
分
た

ち

の
生
活

が
安
定

し
て

過
ご
す

こ
と

が
で
き

て
い

る
こ
と

を
理

解
す
る

こ
と

が
大
切

で
あ

る
。
遵

法
精

神
は
、

公

徳
心
に

よ
っ
て

支
え

ら
れ
て

い
る

。
公
徳

心
と

は
、
社

会
生

活
を
す

る
上

で
の
道

徳
を

守
ろ
う

と
す

る
心
で

あ

り
、
だ

れ
も
が

住
み

よ
い
社

会
を

実
現
す

る
た

め
に
は

、
社

会
の
一

員
で

あ
る
と

い
う

自
覚
や

、
他

者
へ
の

配

慮
や
思

い
や
り

を
大

切
に
す

る
心

を
も
ち

、
互

い
の
権

利
を

尊
重
し

、
義

務
を
果

た
す

こ
と
が

必
要

で
あ
る

。

本
時
で

は
、
自

分
を

見
つ
め

考
え

る
こ
と

に
よ

っ
て
、

よ
り

よ
い
社

会
を

実
現
し

て
い

こ
う
と

す
る

態
度
を

養

わ
せ
た

い
。

 

 
 
 

 
こ
の

学
習

を
通
し

て
、

ミ
サ
の

行
動

か
ら
、

自
分

自
身
が

公
共

の
場
で

適
切

な
行
動

を
と

っ
て
い

る
か

ど
う

か
を
振

り
返
り

、
社

会
の
一

員
と

し
て
ど

う
あ

れ
ば
よ

い
か

に
つ
い

て
考

え
さ
せ

た
い

。
ま
た

、
法

や
き
ま

り

に
つ
い

て
自
ら

守
る

こ
と
で

自
他

に
と
っ

て
安

定
し
た

社
会

に
つ
な

が
る

と
い
う

自
律

的
な
捉

え
方

を
理
解

さ

せ
た
い

。
 

 
 
 

 
そ
し

て
、

み
ん
な

が
安

心
し
て

生
活

で
き
る

社
会

を
つ
く

る
た

め
に
公

徳
心

を
も
っ

て
法

や
き
ま

り
を

守
る

こ
と
や

社
会
生

活
上

の
マ
ナ

ー
の

必
要
性

に
つ

い
て
理

解
を

深
め
さ

せ
、

そ
れ
ら

を
尊

重
し
よ

う
と

す
る
態

度

を
養
わ

せ
た
い

。
 

 
 
 

 
さ
ら

に
、

自
他
の

権
利

を
尊
重

し
、

自
ら
に

課
せ

ら
れ
た

義
務

を
果
た

す
こ

と
に
よ

っ
て

、
公
徳

心
を

も
ち

理
性
的

な
人
間

と
し

て
の
生

き
方

が
で
き

る
と

い
う
こ

と
を

気
付
か

せ
た

い
。

 

 （
２
）

生
徒
の

実
態

に
つ
い

て
 

本
学

級
で

は
、

７
月
に

教
研

式
道
徳

教
育

ア
セ
ス

メ
ン

ト
「
Ｂ

Ｅ
Ｉ

Ｎ
Ｇ
」

と
「

Ｈ
Ｕ
Ｍ

Ａ
Ｎ

」
を
実
施
し

た
。
ま
ず

、
Ｂ

Ｅ
Ｉ

Ｎ
Ｇ
の

調
査

結
果
に

よ
る

と
、
本

学
級

で
は
、
道
徳
性

を
支

え
る

３
つ
の

力
（
「

共
感

す
る

力
」
「
振

り
返

る
力

」
「
前

向
き

に
と
ら

え
る

力
」
の

う
ち

、
「
共

感
す

る
力
」
が

全
国
平
均

よ
り

も
や
や

低
い
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                                ５
 

公
共

の
場

で
の

配

慮
に
つ

い
て
考

え
る

 

      

・
言
い

過
ぎ
だ

。
 

・
注

意
す
る
の

は
い

い
が
、
言
い

方
に
問

題
が

あ
る

。 

・
大
声

で
迷
惑

な
行

為
だ
。

 

＜
ミ
サ

＞
 

・
自
分

勝
手
な

行
為

だ
。

 

・
周
囲

に
対
し

て
迷

惑
な
行

為
だ

。
 

・
言
い

訳
を
し

て
謝

ろ
う
と

し
な

い
。

 

・
友
だ

ち
思
い

で
あ

る
。

 

・
周
り

か
ら
白

い
目

で
見
ら

れ
て

か
わ
い

そ
う

。
 

  （
補
助

発
問
）

 

 
こ

の
と

き
、

周
り

の
人

は
ど

う
思

っ
て

い
た

の
だ

ろ
う

。
ま

た
、

だ
れ

の
行

動
に

一
番

問
題

が
あ

る
の

だ
ろ
う

。
 

・
お
じ

い
さ
ん

よ
く

や
っ
た

。
 

・
お
じ

い
さ
ん

の
声

が
大
き

い
の

も
迷
惑

だ
。

 

・
そ
ん

な
に
き

つ
く

言
う
の

は
ひ

ど
い
。

 

・
ミ
サ

 

・
マ
ユ

ミ
 

 

                       評
 ワ

ー
ク
シ
ー
ト
・
発

言
 

       ★
②

自
分

自
身

の
生

活

を
結

び
付

け
て

考
え

さ

せ
る
。

 

     

   

発
問

２
（

中
心

発
問

）
 

 
こ

の
よ

う
な

こ
と

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

ミ
サ

に
足

り
な

か
っ

た
の

は
ど

ん
な

こ
と

だ
ろ

う
。

 

   

◇
自
分

の
考
え

を
ワ

ー
ク
シ

ー
ト

に
書
か

せ
る

。
 

 ・
自

分
が

し
た

こ
と

が
他

の
人

た
ち

に
ど

う
い

う
思

い
を
さ

せ
る
か

を
考

え
て
い

な
か

っ
た
。

 

・
席

を
取

っ
て

お
く

こ
と

は
悪

い
と

い
う

こ
と

に
気

付
い
て

い
な
か

っ
た

。
 

・
言
い

訳
を
し

て
、

素
直
に

謝
ら

な
か
っ

た
。

 

・
公
共

の
場
と

い
う

意
識
が

な
か

っ
た
。

 

    

発
問
３

 

 
公
共

の
場
で

、
み

ん
な

が
気

持
ち

よ
く
過

ご
す

た
め
に

大
切
な

こ
と

は
何
だ

ろ
う

。
 

   

◇
次
の

場
所
に

つ
い

て
、
班

で
考

え
さ
せ

る
。

 

 
 
〇

地
域
の

公
園

 

 
 
〇

フ
ァ
ミ

リ
ー

レ
ス
ト

ラ
ン

 

 
 
〇

ス
ー
パ

ー
な

ど
の
お

店
 

 
 
〇

休
憩
時

間
の

教
室

 

４
 

校
内

研
究

と
の

関
わ
り

 
 

 
 

研
究
主

題
「

豊
か
な

心
を

持
ち
、

人
と

の
か
か

わ
り

を
大
切

に
す

る
生
徒

の
育

成
 

 
 
～

一
人
一

人
が

自
分
自

身
の

問
題
と

し
て

捉
え
、

多
様

な
考
え

を
認

め
合
う

道
徳

教
育
の

実
践

を
通
し

て
～

」
 

  
①
 

多
様
な

立
場

や
条
件

に
つ

い
て
考

え
さ

せ
る
発

問
の

工
夫

 

 
 
 

 
教
材

中
の

登
場
人

物
の

行
為
や

理
由

を
捉
え

さ
せ

、
様
々
な

立
場

や
条
件

か
ら

考
え
さ

せ
る

発
問
に

よ
っ

て
、
 

 
 
多

面
的
・

多
角

的
な
見

方
や

考
え
方

を
さ

せ
て
い

く
。

教
材
中

の
一

場
面
に

お
い

て
、
表

面
的

に
し
か

見
え

な
い

 

 
 
部

分
を
捉

え
さ

せ
る
の

で
は

な
く
、

周
囲

の
状
況

や
人

物
の
心

情
を

意
識
さ

せ
る

こ
と
に

よ
っ

て
、
こ

れ
ま

で
気

 

 
 
付

か
な
か

っ
た

見
方
や

考
え

方
に
触

れ
さ

せ
た
い

。
そ

う
し
た

展
開

か
ら
今

後
の

実
生
活

の
場

面
に
お

い
て

、
学

 

 
 
習

し
た
内

容
を

生
か
せ

る
よ

う
に
自

分
の

こ
と
と

し
て

捉
え
さ

せ
て

い
く
。

ま
た

、
価
値

に
つ

い
て
問

う
発

問
で

 

 
 
は

、
十
分

な
時

間
を
確

保
し

な
が
ら

価
値

を
深
め

ら
れ

る
よ
う

に
し

て
い
く

。
 

  
②
 

生
徒
主

体
の

活
動
を

取
り

入
れ
、

多
く

の
考
え

を
交

流
さ
せ

る
展

開
の
工

夫
 

 
 
 

 
生
徒

一
人

一
人
の

考
え

を
よ
り

効
果

的
に
交

流
さ

せ
て
い

く
た

め
に
、

生
徒

同
士
で

話
し

合
う
時

間
を

十
分

に
取
り

入
れ
、

議
論

す
る
授

業
を

展
開
し

た
い

。
本
時

の
授

業
に
お

い
て

は
、
自

分
の

考
え
を

書
か

せ
た
後

、

グ
ル
ー

プ
で
各

々
の

考
え
を

交
流

さ
せ
、

多
面

的
・
多

角
的

に
考
え

さ
せ

て
い
き

た
い

。
 

 ５
 

学
習

指
導

課
程

 
段

階
 

（
時

間
）

 

学
習
活

動
 

 

主
な
発

問
と
予

想
さ

れ
る
生

徒
の

反
応

 

◇
指
示
 
・
予
想
さ
れ
る
生
徒
の
反
応

 

留
意
点

 

評
 評

価
 
★
提
案
事
項

導
入

 

(
５

分
)

 

      

１
 
「

公
共
」
と
い

う
言

葉
に
つ

い
て
考

え
る

 

   ２
 

課
題

意
識

を
持

た

せ
る

 

 

◇
「

公
共

」
と

い
う

言
葉

か
ら

連
想

す
る

も
の

を
挙

げ
さ
せ

る
。

 

・
み
ん

な
で
使

う
も

の
 

・
学
校

、
病
院

、
公

園
、
デ

パ
ー

ト
 
 

な
ど

 

  今
日
は

、
「
公

共
」
と

い
う

こ
と

か
ら
、
よ

り
よ

い

社
会
を

つ
く
る

た
め

に
ど
う

す
る

か
を
考

え
よ

う
。

 

 

        

展
開

 

（
35

分
）

 

        

３
 
教

材
の
範

読
 

 ４
 

登
場

人
物

の
行

動

の
問
題

点
、
心

の
動

き
に

つ
い
て

考
え
る

 

      

「
宝
塚

方
面
行

き
－

西
宮
北

口
駅

」
を
読

む
。

 

 

・
Ｐ
Ｃ

を
使
用

 

 ★
①

立
場

が
異

な
る

人

物
の

行
動

や
そ

れ
に

至

っ
た

心
情

を
考

え
さ

せ

る
。

 

     

   

発
問
１

 

 
お

じ
い

さ
ん

と
ミ

サ
の

行
動

に
つ

い
て

ど
う

思
い
ま

す
か
。

 

   

◇
そ

れ
ぞ

れ
の

行
為

に
対

す
る

自
分

の
考

え
を

ワ
ー

ク
シ
ー

ト
に
書

か
か

せ
、
発

表
さ

せ
る
。

 

 ＜
お
じ

い
さ
ん

＞
 

・
周
囲

の
人
の

気
持

ち
を
代

わ
り

に
述
べ

て
い

る
。

 

・
勇
気

が
あ
る

行
動

。
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７
 

板
書

計
画

 
 

 
 

・
モ

ニ
タ
ー

画
面
を

使
用

し
、
発

問
を

提
示
す

る
。

 

 

  
 

    
 

                  

各
班
の

 

発
表
用
紙

 
各
班
の

 

発
表
用
紙

 

各
班
の

 

発
表
用
紙

 

各
班
の

 

発
表
用
紙

 

各
班
の

 

発
表
用
紙

 

各
班
の

 

発
表
用
紙

 

・ 周 囲 の 人 の 気 持 ち を 代

わ り に 述 べ て い る 。 

・ 勇 気 が あ る 行 動 。 

・ 言 い 過 ぎ だ 。 

・ 大 声 で 迷 惑 な 行 為 だ 。

・ 自 分 勝 手 な 行 為 だ 。

・ 周 囲 に 対 し て 迷 惑 な

行 為 だ 。 

・ 友 だ ち 思 い で あ る 。

・ 周 り に 見 ら れ て か わ

い そ う 。 

・ 他 の 人 た ち に ど う い う

思 い を さ せ る か 考 え て

な か っ た 。 

・ 友 人 の 席 を 取 っ て お く

こ と は 悪 い と い う こ と

に 気 が 付 い て い な か っ

た 。

各
班
の

 

発
表
用
紙

 

 よ
り

よ
い

社
会

の
た

め
に

 

 宝
塚

方
面

行
き

－
西

宮
北

口
駅

 

各
班
の

 

発
表
用
紙

 

               

              

 
 

 

・
周
囲

の
状
況

を
よ

く
見
る

。
 

・
大
き

な
声
で

会
話

し
な
い

。
 

・
自
分

の
価
値

基
準

で
判
断

し
な

い
。

 

・
相
手

の
こ
と

を
思

い
や
る

。
 

・
自
己

中
心
的

に
な

ら
な
い

。
 

 （
補
助

発
問
）

 

 
な
ぜ

そ
の
よ

う
な

行
動
や

配
慮

が
必
要

な
の

か
。

 

 ・
み

ん
な

が
使

う
場

所
だ

か
ら

、
自

分
だ

け
で

は
な

く
、
み

ん
な
が

気
持

ち
よ
く

な
る

方
が
い

い
。

 

・
周
囲

に
対
し

て
気

遣
い
が

で
き

た
方
が

い
い

。
 

 

 評
 発

言
 

            

終
末

 

(
10

分
) 

         

５
 

本
時

の
ま

と
め

と

振
り
返

り
を
す

る
 

         

◇
今

日
の

学
習

を
振

り
返

り
、

学
ん

だ
こ

と
や

考
え

た
こ
と

を
ワ
ー

ク
シ

ー
ト
に

書
か

せ
る
。

 

 ・
周

囲
の

迷
惑

を
考

え
て

い
く

こ
と

の
大

切
さ

に
つ

 

い
て
知

っ
た
。

 

・
公

共
の

場
で

は
、

周
り

の
人

の
こ

と
を

考
え

て
、

マ
ナ

ー
を

守
っ

て
生

活
し

て
い

か
な

け
れ

ば
い

け
な

い
。

 

・
自

分
の

都
合

ば
か

り
主

張
せ

ず
、

相
手

の
こ

と
も

考
え
て

い
く
こ

と
が

大
事
だ

と
思

っ
た
。

 

 

・
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

書

い
た

内
容

を
数

人
に

発

表
し
て

も
ら
う

。
 

        

 ６
 

評
価

の
視

点
 

 
  

  
 主

人
公

や
友

だ
ち
の

意
見

を
知
る

こ
と

を
通
し

て
、
自
分
を

振
り

返
っ
て
「
公

徳
心
を

も
っ

た
行
動

」
に

つ
い

 

 
 
 
 
 て

の
考

え
を

深
め

て
い

る
。
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動
物
園
の
入
園
係
で
あ
る
元
さ
ん
は
、
規
則
を
破
る
こ
と
に
な
る
と
分
か
っ
て
い
な
が
ら
、
幼
い
姉
弟
の
境

遇
に
同
情
し
、
入
園
を
許
可
す
る
。
と
こ
ろ
が
閉
園
時
間
を
過
ぎ
て
も
２
人
が
動
物
園
か
ら
出
て
こ
な
い
た
め
、

職
員

総
出

で
捜

索
が

行
わ

れ
た

。
無

事
に

姉
弟

は
見

つ
か

り
、

後
日

２
人

の
母

親
か

ら
感

謝
の

手
紙

が
届

く
。
 

し
か
し
喜
び
も
束
の
間
、
会
社
か
ら
は
規
則
を
破
っ
た
こ
と
に
対
す
る
処
分
の
通
知
が
届
く
。
感
謝
の
手
紙

と
処
分
の
通
知
、
二
通
の
手
紙
を
見
て
元
さ
ん
は
職
を
辞
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
 

情
け
深
く
人
間
味
あ
ふ
れ
る
元
さ
ん
の
行
動
は
、
心
情
的
に
は
十
分
理
解
で
き
る
も
の
の
、
そ
の
た
め
に
多

く
の

人
に

迷
惑

を
か

け
て

し
ま

う
。

元
さ

ん
の

思
い

や
り

の
行

動
に

ふ
れ

つ
つ

も
、

規
則

が
な

ぜ
あ

る
の

か
、

規
則
に
よ
っ
て
何
が
守
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
き
ま
り
を
大
切
に
し
て
生

活
し
よ
う
と
す
る
心
情
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
げ
た
い
。
 

 ４
 

校
内

研
究

と
の

関
わ

り
 

 
 
 
本
校
の
研
究
主
題
は
「
豊
か
な
心
を
持
ち
、
人
と
の
か
か
わ
り
を
大
切
に
す
る
生
徒
の
育
成
 
～
一
人
一
人
が
自

分
自

身
の

問
題

と
捉

え
、

多
様

な
考

え
を

認
め

合
う

道
徳

教
育

の
実

践
を

通
し

て
～

」
と

し
て

お
り

、
「

問
題

解
決

的
な

手
法

で
、
『

一
人

一
人

が
自

分
自

身
の

問
題

と
捉

え
議

論
す

る
』

道
徳

の
授

業
を

行
う

こ
と

で
心

豊
か

な
人

間

性
や

社
会

性
を

持
つ

生
徒

が
育

成
で

き
る

」
と

い
う

仮
説

の
も

と
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

こ
の

こ
と

を
踏

ま
え

て
、

本
時
で
は
以
下
の
よ
う
な
手
立
て
を
用
い
る
。
 

(
1
)
 
２
つ
の
「
問
題
」
に
つ
い
て
考
え
る
 

本
時

の
教

材
を

読
ん

だ
人

の
心

に
引

っ
か

か
る

代
表

的
な

も
の

に
「

元
さ

ん
の

処
分

が
重

い
」

と
い

う
の

が

あ
る

だ
ろ

う
。

ま
た

、
そ

も
そ

も
動

物
園

の
規

則
（

１
６

時
以

降
入

園
で

き
な

い
、

小
学

生
以

下
は

保
護

者
同

伴
）
が
違
え
ば
こ
の
物
語
の
よ
う
な
複
雑
な
事
態
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、「

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
規
則
に
な
っ
て
い

る
の

か
」

も
考

え
た

い
。

こ
の

２
つ

の
問

題
を

通
し

て
、

ル
ー

ル
の

妥
当

性
と

懲
戒

処
分

の
妥

当
性

に
つ

い
て

考
え
る
と
と
も
に
、
他
者
の
意
見
に
も
触
れ
る
こ
と
で
規
則
や
き
ま
り
の
意
義
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
い
。
 

(
2
)
 
例
外
規
定
に
つ
い
て
考
え
る
 

上
記

の
２

つ
の

問
題

に
つ

い
て

建
設

的
に

考
え

ら
れ

れ
ば

、
規

則
や

き
ま

り
の

例
外

規
定

に
つ

い
て

も
考

え

る
こ

と
が

で
き

る
と

予
想

さ
れ

る
。

規
則

や
き

ま
り

を
確

実
に

守
る

こ
と

は
確

か
に

大
切

だ
が

、
そ

れ
だ

け
が

全
て

で
は

な
い

。
ど

の
よ

う
な

場
合

に
例

外
を

認
め

て
も

い
い

の
か

を
考

え
る

こ
と

で
、

さ
ら

に
理

解
を

深
め

た
い
。
 

 ５
 

学
習

指
導

課
程

 

段
階

 

(時
間
) 

学
習
活
動
 

主
な
発
問
と
予
想
さ
れ
る
生
徒
の
反
応
 

◇
指
示
 
・
予
想
さ
れ
る
生
徒
の
反
応

 
留
意
点
 

評
 評

価
 
★
提
案
事
項

 
導
入
 

（
1
0
分

）
 

１
 
本
時
の
内
容
の
 

確
認
 

     ２
 
教
材
の
範
読
 

    ・
安
全
の
た
め
。
 

・
人
に
迷
惑
を
か
け
る
の
を
防
ぐ
た
め
。
 

・
集
団
で
生
き
て
い
く
中
で
必
要
だ
か
ら
。
 

 

       ・
場

面
の

説
明

を
入

れ
な

が
ら
範
読
す
る
。

 

発
問
１
 

「
ル
ー
ル
は
な
ぜ
あ
る
の
か
？
何
の
た
め
に

必
要
な
の
か
？
」

第
３

学
年

 
道

徳
科

学
習

指
導

案
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
日
 
時
：
令
和
３
年
１
０
月
２
５
日
（
月
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
対
 
象
：
３
年
１
組
３
７
名
・
は
る
に
れ
学
級
１
名
 
計
３
８

名
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指
導
者
：
教
諭
 
舘
山
 
以
智
朗
 

 １
 

主
題

名
 
規
則
の
意
義
と
は
 
学
習
指
導
要
領
 
特
別
の
教
科
 
道
徳
 
内
容
項
目
Ｃ
〔
遵
法
精
神
、
公
徳
心
〕
 

教
材
名

 
「
二
通
の
手
紙
」
 
（
東
京
書
籍
 
新
し
い
道
徳
３
 
ｐ
１
７
５
～
ｐ
１
７
９
）
 

 ２
 

ね
ら

い
 
法
や
き
ま
り
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
、
理
解
し
、
社
会
の
秩
序
と
規
律
を
高
め
て
い
こ
う
と
す
る
意
欲
を
 

育
て
る
。
 

 ３
 

主
題

設
定

の
理

由
 

（
１
）
ね
ら
い
や
指
導
内
容
に
つ
い
て
 

本
主
題
は
、
「
主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と
」
の
う
ち
「
遵
法
精
神
、
公
徳
心
」
に

関
す
る
内
容
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
学
習
指
導
要
領
解
説
特
別
の
教
科
道
徳
に
お
い
て
「
法
や
き
ま
り
の
意

義
を
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
進
ん
で
守
る
と
と
も
に
、
そ
の
よ
り
よ
い
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
、
自
他
の
権
利
を

大
切
に
し
、
義
務
を
果
た
し
て
、
規
律
あ
る
安
定
し
た
社
会
の
実
現
に
努
め
る
こ
と
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 
 
 
中
学
３
年
生
に
も
な
る
と
世
の
中
に
は
多
く
の
法
や
き
ま
り
が
存
在
す
る
こ
と
を
分
か
っ
て
い
る
が
、
場
合

に
よ
っ
て
は
自
分
本
位
ま
た
は
自
己
の
集
団
本
位
の
判
断
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
明
る
く
住
み
よ
い
社
会
の
実

現
の
た
め
に
、
法
や
き
ま
り
の
意
義
を
深
く
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
積
極
的
に
法
や
き
ま
り
を
遵
守
し
、
社

会
の
一
員
と
し
て
よ
り
よ
く
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
意
欲
を
育
成
し
た
い
。
 

 

（
２
）
生
徒
の
実
態
に
つ
い
て
 

７
月
に
教
研
式
道
徳
教
育
ア
セ
ス
メ
ン
ト
「
Ｂ
Ｅ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」
と
「
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ
」
を
行
っ
た
。
ま
ず
Ｂ
Ｅ
Ｉ

Ｎ
Ｇ
の
結
果
に
よ
る
と
、
本
学
級
は
「
共
感
す
る
力
」「

振
り
返
る
力
」「

前
向
き
に
と
ら
え
る
力
」
は
お
お

よ

そ
全
国
的
な
傾
向
と
同
じ
で
、
自
律
的
な
学
級
風
土
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
問
題

場
面
に
お
い
て
は
望
ま
し
い
気
持
ち
が
伴
わ
ず
、
行
動
も
起
こ
し
に
く
い
傾
向
に
あ
る
生
徒
が
多
い
。
次
に
Ｈ

Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ
の
結
果
に
よ
る
と
、
本
学
級
は
道
徳
性
に
お
け
る
回
答
、
心
情
・
判
断
に
お
け
る
回
答
で
全
国
の
回

答
と
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
で
あ
る
。
内
容
項
目
別
に
見
て
み
る
と
、「

公
正
公
平
社
会
正
義
」「

家
族
愛
、
家
庭
生
活
」

「
学
校
生
活
集
団
生
活
」
の
３
項
目
が
特
に
上
回
り
、「

遵
法
精
神
、
公
徳
心
」
「
社
会
参
画
公
共
精
神
」
「
よ

り
よ
く
生
き
る
」
の
３
項
目
が
全
国
の
傾
向
よ
り
下
回
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。
 

本
学
級
は
全
体
的
に
は
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
大
き
く
逸
脱
す
る
こ
と
が
な
い
学
級
で
あ
る
。
何
か
あ

っ
た
と
き
に
は
注
意
や
声
が
け
を
行
う
生
徒
も
い
る
こ
と
か
ら
、
一
定
の
規
範
意
識
や
道
徳
的
な
心
情
・
判
断
、

協
力
し
合
う
気
持
ち
な
ど
は
備
わ
っ
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
。
し
か
し
一
人
一
人
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
知

識
や
常
識
と
し
て
は
分
か
っ
て
い
て
も
、
一
個
人
と
し
て
正
し
い
行
動
を
貫
く
こ
と
が
で
き
な
い
生
徒
も
多
く
、

人
間
と
し
て
の
弱
さ
を
感
じ
る
場
面
も
多
い
。
本
時
の
教
材
は
、
ま
さ
に
本
学
級
の
課
題
で
あ
る
「
遵
法
精
神
、

公
徳

心
」

に
つ

い
て

深
く

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
教

材
で

あ
る

。
本

時
の

授
業

を
通

し
て

「
分

か
っ

て
い

る
」

だ
け
で
は
な
く
「
実
際
に
行
動
で
き
る
」
人
間
に
つ
な
が
る
よ
う
、
内
面
的
資
質
を
養
い
た
い
。
 

 

 
（
３
）

教
材

に
つ

い
て
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「
例
外
を
認
め
ら
れ
な
い
も
の
、
絶
対
に
守
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
も
あ
る
」
 

 

・「
き
ま
り
を
守
ら
な
く
て

も
い

い
場

合
が

常
に

あ

る
」
と
思
わ
な
い
よ
う
に
、

話
の

方
向

に
気

を
付

け

る
。
 

終
末
 

（
５
分

）
 

６
 

振
り

返
り

と
ま

と
め

 
 

◇
感
想
と
自
己
評
価
を
記
入
す
る
。
 

机
間
巡
視
を
し
て
、
数
名
に
発
表
し
て
も
ら
う
。
 

  

 ６
 

評
価

の
視

点
 

発
問
内
容
に
つ
い
て
よ
く
考
え
、
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
規
則
や
き
ま
り
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
る
。
 

 ７
 

板
書

計
画

 

 

                 

展
開
 

（
3
5
分

）
 

３
 
感
想
を
聞
く

 

      ４
 

２
つ

の
問

題
に

つ
い
て
考
え
る
 

                     ５
 

例
外

に
つ

い
て

考
え
る
 

「
こ
の
物
語
を
読
ん
で
ど
う
思
い
ま
す
か
？
」
 

・
元
さ
ん
は
悪
く
な
い
、
か
わ
い
そ
う
。
 

・
子
ど
も
に
と
っ
て
は
よ
か
っ
た
。
 

・
元
さ
ん
は
や
め
な
く
て
も
い
い
。
 

・
元
さ
ん
は
停
職
処
分
じ
ゃ
な
く
て
い
い
と
思
う
。

・
問
題
に
な
ら
な
い
や
り
方
が
あ
っ
た
と
思
う
。
 

      ◇
ど
ち
ら
も
個
人
で
考
え
、
用
紙
に
書
き
、
黒
板

（
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
）
に
貼
る
。
 

 ①
は
「
子
ど
も
の
幸
福
」
と
「
動
物
園
の
幸
福
」

と
い
う
２
つ
の
観
点
か
ら
考
え
る
。
 

・
小
さ
い
子
供
だ
け
だ
と
危
険
。
 

・
何
か
あ
っ
た
と
き
に
親
も
い
る
と
安
心
。
 

・
誘
拐
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
 

・
閉
園
ギ
リ
ギ
リ
に
来
ら
れ
て
も
困
る
。
 

・
お
客
さ
ん
に
余
裕
を
も
っ
て
見
て
も
ら
え
る
。
 

・
１
７
時
に
ス
ム
ー
ズ
に
閉
園
で
き
る
。
 

 ②
で
処
分
の
感
覚
に
触
れ
さ
せ
る
。
 

・
注
意
す
る
く
ら
い
で
い
い
。
 

・
３
日
の
停
職
。
 

・
１
週
間
の
停
職
。
 

・
給
料
を
１
ヶ
月
だ
け
減
ら
す
。
 

     ◇
グ
ル
ー
プ
で
共
有
し
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
（
グ

ル
ー
プ
用
）
に
書
い
て
黒
板
に
貼
る
。
 

 ・
思
い
や
り
の
行
動
だ
っ
た
ら
。
 

・
不
幸
に
な
る
人
が
い
な
か
っ
た
ら
。
 

 

・
最

終
的

に
元

さ
ん

へ
の

同
情

や
、

雇
い

主
へ

の
批

判
が

メ
イ

ン
に

な
ら

な
い

よ
う
に
す
る
。
 

   ★
①

発
問

内
容

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
で

、
ル

ー
ル

の
妥

当
性

と
処

分
の

妥
当

性
に
つ
い
て
考
え
る
。
 

評
 ワ

ー
ク
シ
ー
ト
 

   ・「
幸
福
」
と
い
う
言
葉
で

考
え

づ
ら

い
生

徒
に

は

「
よ

い
と

こ
ろ

」
や

「
メ

リ
ッ

ト
」

と
い

う
言

葉
で

イ
メ

ー
ジ

し
や

す
く

す

る
。
 

         ★
②

例
外

規
定

に
つ

い
て

考
え
、
話
し
合
う
こ
と
で
、

規
則

や
決

ま
り

に
つ

い
て

多
面

的
に

考
え

、
理

解
を

深
め
る
。
 

評
 話

合
い
活
動
、
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
 

   

発
問
３
 

「
ど
ん
な
時
に
は
例
外
を
認
め
て
も
い
い
で
す

か
？
」
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８
 

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

 

 
2

0
2

１
年

　
　

　
　

月
　

　
　

　
日

☆
 感

想

☆
 Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
自

己
評

価

　
　

　
組

　
　

　
　

番
　

氏
名

１
　

物
語

に
つ

い
て

興
味

を
も

ち
な

が
ら

読
め

た
か

２
　

自
分

の
考

え
を

友
達

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
た

か

３
　

友
達

の
考

え
を

ま
じ

め
に

聞
い

た
か

、
理

解
し

よ
う

と
し

た
か

４
　

授
業

の
内

容
に

つ
い

て
深

く
考

え
る

こ
と

が
で

き
た

か

Ａ
　

Ｂ
　

Ｃ
　

Ｄ

Ａ
　

Ｂ
　

Ｃ
　

Ｄ

Ａ
　

Ｂ
　

Ｃ
　

Ｄ

Ａ
　

Ｂ
　

Ｃ
　

Ｄ

（
　

Ａ
：

意
欲

的
に

で
き

た
　

Ｂ
：

で
き

た
　

Ｃ
：

あ
ま

り
で

き
な

か
っ

た
　

Ｄ
：

で
き

な
か

っ
た

　
）

１ ・
子

ど
も

に
と

っ
て

の
幸

福
は

？

・
動

物
園

に
と

っ
て

の
幸

福
は

？

２

３
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【参考資料】 道徳の授業における発問について 
    発問の目的は、教材から道徳的価値について深く考えられるようにしたり、道徳的価値が

人として生きる上で大切だということを意味付けしたりすることであり、本校では発問につ

いて以下のように整理し、実践することとした。 

導
入 

道徳的価値への導入→自我関与の道すじ 教材への導入 

本時のテーマに関わる問題意識を持たせる導

入 
 例：生活の中できまりがあってよかったと

感じるのはどんなときですか。 

教材の内容に興味や関心をもたせる導入 
 教材に関連する映像などを提示して 
「～について知っていますか」 
「～した経験はありますか」 

展
開
Ⅰ 

教
材
を
中
心
と
し
て
考
え
さ
せ
る
発
問 

①教材中の状況把握や心情把握を補う場面発問【教材の確認・補充】 
 「その後、どうなりましたか。何が起こったのですか」 

「なぜそうなったのですか」 
「～のとき、〇〇はどんな気持ちでしたか」「どんなことを考えたのでしょう」 
「〇〇は、何と何で迷っているのでしょう」 
「〇〇について、前と後ではどう違いますか」  

②問題場面における人物の考えや行動に対してその根拠や意味などを問う発問【分析】 
「なぜ〇〇はそのように行動したのでしょう」 
「〇〇の行為にはどんな意味があるのでしょう」 

③問題場面における人物の考えや行動を客観的に見て、自分の考えを明らかにする発問 
【共感・批判】

 「主人公の行動や考え方について、どう思いますか」 
「主人公と同じような気持ちになったことはありますか」 
「〇〇は本当にそのようにしてよかったのでしょうか」 
「〇〇の考えに賛成ですか、反対ですか、その理由はなんですか」 

展
開
Ⅱ 
自
己
を
見
つ
め
る 

④登場人物への自我関与を促しながら自分の気持ちや考えを明らかにする発問 
【投影・発展】

「もし自分が〇〇だったらどうしますか、どのように考えますか」 
「もし自分が〇〇だったら、どうしなければならないと思いますか」 
「なぜそのように行動するのでしょう」 

⑤生徒から出た意見を共有させ、討論につなげる発問【拡散】 
  「～や～という意見がでましたが、どれが大事なのでしょう」 
  「～や～という意見がでましたが、～についてはどう思いますか」 
⑥本時のテーマそのものを問う発問【テーマ】 

「～で大切なことはどんなことですか」 
「よりよい解決方法にはどのようなものが考えられるでしょう」 

ここで活動と組み合わせる 
 ・小グループでの話合い、学級全体での討論、役割演技など 
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補助発問（ゆさぶり） 
 Ａ 出てきた意見に対して問いかけ、深める【深化】 

「それはどういうことですか」「なぜですか」 
 
Ｂ 生徒の意見に対する意思を強化させる【強化】 

「本当にそう思いますか」「もし～だとしてもそうしますか」 
「いつ、どこで、誰に対してもそうできますか」 

  
Ｃ 一定の意見に固定してしまったときに視点を変える【転換】 
 「もし～だとしたらどうなるでしょう」「～と考えたらどうなるでしょう」 

  
 Ｄ 生徒の規定概念に対して、対立や矛盾を生み出す【否定】 
  「それは本当に正しい行為でしょうか」 
  「自分がそのようにされてもよいですか」 
  例：「～することが本当の思いやりと言えるのではないでしょうか」   
 

 

終
末 

「授業の最初と比べて、今は～についてどう思いますか」 
「あなたにとって～とはどんなことですか」 
「これから～についてどうしていきたいですか」 
「～は、なぜ大切なのでしょう」 
「本当の～とは何でしょう」 

 
 
※参考文献・引用：「中学校における『考え、議論する』道徳科授業の在り方に関する研究」 

（岩手県立総合教育センターＨＰ） 
          「訓育的教授の理論」（明治図書 吉本均著） 

「中学校 全時間の授業展開で見せる『考え、議論する道徳』」 
山中伸之編集代表（学事出版） 

「道徳教育」２０１９年 6 月号,１０月号（明治図書） 
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令和３年度

日本国憲法・教育基本
法・学校教育法・
学習指導要領
五所川原市学校教育
の指導と重点

・時代や社会の要請
・生徒の実態
・保護者や地域の願い
・教師の願い

特別活動 各教科

学
級
活
動

○集団の一員としての
自覚を深め、学校生活
の充実と、よりよい人
間関係の形成に努め
ようとする態度を育て
る。

総合的な学習の時間

生徒が、ねらいとする道徳的価値を自分の課題として受け
止め、豊かにいきいきと表現して、よりよく生きようとする意
欲を自ら育もうとする時間をめざす。

・多様な体験活動を効果的に関連させ、生かしていく工夫
・問題解決的な学習を取り入れ、価値理解を深める工夫
・ゲストティーチャー、ティームティーチング等指導方法の工夫
・一人一人のよさを伸ばし成長を促すための評価の工夫

教育環境の整備 豊かな体験活動 家庭・地域等との連携

○生徒の豊かな心を育て、道徳的実
践意欲を高めるような環境づくりをす
る。
・生徒と教師、生徒相互の望ましい人
間関係づくり
・図書館の整備、充実
・校内緑化の推進

○全教育活動において、道徳的実践を促したり、
道徳的実践力を培ったりするための豊かな体験の
場を充実する。
・人、物、自然とのふれあい
・道徳の時間の学習
・各教科、総合的な学習の時間の学習
・職場体験を通じての学習
・学校行事を通じての学習

○学校、家庭、地域三者の相互理解を深
め、交流を密にし、協力体制を整える。
・学校公開日、授業参観、保護者会
・学校だより、道徳通信の作成・発行
・地域行事への積極的なかかわり
・道徳通信や公開授業、保護者会で「私た
ちの道徳」を積極的に活用

３
学
年

・人間尊重の精神を基盤に、他者に対して思いやりと寛容の心をもって
接する。

・社会生活に必要な規範意識を身につけ、積極的な社会参画の自覚を
深める。

○課題を見つけ、判断
し、解決する能力や態度
を育てる。
○学び方や、ものの考
え方を身に付け、問題解
決や探求活動を通し、自
己の生き方を考えること
ができる人間を育成す
る。学級経営

・一人ひとりを大切にする学級集団づくりをめざし、人間尊重の精神を深める。
・心の交流を図り、互いに認め合う関係づくりに努める。

道徳の時間

生徒指導

１
学
年

・助け合いの精神を重んじ、生活を支えている人への感謝の気持ちを持
つ。

・法やきまりの意義を理解し、集団の一員としての役割と責任を果たす。

○自己理解を深め、自己
実現を図るための能力・
態度を高める指導の手だ
てを工夫する。
○差別や偏見のない、人
権尊重の精神の育成に努
める。
○学校、家庭、地域が一
貫した指導姿勢をもつた
めの方法を探る。

２
学
年

・相手の立場に立って、お互いの良さを認め、励まし合い、、高め合う。

・社会連帯の自覚を深め、差別や偏見をなくし、よりよい社会の実現をめ
ざす。

生
徒
会
活
動

○異年齢の生徒同士
で協力し、学校生活に
おける問題解決のた
めに話し合い、役割を
果たそうとする態度を
養う。

道徳教育の重点目標

・誰に対しても思いやりの心をもち、相手の立場を尊重し、助け合う心を育成
する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【B-（６）思いやり・感謝】

・社会生活を送るうえで人間として持つべき規範意識を身につける。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【C-（10）遵法精神・公徳心】

学
校
行
事

○道徳教育実践の基
盤は学級にあるという
認識のもと、折に触れ
て道徳教育の実践を
図る。集団生活の中で
他者とかかわる力を付
け、自発的な態度を養
う。

五所川原市立五所川原第一中学校

学校の教育目標

夢を持ち、共に学ぶ心豊かな生徒

道徳教育の目標

人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念を家庭、学校、その他社会における
具体的な生活の中に生かし、豊かな心をもち、個性豊かな文化の創造と平和
で民主的な社会及び国家の発展に努め、国際社会の平和と発展や環境の保
全に貢献し、未来を拓く主体性のある日本人を育成するため、自己の生き方
を考え、主体的な判断の下に行動し、自立した人間として他者と共により良く
生きる基盤となる道徳性を養う。

○指導内容・方法の改
善、充実を図り、生徒一
人ひとりの考える力の育
成に努める。
○生徒一人ひとりの個
性、能力に応じた指導の
展開に努めるとともに、
相互に協力し合い、励ま
し合う学習態度の育成
に努める。
○各教科の指導内容、
教材等で、道徳教育に
深くかかわるものを通し
て、道徳性の啓発を行
う。
○見学、体験、実験、観
察、グループ学習、共同
製作などの学習方法や
学習形態を通して、道徳
性の啓発を行う。
○指導する教師の行動
や態度を通して、望まし
い人間関係のあり方を
感化していく。

各学年の重点目標

道徳教育全体計画
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ス

ト
グ

ラ
ム

と
相

対
度

数
デ

ー
タ

に
も

と
づ

く
確

率

理
科

物
質

の
分

類
物

質
を

加
熱

し
て

分
⽔

す
る

レ
ポ

ー
ト

の
書

き
⽅

⾝
近

な
⽣

物
の

観
察

⽣
物

を
分

類
す

る
植

物
の

分
類

花
の

つ
く

り

動
物

の
分

類
未

知
の

物
質

を
つ

き
と

め
る

粒
⼦

モ
デ

ル
と

物
質

の
性

質

⽔
溶

液
か

ら
溶

質
を

取
り

出
す

酸
素

と
⼆

酸
化

炭
素

を
発

⽣
さ

せ
て

区
別

す
る

粒
⼦

モ
デ

ル
と

状
態

変
化

状
態

変
化

と
体

積
・

質
量

⽔
と

エ
タ

ノ
ー

ル
の

混
合

物
を

分
け

る

⾝
の

回
り

の
現

象
光

の
性

質
光

の
反

射
・

屈
折

凸
レ

ン
ズ

に
よ

っ
て

で
き

る
像

⾳
の

性
質

⾳
の

⼤
⼩

や
⼯

程
と

⾳
源

の
振

動
と

の
関

係

⼒
の

は
た

ら
き

ば
ね

の
伸

び
と

⼒
の

関
係

⽕
⼭

⽕
成

岩
の

つ
く

り
地

層
堆

積
岩

の
分

類
地

域
の

過
去

を
読

み
取

る

地
震

の
揺

れ
や

伝
わ

り
⽅

⼤
地

の
変

動
に

関
わ

る
恵

み
や

災
害

⾳
楽

【
歌

唱
】

W
e'l

l F
in

d 
Th

e 
W

ay
【

鑑
賞

】
春 【

歌
唱

】
主

⼈
は

冷
た

い
⼟

の
中

に

【
器

楽
】

・
聖

者
の

⾏
進

 
 

 
 

 
 

・
リ

コ
ー

ダ
ー

 L
ES

SO
N１

【
鑑

賞
】

映
画

「
ジ

ョ
ー

ズ
」

か
ら

“ジ
ョ

ー
ズ

の
テ

ー
マ

”

【
歌

唱
】

朝
の

⾵
に

君
を

の
せ

て

【
鑑

賞
】

魔
王

【
歌

唱
】

合
唱

コ
ン

ク
ー

ル
【

鑑
賞

】
・

⽇
本

の
⺠

謡
・

ア
ジ

ア
の

諸
⺠

族
の

⾳
楽

・
ソ

ー
ラ

ン
節

【
歌

唱
】

・
浜

辺
の

歌
 

・
⾚

と
ん

ぼ
【

鑑
賞

】
雅

楽
「

越
天

楽
」

【
鑑

賞
】

 
 

 
 

 
 

 
 

筝
曲

「
六

段
の

調
」

【
器

楽
】

⾍
づ

く
し

【
創

作
】

M
y 

M
el

od
y

【
歌

唱
】

Le
t's

 S
ea

rc
h 

Fo
r T

om
or

ro
w

美
術

形
と

⾊
彩

⾒
て

描
く

⾒
て

描
く

⽊
で

つ
く

る
⽊

で
つ

く
る

⽊
で

つ
く

る
模

様
の

デ
ザ

イ
ン

ロ
ゴ

マ
ー

ク
ロ

ゴ
マ

ー
ク

動
物

を
つ

く
る

動
物

を
つ

く
る

⾵
景

画
⾵

景
画

紙
で

つ
く

る
紙

で
つ

く
る

⼈
の

姿
・

動
き

⼈
の

姿
・

形
版

画
版

画

体
育

集
団

⾏
動

・
体

つ
く

り
運

動
体

⼒
テ

ス
ト

体
つ

く
り

運
動

・
陸

上
競

技
陸

上
競

技
（

短
距

離
⾛

・
リ

レ
ー

）
球

技
（

バ
レ

ー
/ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
）

球
技

（
バ

レ
ー

/ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

）
器

械
運

動
（

マ
ッ

ト
運

動
）

球
技

（
バ

ド
ミ

ン
ト

ン
）

器
械

運
動

（
マ

ッ
ト

運
動

）
球

技
（

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

）
柔

道
球

技
（

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

）
柔

道
球

技
（

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

）
ダ

ン
ス

（
フ

ォ
ー

ク
ダ

ン
ス

）
球

技
（

フ
ッ

ト
サ

ル
／

卓
球

）
球

技
（

フ
ッ

ト
サ

ル
／

卓
球

）

保
健

技
術

材
料

と
加

⼯
の

原
理

材
料

と
加

⼯
の

法
則

と
仕

組
み

問
題

の
発

⾒
，

課
題

の
設

定
製

作
品

の
構

想
，

設
計

製
図

，
製

作
の

計
画

作
業

⼿
順

を
考

え
た

製
作

作
業

⼿
順

を
考

え
た

製
作

作
業

⼿
順

を
考

え
た

製
作

問
題

解
決

の
評

価
，

改
善

・
修

正
材

料
と

加
⼯

の
技

術
の

最
適

化
、

こ
れ

か
ら

の
材

料
と

加
⼯

の
技

術
⽣

物
育

成
の

技
術

と
は

作
物

の
育

成
環

境
を

調
節

す
る

技
術

作
物

の
成

⻑
を

管
理

す
る

技
術

動
物

を
育

て
る

技
術

⽣
物

育
成

の
技

術
の

⼯
夫

の
読

み
取

り
問

題
の

発
⾒

，
課

題
の

設
定

⽣
物

の
育

成
計

画
成

⻑
に

合
わ

せ
た

適
切

な
育

成
問

題
解

決
の

評
価

，
改

善
・

修
正

家
庭

⾷
事

の
役

割
中

学
⽣

の
栄

養
の

特
徴

中
学

⽣
に

必
要

な
栄

養
素

を
満

た
す

⾷
事

バ
ラ

ン
ス

の
良

い
献

⽴
作

り
⾷

品
の

選
択

と
購

⼊
⾷

品
の

保
存

と
⾷

中
毒

防
⽌

⽇
常

⾷
の

調
理

地
域

の
⾷

⽂
化

持
続

可
能

な
⾷

⽣
活

を
⽬

指
し

て
（

⾷
⽣

活
を

取
り

巻
く

問
題

）
⽣

活
を

豊
か

に
す

る
た

め
に

（
布

を
⽤

い
た

物
の

製
作

）
⽣

活
を

豊
か

に
す

る
た

め
に

（
布

を
⽤

い
た

物
の

製
作

）
⽣

活
を

豊
か

に
す

る
た

め
に

（
布

を
⽤

い
た

物
の

製
作

）
⽣

活
を

豊
か

に
す

る
た

め
に

（
布

を
⽤

い
た

物
の

製
作

）

外
国

語
⼩

学
校

の
復

習
名

前
や

好
き

な
も

の
を

伝
え

あ
う

ca
nの

⽂
⾝

近
な

⼈
や

も
の

を
伝

え
あ

う
い

つ
、

ど
こ

、
数

を
た

ず
ね

る
、

答
え

る
相

⼿
に

指
⽰

す
る

、
時

刻
や

好
き

な
も

の
を

た
ず

ね
る

⾏
っ

た
場

所
、

楽
し

ん
だ

こ
と

に
つ

い
て

話
す

１
学

期
の

復
習

１
学

期
の

復
習

⾃
分

や
相

⼿
以

外
の

も
の

に
つ

い
て

た
ず

ね
る

、
答

え
る

許
可

を
求

め
る

依
頼

す
る

ど
ち

ら
な

の
か

、
だ

れ
の

も
の

か
を

た
ず

ね
る

、
答

え
る

今
し

て
い

る
こ

と
に

つ
い

て
説

明
す

る
⽬

的
に

合
わ

せ
た

カ
ー

ド
を

書
く

し
た

い
こ

と
に

つ
い

て
説

明
す

る

好
き

な
有

名
⼈

や
あ

こ
が

れ
の

⼈
に

つ
い

て
た

ず
ね

る
、

説
明

す
る

図
や

表
な

ど
の

情
報

を
参

考
に

、
書

き
⼿

の
考

え
を

読
み

取
る

過
去

の
出

来
事

に
つ

い
て

説
明

す
る

、
た

ず
ね

る
過

去
の

状
態

や
気

持
ち

、
過

去
の

あ
る

時
点

に
し

て
い

た
こ

と
に

つ
い

て
説

明
す

る

思
い

出
に

残
っ

た
学

校
⾏

事
に

つ
い

て
発

表
す

る

学
級

活
動

中
学

校
の

⽣
活

学
級

⽬
標

づ
く

り
学

級
組

織
づ

く
り

学
習

の
⼼

構
え

友
達

づ
く

り
教

室
環

境
づ

く
り

私
の

勉
強

法
⾷

習
慣

の
形

成
学

ぶ
こ

と
と

働
く

こ
と

体
育

⼤
会

期
末

テ
ス

ト
に

向
け

て
１

学
期

の
反

省
夏

休
み

の
計

画

２
学

期
の

計
画

私
の

将
来

⼀
中

祭
へ

の
取

り
組

み
⽣

徒
会

部
活

動
へ

の
参

加
男

⼥
の

理
解

・
協

⼒
中

間
テ

ス
ト

に
向

け
て

合
唱

コ
ン

ク
ー

ル

⼼
の

悩
み

勤
労

観
・

職
業

観
の

育
成

社
会

の
⼀

因
と

し
て

の
⾃

覚
と

責
任 ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

す
す

め

性
の

発
達

と
適

応
期

末
テ

ス
ト

に
向

け
て

２
学

期
の

反
省

新
年

に
あ

た
っ

て
実

⼒
テ

ス
ト

進
路

の
計

画
期

末
テ

ス
ト

に
向

け
て

卒
業

式
に

向
け

て

進
級

す
る

⼼
構

え
学

級
解

散
会

夢
を

持
ち

、
共

に
学

ぶ
⼼

豊
か

な
⽣

徒
（

令
和

３
年

度
）

【
保

健
分

野
】

健
康

な
⽣

活
と

疾
病

の
予

防
①

健
康

の
成

り
⽴

ち
と

疾
病

の
発

⽣
要

因
／

運
動

と
健

康
／

⾷
⽣

活
と

健
康

／
休

養
･睡

眠
と

健
康

／
調

和
の

と
れ

た
⽣

活
【

保
健

分
野

】
⼼

⾝
の

機
能

の
発

達
と

⼼
の

健
康

 
 

体
の

発
育

・
発

達
／

呼
吸

器
・

循
環

器
の

発
育

発
達

／
⽣

殖
機

能
の

成
熟

／
異

性
の

尊
重

と
性

情
報

へ
の

対
処

 
 

 
／

⼼
の

発
達

／
⾃

⼰
形

成
と

⼼
の

健
康

／
⼼

と
体

の
関

わ
り

／
欲

求
と

⼼
の

健
康

／
ス

ト
レ

ス
の

よ
る

健
康

へ
の

影
響

／
ス

ト
レ

ス
へ

の
対

処
の

⽅
法

【
体

育
分

野
】

運
動

や
ス

ポ
ー

ツ
の

多
様

性
 

 
運

動
や

ス
ポ

ー
ツ

の
必

要
性

と
楽

し
さ

 
 

 
／

運
動

や
ス

ポ
ー

ツ
へ

の
多

様
な

関
わ

り
⽅

／
運

動
や

ス
ポ

ー
ツ

の
多

様
な

楽
し

み
⽅

学
校

⾏
事

－52－



中
学

校
２

年
⽣

教
育

⽬
標

努
⼒

⽬
標

・
⽬

標
に

向
か

っ
て

学
習

す
る

⽣
徒

・
誠

実
で

思
い

や
り

の
あ

る
⽣

徒
・

健
康

で
忍

耐
⼒

の
あ

る
⽣

徒
４

⽉
５

⽉
６

⽉
７

⽉
８

⽉
９

⽉
10

⽉
11

⽉
12

⽉
１

⽉
２

⽉
３

⽉
始

業
式

・
⼊

学
式

知
能

検
査

、
標

準
学

⼒
検

査
⾝

体
測

定
参

観
⽇

、
Ｐ

Ｔ
Ａ

総
会

教
育

相
談

前
期

⽣
徒

総
会

避
難

訓
練

中
体

連
・

壮
⾏

式
体

育
⼤

会
参

観
⽇

薬
物

乱
⽤

防
⽌

教
室

終
業

式
三

者
⾯

談
、

⼆
者

⾯
談

始
業

式
⽣

徒
会

交
流

会
⾃

由
参

観
⽇

３
年

修
学

旅
⾏

避
難

訓
練

中
体

連
新

⼈
⼤

会
・

壮
⾏

式

⼀
中

祭
合

唱
コ

ン
ク

ー
ル

避
難

訓
練

芸
術

鑑
賞

教
室

２
年

修
学

旅
⾏

教
育

相
談

２
年

教
育

相
談

参
観

⽇
３

年
三

者
⾯

談
終

業
式

始
業

式
後

期
⽣

徒
総

会
新

⼊
⽣

説
明

会
職

業
講

話
卒

業
証

書
授

与
式

⼊
学

説
明

会
修

了
式

道
徳

１
 

あ
い

さ
つ

 B
(7

)礼
儀

２
 

住
み

よ
い

社
会

に
 C

(1
2)

社
会

参
画

，
公

共
の

精
神

３
 

遠
⾜

で
学

ん
だ

こ
と

 B
(9

)
相

互
理

解
，

寛
容

４
-１

 
私

の
せ

い
じ

ゃ
な

い
C(

11
)公

正
，

公
平

，
社

会
正

義
４

-２
 

あ
の

⼦
の

ラ
ン

ド
セ

ル
A(

1)
⾃

主
，

⾃
律

，
⾃

由
と

責
任

４
-３

 
「

い
じ

め
」

に
つ

い
て

，
あ

な
た

は
ど

う
思

う
？

５
 

み
ん

な
で

と
ん

だ
！

 B
(8

)
友

情
，

信
頼

６
 

私
は

⼗
四

歳
 A

(3
)向

上
⼼

，
個

性
の

伸
⻑

７
 

ご
め

ん
ね

，
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
C(

14
)家

族
愛

，
家

庭
⽣

活
の

充
実 ８

 
⼼

で
い

た
だ

く
伝

統
の

味
C(

17
)我

が
国

の
伝

統
と

⽂
化

の
尊

重
，

国
を

愛
す

る
態

度

９
 

愛
 B

(6
)思

い
や

り
，

感
謝

１
０

 
祭

り
の

夜
 C

(1
6)

郷
⼟

の
伝

統
と

⽂
化

の
尊

重
，

郷
⼟

を
愛

す
る

態
度

１
１

-１
 

奇
跡

の
⼀

週
間

D(
19

)⽣
命

の
尊

さ
１

１
-２

 
妹

に
 D

(1
9)

⽣
命

の
尊

さ
１

１
-３

 
三

つ
の

い
の

ち
に

つ
い

て
考

え
る

 D
(1

9)
⽣

命
の

尊
さ

１
２

 
宝

塚
⽅

⾯
⾏

き
―

⻄
宮

北
⼝

駅
 C

(1
0)

遵
法

精
神

，
公

徳
⼼

１
３

-１
 

⽩
ご

飯
を

⽬
指

し
て

―
萩

野
公

介
 A

(2
)節

度
，

節
制

１
３

-２
 

不
安

な
気

持
ち

を
整

え
て

み
よ

う
 A

(2
)節

度
，

節
制

１
４

 
ゴ

ー
ル

 B
(8

)友
情

，
信

頼 １
５

 
四

⼗
七

年
に

感
謝

を
こ

め
て

 C
(1

5)
よ

り
よ

い
学

校
⽣

活
，

集
団

⽣
活

の
充

実

１
６

 
「

注
⽂

を
ま

ち
が

え
る

料
理

店
」

 B
(9

)相
互

理
解

，
寛

容
１

７
 

六
千

⼈
の

命
の

ビ
ザ

C(
18

)国
際

理
解

，
国

際
貢

献
１

８
 

冬
の

使
者

「
マ

ガ
ン

」
D(

20
)⾃

然
愛

護
１

９
 

今
度

は
私

の
番

だ
 C

(1
2)

社
会

参
画

，
公

共
の

精
神

２
０

 
渡

良
瀬

川
の

鉱
毒

 C
(1

1)
公

正
，

公
平

，
社

会
正

義
２

１
 

夜
は

⼈
間

以
外

の
も

の
の

時
間

 D
(2

1)
感

動
，

畏
敬

の
念

２
２

-１
 

⾃
分

を
信

じ
て

⽣
き

る
と

は
…

…
 D

(2
2)

よ
り

よ
く

⽣
き

る
喜

び
２

２
-２

 
本

当
の

私
 D

(2
2)

よ
り

よ
く

⽣
き

る
喜

び
２

３
‐

１
 

我
，

こ
こ

に
⽣

き
る

C(
13

)勤
労

２
３

‐
２

 
「

⼗
年

後
の

⾃
分

」
か

ら
「

現
在

の
⾃

分
」

に
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
伝

え
よ

う
 C

(1
3)

勤
労

２
４

 
左

⼿
で

つ
か

ん
だ

⾳
楽

A(
4)

希
望

と
勇

気
，

克
⼰

と
強

い
意

志
２

５
 

書
道

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
の

C(
17

)我
が

国
の

伝
統

と
⽂

化
の

尊
重

，
国

を
愛

す
る

態
度

２
６

 
⾚

⼟
の

中
の

真
実

 A
(5

)
真

理
の

探
究

，
創

造

２
７

 
⼼

に
寄

り
そ

う
 B

(6
)思

い
や

り
，

感
謝

２
８

 
「

い
い

ね
」

の
た

め
に

？
C(

10
)遵

法
精

神
，

公
徳

⼼

国
語

読
む

ー
詩

⼿
紙

の
効

⽤
読

む
ー

⾔
語

感
覚

書
く

ー
詩

歌
創

作
話

し
⾔

葉
と

書
き

⾔
葉

形
の

似
た

漢
字

読
む

ー
⽂

学
⼀

⼈
物

像
を

捉
え

る

読
む

ー
⽂

学
⼀

相
⼿

の
⽴

場
を

踏
ま

え
、

考
え

を
深

め
る

話
す

・
聞

く
ー

聞
く

敬
語

他
教

科
で

学
ぶ

漢
字

１

情
報

を
図

や
表

に
整

理
す

る
読

む
ー

構
成

・
展

開
、

読
書

書
く

ー
伝

達
⽤

⾔
の

活
⽤

漢
字

の
意

味

読
む

ー
吟

味
・

判
断

論
証

の
説

得
⼒

を
⾒

極
め

る
書

く
ー

論
証

・
説

得
話

す
・

聞
く

ー
話

す
助

詞
同

訓
異

字
読

む
ー

詩

古
典

 
枕

草
⼦

・
徒

然
草

 
平

家
物

語
 

漢
詩

書
く

ー
通

信
・

⼿
紙

助
動

詞
他

教
科

で
学

ぶ
漢

字
２

読
む

ー
⽂

学
⼆

書
く

ー
描

写
・

表
現

類
義

語
・

対
義

語
読

む
ー

読
書

読
む

ー
⾔

葉
と

メ
デ

ィ
ア

質
問

す
る

・
反

論
す

る
話

す
・

聞
く

ー
話

し
合

う
想

像
を

誘
う

よ
う

に
表

現
す

る
書

く
ー

感
性

・
想

像

同
⾳

異
義

語
読

む
ー

詩
読

む
ー

読
書

書
写

⾏
書

の
書

き
⽅

を
学

ぼ
う

（
点

画
の

省
略

）
⾏

書
の

書
き

⽅
を

学
ぼ

う
（

筆
順

の
変

化
）

⾏
書

の
ま

と
め

２
⾏

書
と

仮
名

を
交

え
て

書
こ

う
（

⾏
書

と
仮

名
の

調
和

）
⾏

書
と

仮
名

を
交

え
て

書
こ

う
（

⾏
書

に
調

和
す

る
仮

名
）

⽂
字

の
い

ず
み

 
⽂

字
と

絵
⾏

書
と

仮
名

を
交

え
て

書
こ

う
（

⽂
字

の
⼤

き
さ

と
配

列
）

⽣
活

に
広

げ
よ

う
 

本
の

ポ
ッ

プ
を

書
こ

う
楷

書
と

⾏
書

を
選

ん
で

書
こ

う
（

楷
書

と
⾏

書
の

使
い

分
け

）

楷
書

と
⾏

書
を

選
ん

で
書

こ
う

（
場

⾯
や

⽬
的

に
応

じ
た

書
き

⽅
）

⾏
書

の
ま

と
め

３

⽂
字

の
い

ず
み

 
書

初
め

を
し

よ
う

⽣
活

に
広

げ
よ

う
 

防
災

訓
練

に
参

加
し

よ
う

⽂
字

の
い

ず
み

 
書

い
て

味
わ

お
う

社
会

近
世

の
⽇

本
近

世
の

⽇
本

⽇
本

の
姿

世
界

か
ら

⾒
た

⽇
本

の
姿

世
界

か
ら

⾒
た

⽇
本

の
姿

世
界

か
ら

⾒
た

⽇
本

の
姿

世
界

か
ら

⾒
た

⽇
本

の
姿

⽇
本

の
諸

地
域

⽇
本

の
諸

地
域

⽇
本

の
諸

地
域

⾝
近

な
地

域
の

調
査

⾝
近

な
地

域
の

調
査

⾝
近

な
地

域
の

調
査

開
国

と
近

代
⽇

本
の

歩
み

開
国

と
近

代
⽇

本
の

歩
み

数
学

式
の

計
算

⽂
字

式
の

利
⽤

⽂
字

式
の

利
⽤

連
⽴

⽅
程

式
連

⽴
⽅

程
式

連
⽴

⽅
程

式
の

利
⽤

⼀
次

関
数

と
グ

ラ
フ

⼀
次

関
数

と
グ

ラ
フ

⼀
次

関
数

と
⽅

程
式

⼀
次

関
数

の
利

⽤
平

⾏
と

合
同

平
⾏

と
合

同
証

明
証

明
三

⾓
形

四
⾓

形

四
⾓

形
場

合
の

数
と

確
率

場
合

の
数

と
確

率
箱

ひ
げ

図
箱

ひ
げ

図

理
科

物
質

の
な

り
た

ち
と

化
学

変
化

⾦
属

と
硫

⻩
の

結
び

つ
き

⽔
に

電
流

を
流

し
た

時
の

変
化

炭
酸

⽔
素

ナ
ト

リ
ウ

ム
の

分
解

化
学

変
化

と
物

質
の

質
量

⾦
属

と
結

び
つ

く
酸

素
の

質
量

化
学

変
化

を
化

学
反

応
式

で
表

す
化

学
変

化
の

利
⽤

酸
化

銅
か

ら
銅

を
取

り
出

さ
す

動
植

物
の

⽣
き

る
し

く
み

細
胞

の
つ

く
り

植
物

の
つ

く
り

と
は

た
ら

き

養
分

を
作

る
た

め
に

必
要

な
条

件
デ

ン
プ

ン
の

で
き

る
場

所
と

原
料

動
物

の
つ

く
り

と
は

た
ら

き
だ

液
の

は
た

ら
き

反
応

が
伝

わ
る

経
路

回
路

の
電

流
と

電
圧

の
関

係
抵

抗
器

の
発

熱
と

電
⼒

・
時

間
の

関
係

電
流

と
磁

界
の

関
係

コ
イ

ル
と

磁
⽯

で
は

た
ら

く
⼒

電
流

を
取

り
出

す
電

流
の

正
体

⼤
気

の
性

質
と

雲
の

で
き

⽅
空

気
を

冷
や

し
て

露
点

を
求

め
る

天
気

と
変

化
気

象
要

素
の

関
係

⽇
本

の
天

気
気

象
に

関
わ

る
恵

み
や

災
害

⾳
楽

【
歌

唱
】

 
夢

の
世

界
を

【
歌

唱
】

翼
を

く
だ

さ
い

M
y 

Vo
ice

【
創

作
】

Le
t's

 C
re

at
e!

【
器

楽
】

カ
ン

ト
リ

ー
 ロ

ー
ド

【
鑑

賞
】

交
響

曲
第

５
番

 ハ
短

調
【

歌
唱

】
・

夏
の

思
い

出

【
歌

唱
】

サ
ン

タ
ル

チ
ア

Jo
yf

ul
 Jo

yf
ul

【
創

作
】

M
y M

el
od

y
【

歌
唱

】
合

唱
コ

ン
ク

ー
ル

【
鑑

賞
】

ア
イ

ー
ダ

【
鑑

賞
】

歌
舞

伎
「

勧
進

帳
」

⻑
唄

【
鑑

賞
】

受
け

継
ご

う
！

郷
⼟

の
祭

り
や

芸
能

【
鑑

賞
】

世
界

の
諸

⺠
族

の
⾳

楽
【

歌
唱

】
歌

い
継

ご
う

 ⽇
本

の
歌

美
術

パ
ッ

ケ
ー

ジ
で

魅
⼒

を
伝

え
る

パ
ッ

ケ
ー

ジ
で

魅
⼒

を
伝

え
る

明
り

の
形

明
り

の
形

明
り

の
形

ポ
ス

タ
ー

ピ
ク

ト
グ

ラ
ム

と
サ

イ
ン

計
画

ピ
ク

ト
グ

ラ
ム

と
サ

イ
ン

計
画

⾃
画

像
⾃

画
像

奥
⾏

き
の

表
現

奥
⾏

き
の

表
現

版
表

現
の

可
能

性
版

表
現

の
可

能
性

⽇
本

ら
し

さ
⽔

墨
画

の
世

界
⽔

墨
画

の
世

界

体
育

集
団

⾏
動

・
体

つ
く

り
運

動
体

⼒
テ

ス
ト

体
つ

く
り

運
動

・
陸

上
競

技
陸

上
競

技
（

短
距

離
⾛

・
リ

レ
ー

・
ハ

ー
ド

ル
⾛

）
球

技
（

バ
レ

ー
/ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
）

球
技

（
バ

レ
ー

/ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

）
器

械
運

動
（

マ
ッ

ト
運

動
）

球
技

（
バ

ド
ミ

ン
ト

ン
）

器
械

運
動

（
跳

び
箱

運
動

）
球

技
（

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

）
柔

道
球

技
（

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

）
柔

道
球

技
（

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

）
ダ

ン
ス

（
フ

ォ
ー

ク
ダ

ン
ス

）
球

技
（

フ
ッ

ト
サ

ル
／

卓
球

）
球

技
（

フ
ッ

ト
サ

ル
／

卓
球

）

保
健

技
術

エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換
の

技
術

と
は

発
電

の
仕

組
み

と
特

徴
電

気
を

供
給

す
る

仕
組

み
電

気
回

路
に

つ
い

て
考

え
よ

う
電

気
機

器
を

安
全

に
使

⽤
す

る
た

め
の

技
術

，
運

動
エ

ネ
ル

ギ
ー

へ
の

変
換

と
利

⽤

回
転

運
動

を
伝

え
る

仕
組

み
，

機
械

が
動

く
仕

組
み

機
械

の
共

通
部

品
と

保
守

点
検

の
⼤

切
さ

，
エ

ネ
ル

ギ
ー

変
換

の
技

術
の

⼯
夫

の
読

み
取

り

問
題

の
発

⾒
，

課
題

の
設

定
，

電
気

回
路

ま
た

は
機

構
モ

デ
ル

の
設

計
・

製
作

電
気

回
路

ま
た

は
機

構
モ

デ
ル

の
設

計
・

製
作

電
気

回
路

ま
た

は
機

構
モ

デ
ル

の
設

計
・

製
作

、
問

題
解

決
の

評
価

，
改

善
・

修
正

エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換
の

技
術

の
最

適
化

，
こ

れ
か

ら
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換
の

技
術

情
報

の
技

術
の

原
理

・
法

則
と

仕
組

み
，

双
⽅

向
性

の
あ

る
コ

ン
テ

ン
ツ

と
は

コ
ン

テ
ン

ツ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

制
作

コ
ン

テ
ン

ツ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

制
作

，
問

題
の

発
⾒

，
課

題
の

設
定

家
庭

⾐
服

の
選

択
⾐

服
の

⼿
⼊

れ
持

続
可

能
な

⾐
⽣

活
を

⽬
指

し
て

（
⾐

服
計

画
）

⽣
活

の
課

題
と

実
践

（
⽣

活
に

役
⽴

つ
布

作
品

の
製

作
）

⽣
活

の
課

題
と

実
践

（
⽣

活
に

役
⽴

つ
布

作
品

の
製

作
）

⽣
活

の
課

題
と

実
践

（
⽣

活
に

役
⽴

つ
布

作
品

の
製

作
）

⽣
活

の
課

題
と

実
践

（
⽣

活
に

役
⽴

つ
布

作
品

の
製

作
）

住
居

の
役

割
安

全
な

住
ま

い
⽅

私
た

ち
の

消
費

⽣
活

責
任

あ
る

消
費

者
に

な
る

た
め

に
家

族
・

家
庭

と
地

域

外
国

語
休

暇
や

週
末

の
予

定
に

つ
い

て
、

た
ず

ね
た

り
伝

え
た

り
す

る
好

き
な

⾷
べ

物
や

そ
の

理
由

に
つ

い
て

紹
介

⽂
を

書
く

⾃
分

が
体

験
し

た
こ

と
や

学
ん

だ
こ

と
な

ど
に

つ
い

て
、

た
ず

ね
た

り
伝

え
た

り
す

る

好
き

な
こ

と
や

得
意

な
こ

と
に

つ
い

て
話

し
合

う
⾃

分
に

合
う

と
思

う
仕

事
に

つ
い

て
書

く

１
学

期
の

復
習

習
慣

や
マ

ナ
ー

に
つ

い
て

た
ず

ね
る

、
伝

え
る

⾝
近

な
も

の
、

こ
と

に
つ

い
て

説
明

す
る

、
⾃

分
の

考
え

を
述

べ
る

⾝
近

な
こ

と
に

つ
い

て
、

特
徴

を
⽐

較
し

な
が

ら
説

明
す

る
２

学
期

の
復

習
各

地
の

世
界

遺
産

を
紹

介
す

る
⾃

分
の

町
の

お
す

す
め

の
場

所
に

つ
い

て
書

く
既

習
事

項
の

復
習

学
級

活
動

２
学

年
に

な
っ

て
学

級
⽬

標
づ

く
り

学
級

組
織

づ
く

り

話
し

合
い

活
動

の
ル

ー
ル

づ
く

り
家

庭
学

習
の

充
実

学
ぶ

こ
と

働
く

こ
と

１

係
活

動
の

⾒
直

し
学

習
規

律
に

つ
い

て
考

え
る

学
ぶ

こ
と

と
働

く
こ

と
２

体
育

⼤
会

へ
の

参
加

期
末

テ
ス

ト
へ

向
け

て
１

学
期

の
学

級
⽣

活
の

反
省

夏
休

み
の

計
画

職
業

の
世

界
２

学
期

の
取

り
組

み
校

外
⾃

主
研

修
へ

の
取

り
組

み
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

の
⾃

覚
中

間
テ

ス
ト

へ
向

け
て

⼀
中

祭
へ

の
参

加
合

唱
コ

ン
ク

ー
ル

へ
の

取
り

組
み

修
学

旅
⾏

私
の

個
性

学
ぶ

た
め

の
制

度
と

機
会

１
２

学
期

末
テ

ス
ト

へ
向

け
て

互
い

に
⾼

め
合

う
集

団
づ

く
り

情
報

化
社

会
を

考
え

る
２

学
期

の
学

級
⽣

活
の

反
省

新
年

に
あ

た
っ

て
実

⼒
テ

ス
ト

へ
向

け
て

学
ぶ

た
め

の
制

度
と

機
会

２
期

末
テ

ス
ト

へ
向

け
て

卒
業

式
に

向
け

て

適
性

と
進

路
学

級
ご

苦
労

さ
ん

会

夢
を

持
ち

、
共

に
学

ぶ
⼼

豊
か

な
⽣

徒
（

令
和

3年
度

）

【
保

健
分

野
】

障
害

の
防

⽌
 

 
障

害
の

発
⽣

要
因

／
交

通
事

故
の

発
⽣

要
因

／
交

通
事

故
の

危
険

予
測

と
回

避
／

犯
罪

被
害

の
防

⽌
 

 
 

／
⾃

然
災

害
に

よ
る

危
険

／
⾃

然
災

害
に

よ
る

障
害

の
防

⽌
／

応
急

⼿
当

の
意

義
と

⽅
法

／
⼼

肺
蘇

⽣
法

【
保

健
分

野
】

健
康

な
⽣

活
と

疾
病

の
予

防
 

 
⽣

活
習

慣
病

の
起

こ
り

⽅
／

⽣
活

習
慣

病
の

予
防

／
が

ん
の

予
防

／
喫

煙
の

害
と

健
康

／
飲

酒
の

害
と

健
康

 
 

 
／

薬
物

乱
⽤

の
害

と
健

康
／

薬
物

乱
⽤

の
社

会
的

な
影

響
／

喫
煙

･飲
酒

･薬
物

乱
⽤

の
要

因
と

適
切

な
対

処
【

体
育

分
野

】
運

動
や

ス
ポ

ー
ツ

の
意

義
や

効
果

と
学

び
⽅

や
安

全
な

⾏
い

⽅
 

 
運

動
や

ス
ポ

ー
ツ

の
効

果
／

運
動

や
ス

ポ
ー

ツ
の

学
び

⽅
／

運
動

や
ス

ポ
ー

ツ
の

安
全

な
⾏

い
⽅

学
校

⾏
事

－53－



中
学

校
３

年
⽣

教
育

⽬
標

努
⼒

⽬
標

・
⽬

標
に

向
か

っ
て

学
習

す
る

⽣
徒

・
誠

実
で

思
い

や
り

の
あ

る
⽣

徒
・

健
康

で
忍

耐
⼒

の
あ

る
⽣

徒
４

⽉
５

⽉
６

⽉
７

⽉
８

⽉
９

⽉
10

⽉
11

⽉
12

⽉
１

⽉
２

⽉
３

⽉
始

業
式

・
⼊

学
式

知
能

検
査

、
標

準
学

⼒
検

査
⾝

体
測

定
参

観
⽇

、
Ｐ

Ｔ
Ａ

総
会

教
育

相
談

前
期

⽣
徒

総
会

避
難

訓
練

中
体

連
・

壮
⾏

式
体

育
⼤

会
参

観
⽇

薬
物

乱
⽤

防
⽌

教
室

終
業

式
三

者
⾯

談
、

⼆
者

⾯
談

始
業

式
⽣

徒
会

交
流

会
⾃

由
参

観
⽇

３
年

修
学

旅
⾏

避
難

訓
練

中
体

連
新

⼈
⼤

会
・

壮
⾏

式

⼀
中

祭
合

唱
コ

ン
ク

ー
ル

避
難

訓
練

芸
術

鑑
賞

教
室

２
年

修
学

旅
⾏

教
育

相
談

２
年

教
育

相
談

参
観

⽇
３

年
三

者
⾯

談
終

業
式

始
業

式
後

期
⽣

徒
総

会
新

⼊
⽣

説
明

会
職

業
講

話
卒

業
証

書
授

与
式

⼊
学

説
明

会
修

了
式

道
徳

１
 

⾔
葉

お
し

み
 B

(7
)礼

儀
２

 
た

ん
ぽ

ぽ
作

業
所

 C
(1

3)
勤

労 ３
-１

 
無

実
の

罪
 C

(1
1)

公
正

，
公

平
，

社
会

正
義

３
-２

 
あ

る
⽇

の
午

後
か

ら
A(

1)
⾃

主
，

⾃
律

，
⾃

由
と

責
任

３
-３

 
い

じ
め

か
ら

⽬
を

そ
む

け
な

い
４

 
埴

⽣
の

宿
 B

(6
)思

い
や

り
，

感
謝

５
 

背
番

号
15

が
歩

ん
だ

道
―

⿊
⽥

博
樹

 D
(2

2)
よ

り
よ

く
⽣

き
る

喜
び

６
 

背
筋

を
の

ば
し

て
 C

(1
4)

家
族

愛
，

家
庭

⽣
活

の
充

実
７

 
ぼ

く
に

も
こ

ん
な

「
よ

い
と

こ
ろ

」
が

あ
る

 A
(3

)向
上

⼼
，

個
性

の
伸

⻑
８

 
島

唄
の

⼼
を

伝
え

た
い

C(
16

)郷
⼟

の
伝

統
と

⽂
化

の
尊

重
，

郷
⼟

を
愛

す
る

態
度

９
 

花
⽕

と
灯

ろ
う

流
し

 C
(1

7)
我

が
国

の
伝

統
と

⽂
化

の
尊

重
，

国
を

愛
す

る
態

度
１

０
 

早
朝

ド
リ

ブ
ル

 A
(2

)節
度

，
節

制

１
１

 
ハ

ッ
チ

を
開

け
て

，
知

ら
な

い
世

界
へ

 D
(2

1)
感

動
，

畏
敬

の
念

１
２

-１
 

⽣
ま

れ
て

き
て

く
れ

て
，

あ
り

が
と

う
―

助
産

師
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
 D

(1
9)

⽣
命

の
尊

さ １
２

-２
 

く
ち

び
る

に
歌

を
も

て
 D

(1
9)

⽣
命

の
尊

さ
１

２
-３

 
⼈

間
の

命
と

は
―

⼈
間

の
命

の
尊

さ
・

⼤
切

さ
を

考
え

る
 D

(1
9)

⽣
命

の
尊

さ

１
３

 
ス

マ
ホ

に
夢

中
！

 A
(2

)
節

度
，

節
制

１
４

 
加

⼭
さ

ん
の

願
い

 C
(1

2)
社

会
参

画
，

公
共

の
精

神
１

５
 

好
き

な
仕

事
か

安
定

か
な

や
ん

で
い

る
 C

(1
3)

勤
労

１
６

-１
 

⽸
コ

ー
ヒ

ー
 C

(1
0)

遵
法

精
神

，
公

徳
⼼

１
６

-２
 

⽸
コ

ー
ヒ

ー
を

め
ぐ

る
や

り
と

り
の

場
⾯

を
や

っ
て

み
よ

う
 C

(1
0)

遵
法

精
神

，
公

徳
⼼

１
７

 
合

格
通

知
 B

(8
)友

情
，

信
頼

１
８

 
よ

み
が

え
れ

，
⽇

本
海

！
D(

20
)⾃

然
愛

護
１

９
 

伝
え

た
い

こ
と

が
あ

る
C(

11
)公

正
，

公
平

，
社

会
正

義

２
０

 
受

け
つ

が
れ

る
思

い
C(

15
)よ

り
よ

い
学

校
⽣

活
，

集
団

⽣
活

の
充

実
２

１
 

⾼
く

遠
い

夢
 A

(4
)希

望
と

勇
気

，
克

⼰
と

強
い

意
志

２
２

 
ラ

イ
バ

ル
ど

う
し

の
友

情
―

ス
ピ

ー
ド

ス
ケ

ー
ト

 
⼩

平
奈

緒
と

李
相

花
 B

(8
)友

情
，

信
頼

２
３

-１
 

し
あ

わ
せ

 B
(9

)相
互

理
解

，
寛

容
２

３
-２

 
お

た
が

い
の

｢ち
が

い
｣を

認
め

合
お

う
 B

(9
)相

互
理

解
，

寛
容

２
４

 
⾜

袋
の

季
節

 D
(2

2)
よ

り
よ

く
⽣

き
る

喜
び

２
５

-１
 

そ
の

⼦
の

世
界

，
私

の
世

界
 C

(1
8)

国
際

理
解

，
国

際
貢

献
２

５
-２

 
そ

の
こ

 C
(1

8)
国

際
理

解
，

国
際

貢
献

２
６

 
⽇

本
か

ら
世

界
へ

，
そ

し
て

宇
宙

へ
―

イ
ン

ス
タ

ン
ト

ラ
ー

メ
ン

の
誕

⽣
 A

(5
)真

理
の

探
究

，
創

造

２
７

 
⼀

冊
の

漫
画

雑
誌

 B
(6

)
思

い
や

り
，

感
謝

２
８

 
社

会
か

ら
の

無
⾔

の
賞

賛
を

感
じ

る
感

性
  C

(1
2)

社
会

参
画

，
公

共
の

精
神

国
語

読
む

ー
詩

⾔
葉

の
学

習
読

む
ー

⾔
語

感
覚

書
く

ー
詩

歌
創

作
和

語
・

漢
語

・
外

来
語

他
教

科
で

学
ぶ

漢
字

１

読
む

ー
⽂

学
⼀

⼈
物

ど
う

し
の

関
係

に
着

⽬
す

る
話

す
・

聞
く

ー
聞

く
間

違
え

や
す

い
敬

語
熟

語
の

構
成

・
熟

字
訓

論
理

的
に

読
む

読
む

ー
構

成
・

展
開

素
材

を
⽣

か
し

て
表

現
す

る
書

く
ー

伝
達

連
語

・
慣

⽤
句

四
字

熟
語

読
む

ー
吟

味
・

判
断

多
⾯

的
に

捉
え

る
書

く
ー

論
証

・
説

得

相
⼿

や
⽬

的
に

応
じ

て
伝

え
る

話
す

・
聞

く
ー

話
す

曖
昧

な
⽂

・
分

か
り

づ
ら

い
⽂

送
り

仮
名

読
む

ー
詩

古
典

 
万

葉
・

古
今

・
新

古
今

 
お

く
の

ほ
そ

道
 

論
語

⾔
葉

の
移

り
変

わ
り

他
教

科
で

学
ぶ

漢
字

２
読

む
ー

⽂
学

⼆
紛

ら
わ

し
い

漢
字

読
む

ー
読

書

読
む

ー
⾔

葉
と

メ
デ

ィ
ア

合
意

を
形

成
す

る
話

す
・

聞
く

ー
話

し
合

う

書
く

ー
感

性
・

想
像

⽂
法

の
ま

と
め

間
違

え
や

す
い

⾔
葉

読
む

ー
詩

読
む

ー
詩

読
む

ー
読

書

書
写

効
果

的
に

⽂
字

を
書

こ
う

（
⾝

の
回

り
の

⽂
字

の
効

果
と

⼯
夫

）

効
果

的
に

⽂
字

を
書

こ
う

（
⾝

の
回

り
の

⽂
字

の
効

果
と

⼯
夫

）

効
果

的
に

⽂
字

を
書

こ
う

（
⼿

書
き

⽂
字

の
特

徴
）

効
果

的
に

⽂
字

を
書

こ
う

（
⼿

書
き

⽂
字

の
特

徴
）

⽂
字

の
い

ず
み

 
仕

事
の

中
の

⼿
書

き
⽂

字
効

果
的

に
⽂

字
を

書
こ

う
（

書
き

⼿
の

意
図

と
表

現
）

効
果

的
に

⽂
字

を
書

こ
う

（
書

き
⼿

の
意

図
と

表
現

）
効

果
的

に
⽂

字
を

書
こ

う
（

現
代

に
つ

な
が

る
⽂

字
の

役
割

）

⽂
字

の
い

ず
み

 
書

初
め

を
し

よ
う

⽣
活

に
広

げ
よ

う
 

思
い

を
⽂

字
で

表
そ

う
⽂

字
の

い
ず

み
 

古
典

を
も

と
に

 
書

い
て

味
わ

お
う

⽂
字

の
い

ず
み

 
⼆

⼗
四

節
気

と
季

節
の

挨
拶

 
書

く
こ

と
を

楽
し

む

社
会

開
国

と
近

代
⽇

本
の

歩
み

⼆
度

の
世

界
⼤

戦
と

⽇
本

現
代

の
⽇

本
と

世
界

公
⺠

学
習

の
始

め
に

現
代

社
会

と
私

た
ち

の
⽣

活
現

代
社

会
と

私
た

ち
の

⽣
活

現
代

社
会

と
私

た
ち

の
⽣

活
個

⼈
の

尊
重

と
⽇

本
国

憲
法

個
⼈

の
尊

重
と

⽇
本

国
憲

法
現

代
の

⺠
主

政
治

と
社

会
私

た
ち

の
暮

ら
し

と
経

済
私

た
ち

の
暮

ら
し

と
経

済
地

域
社

会
と

私
た

ち
よ

り
良

い
社

会
を

⽬
指

し
て

数
学

式
の

展
開

と
因

数
分

解
式

の
展

開
と

因
数

分
解

式
の

計
算

の
利

⽤
平

⽅
根

平
⽅

根
根

号
を

ふ
く

む
式

の
計

算
平

⽅
根

の
利

⽤

⼆
次

⽅
程

式
⼆

次
⽅

程
式

の
利

⽤
関

数
と

グ
ラ

フ
関

数
ｙ

＝
ａ

ｘ
２

の
値

の
変

化
い

ろ
い

ろ
な

事
象

と
関

数

い
ろ

い
ろ

な
事

象
と

関
数

図
形

と
相

似
平

⾏
線

と
線

分
の

⽐

平
⾏

線
と

線
分

の
⽐

相
似

な
図

形
の

計
量

相
似

の
利

⽤

円
周

⾓
と

中
⼼

⾓
円

の
性

質
の

利
⽤

直
⾓

三
⾓

形
の

３
辺

の
関

係
三

平
⽅

の
定

理
の

利
⽤

標
本

調
査

３
年

間
の

復
習

理
科

⼒
の

つ
り

合
い

⽔
中

の
物

体
に

は
た

ら
く

⼒
い

ろ
い

ろ
な

向
き

の
２

⼒
の

合
⼒

⼒
と

運
動

斜
⾯

を
下

る
物

体
に

は
た

ら
く

⼒
仕

事
と

エ
ネ

ル
ギ

ー
滑

⾞
の

は
た

ら
き

位
置

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

運
動

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

決
め

る
要

素

⽣
物

の
成

⻑
と

⽣
殖

根
の

伸
び

⽅
被

⼦
植

物
の

受
精

の
⽅

法

遺
伝

と
進

化
メ

ン
デ

ル
の

実
験

を
遺

伝
⼦

で
説

明
す

る

⽔
溶

液
と

イ
オ

ン
電

流
が

流
れ

る
⽔

溶
液

塩
化

銅
⽔

溶
液

の
電

気
分

解
電

気
分

解
を

イ
オ

ン
の

化
学

式
か

酸
・

ア
ル

カ
リ

と
イ

オ
ン

酸
と

ア
ル

カ
リ

を
混

ぜ
合

わ
せ

る
電

池
と

イ
オ

ン
ダ

ニ
エ

ル
電

池
の

原
理

太
陽

系
と

宇
宙

の
広

が
り

太
陽

の
表

⾯
の

様
⼦

を
調

べ
る

太
陽

の
動

き
と

観
測

者
の

関
係

１
⽇

の
星

の
動

き
と

観
測

者
の

関
係 季

節
に

よ
る

星
座

の
移

り
変

わ
り

天
体

の
満

ち
⽋

け

⾃
然

・
科

学
技

術
と

⼈
間

⾳
楽

【
歌

唱
】

花
花

の
街

【
歌

唱
】

M
y V

oi
ce

!
【

鑑
賞

】
ブ

ル
タ

バ
（

モ
ル

ダ
ウ

）

【
鑑

賞
】

ボ
レ

ロ
・

曲
の

よ
さ

を
プ

レ
ゼ

ン
し

よ
う

【
鑑

賞
】

⾵
に

の
っ

て
【

創
作

】
Le

t's
 C

re
at

e!

【
歌

唱
】

Am
az

in
g 

Gr
ac

e
【

歌
唱

】
き

み
と

と
も

に
・

指
揮

を
し

て
み

よ
う

【
歌

唱
】

合
唱

コ
ン

ク
ー

ル
【

鑑
賞

】
能

「
敦

盛
」

沖
縄

の
伝

統
芸

能
「

組
踊

」
に

親
し

も
う

【
歌

唱
】

謡
「

敦
盛

」
【

鑑
賞

】
ポ

ピ
ュ

ラ
ー

⾳
楽

ル
ー

ル
を

守
っ

て
⾳

楽
を

楽
し

も
う

！

【
歌

唱
】

Le
t I

t B
e

帰
れ

ソ
レ

ン
ト

へ

【
鑑

賞
】

世
界

の
諸

⺠
族

の
⾳

楽
【

歌
唱

】
歌

い
継

ご
う

 ⽇
本

の
歌

美
術

形
を

研
ぎ

澄
ま

せ
て

形
を

研
ぎ

澄
ま

せ
て

⽊
で

つ
く

る
遊

び
の

形
⽊

で
つ

く
る

遊
び

の
形

⽊
で

つ
く

る
遊

び
の

形
浮

世
絵

の
鑑

賞
⽣

命
感

あ
ふ

れ
る

表
現

⽣
命

感
あ

ふ
れ

る
表

現
漫

画
の

試
み

漫
画

の
試

み
想

像
の

世
界

を
表

す
想

像
の

世
界

を
表

す
ゲ

ル
ニ

カ
で

伝
え

た
か

っ
た

こ
と

体
育

集
団

⾏
動

・
体

つ
く

り
運

動
体

⼒
テ

ス
ト

体
つ

く
り

運
動

陸
上

競
技

(短
距

離
⾛

･リ
レ

ー
）

陸
上

競
技

ダ
ン

ス
（

伝
統

舞
踊

）
球

技
（

バ
レ

ー
/ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
）

球
技

（
バ

レ
ー

/ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

）
器

械
運

動
（

マ
ッ

ト
運

動
）

球
技

（
バ

ド
ミ

ン
ト

ン
）

陸
上

競
技

（
⾛

⾼
跳

）
球

技
（

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

）
球

技
（

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

）
球

技
（

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

）
ダ

ン
ス

（
現

代
的

な
リ

ズ
ム

）
球

技
（

フ
ッ

ト
サ

ル
／

卓
球

）
球

技
（

フ
ッ

ト
サ

ル
／

卓
球

）

保
健

技
術

計
測

・
制

御
シ

ス
テ

ム
と

は
計

測
・

制
御

シ
ス

テ
ム

と
は

問
題

の
発

⾒
，

課
題

の
設

定
計

測
・

制
御

シ
ス

テ
ム

の
構

想
計

測
・

制
御

シ
ス

テ
ム

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
制

作
計

測
・

制
御

シ
ス

テ
ム

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
制

作
計

測
・

制
御

シ
ス

テ
ム

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
制

作
問

題
解

決
の

評
価

，
改

善
・

修
正

情
報

の
技

術
の

最
適

化
こ

れ
か

ら
の

情
報

の
技

術
SD

Gｓ
と

技
術

と
の

か
か

わ
り

学
ん

だ
こ

と
を

社
会

に
⽣

か
す

家
庭

幼
児

の
体

の
発

達
幼

児
の

⼼
の

発
達

幼
児

の
⽣

活
習

慣
幼

児
の

遊
び

⽣
活

の
課

題
と

実
践

（
幼

児
の

⼩
物

作
り

）
⽣

活
の

課
題

と
実

践
（

幼
児

の
⼩

物
作

り
）

⽣
活

の
課

題
と

実
践

（
幼

児
の

⼩
物

作
り

）
⽣

活
の

課
題

と
実

践
（

幼
児

の
⼩

物
作

り
）

幼
児

と
の

関
わ

り
家

族
や

地
域

の
⾼

齢
者

と
の

関
わ

り
こ

れ
か

ら
の

家
族

と
地

域
学

習
を

終
え

て

外
国

語
⾏

っ
て

み
た

い
国

と
⾔

語
に

つ
い

て
伝

え
あ

う
こ

れ
ま

で
経

験
し

た
こ

と
に

基
づ

い
て

、
相

⼿
に

会
っ

た
プ

ラ
ン

を
伝

え
る

ず
っ

と
好

き
な

こ
と

や
、

こ
れ

ま
で

取
り

組
ん

で
き

た
こ

と
に

つ
い

て
伝

え
る

社
会

問
題

に
つ

い
て

⾃
分

の
考

え
や

意
⾒

を
書

く
こ

れ
ま

で
の

経
験

を
振

り
返

っ
て

活
動

報
告

を
発

表
す

る
１

学
期

の
復

習
防

災
に

関
す

る
標

識
が

何
を

意
味

し
て

い
る

か
を

説
明

す
る

⼈
や

も
の

に
つ

い
て

詳
し

い
情

報
を

加
え

て
説

明
す

る
⽇

本
や

郷
⼟

の
⽂

化
な

ど
を

紹
介

す
る

⽂
を

書
く

架
空

の
状

況
に

つ
い

て
説

明
す

る
、

感
想

や
意

⾒
を

述
べ

る
主

張
と

そ
の

理
由

を
明

確
に

し
な

が
ら

デ
ィ

ベ
ー

ト
を

す
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
問

題
に

関
す

る
説

明
⽂

を
読

ん
で

概
要

を
理

解
し

、
⾃

分
の

考
え

や
意

⾒
を

述
べ

る

ス
ピ

ー
チ

の
原

稿
を

読
ん

で
内

容
の

要
点

を
理

解
し

、
⾃

分
の

⾔
葉

で
伝

え
る

３
年

間
の

復
習

学
級

活
動

活
⼒

あ
る

学
級

づ
く

り
最

上
級

⽣
と

し
て

の
出

発
私

の
進

路
計

画
１

学
期

の
計

画

⽣
徒

総
会

学
習

計
画

の
⽴

案
定

期
テ

ス
ト

へ
の

取
り

組
み

１
学

期
の

⽣
活

夏
休

み
と

受
験

勉
強

２
学

期
の

計
画

将
来

の
⽣

活
と

⽬
標

合
唱

ｺﾝ
ｸｰ

ﾙ
⼀

中
祭

教
室

環
境

を
整

え
る

進
路

の
決

定

⼼
の

悩
み

さ
ま

ざ
ま

な
意

⾒
を

持
と

う
励

ま
し

合
う

学
級

校
⾵

・
伝

統
を

考
え

る

⽣
涯

学
習

学
年

レ
ク

を
成

功
さ

せ
る

受
検

の
⼼

得
と

準
備

新
年

に
あ

た
っ

て
受

検
期

の
健

康
卒

業
後

の
⽣

活
中

学
校

⽣
活

の
ま

と
め

中
学

校
を

巣
⽴

つ

夢
を

持
ち

、
共

に
学

ぶ
⼼

豊
か

な
⽣

徒
（

令
和

3年
度

）

【
保

健
分

野
】

健
康

と
環

境
 

 
 

環
境

へ
の

適
応

能
⼒

／
活

動
に

適
す

る
環

境
（

熱
中

症
の

予
防

と
⼿

当
）

／
飲

料
⽔

の
衛

⽣
的

管
理

 
 

 
／

室
内

の
空

気
の

衛
⽣

的
管

理
／

⽣
活

に
伴

う
廃

棄
物

の
衛

⽣
的

管
理

【
保

健
分

野
】

健
康

な
⽣

活
と

疾
病

の
予

防
③

 
 

 
感

染
症

の
広

が
り

⽅
／

感
染

症
の

予
防

／
性

感
染

症
の

予
防

／
エ

イ
ズ

の
予

防
／

医
薬

品
の

利
⽤

／
保

健
・

医
療

機
関

の
 

 
 

 
利

⽤
／

健
康

を
守

る
社

会
の

取
り

組
み

／
保

健
学

習
の

振
り

返
り

【
体

育
分

野
】

⽂
化

と
し

て
の

ス
ポ

ー
ツ

の
意

義
 

 
現

代
社

会
に

お
け

る
ス

ポ
ー

ツ
の

⽂
化

的
意

義
 

／
国

際
的

な
ス

ポ
ー

ツ
⼤

会
の

役
割

／
⼈

々
を

結
び

つ
け

る
ス

ポ
ー

ツ

学
校

⾏
事
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